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ここ に ある 作品 は MODE で 
作成 し 、 フ レー ム バ ッ フ ァ と フ 
レー ム バ ッ フ アァ 専 用 ソフ ト を 使 
っ て 表示 し て いま す 。 

















① X、Y、Z 軸 上 で の 回 転 


④ 平行 光源 を 使っ た 光 の 明暗 
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点 光 源 を 使っ た 光 の 明暗 














⑥ 線 の 構成 ( 作 : 東海 徳 亮 ) 


泣い た 顔 ( 作 : 兼子 美弥 子 ) 






⑫ 色彩 の 三原 色 


⑭ 色相 、 彩 度 、 明 度 の 関係 





⑮ 配色 一 一 上 か ら ダ ン デ ィ ー、 す が す が し い 、 甘 い ⑯ 光源 色 に よる 変化 一 一 上 か ら 白 、 赤 、 黄 、 青 、 緑 の 光 
を 当て た 


⑱ 陶器 風 と 金属 風 の 副 





⑰ 質感 の 変化 








剛 畔 ① サン プル 
調 (SAMPLE.MOD、73 ペ ー ジ 参照) 








サン プル 1 
( 5 コマ 目 、73 ペ ー ジ 参照 ) 軒 





⑳ カラ ー エ ディ タ (CEDIT.EXE、157 ペ ー ジ 参照 ) 


ロボ ッ ト (ROBOT2.MOD、 
168 ペ ー ジ 参照 ) 


ここ ご に ある の は 、 す べ て フレ ー ム バッ ファ を 
使わ な い 標 準 構成 で 表示 し て いま す 。 


@⑫ 木 (TREE3.MOD、163 ペ ー ⑫ グラ ス (GLASS3 .MOD) 
ジ 参 照 ) 
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太田 昌孝 監修 
アス キー 書籍 編集 部 編 


アス キー 出版 局 


商 標 
MS、 ks DOS は 米国 Microsoft Rs 鉛 標 で す 。 そ の 0 本 書 で 登場 する シス テム 名 、 製品 名 
は 委 開 発 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 な お 、 本 文中 で は TM、 ク は 明記 し て いま せん 。 


資本 パッ ケー ジ に 収め られ て いる デー タ の うち YUKIEXE は 、LHA の 自己 解 麻 ファイ ル で 提供 
に 。 も 0 人 ます 。 


LHA: Copyright © H. Yoshizaki( 吉 崎 栄 泰 ), 1988-92. All rights reseryed 





カバ パー デザ イン : 郷 刻 子 
カバ ーCG 作 成 : 横山 弥生 、 渡 辺 和 人 年 、 五 島 理江 、 中 山 洋三 、 
矢口 英男 (青山 CG スク ー ル ・ メ ロン ) 


は じ め に 


CG( コ ンピュータ グラ フォ ィ ックス ) は 、 単なる お 絵描き ツー ル で は あり ませ ん 。 分 
子 モデ ル や 太陽 系 な ど 手書き で は 正確 に 描き に くい も の や 、 街 / ビ ル / 部 屋 の レイ ア 
ウト な どの よう に 描き 直し が 大 変 な も の 、 ま た 色 や 模様 を いろ いろ と 差し 替え る デ 
ザイ ン ( テ クス チャ ー) や 光 の 当たり 方 を 変更 する 絵 、 さ きら に ゴル フ ボ ー ル の 弾道 
構造 物 の 中 を 自由 に 見 回 す よ うな シミ ュ レ ーション (アニ メー ショ ン ) な どの 表現 
も CGC な ら で は で す 。 

CG は !『 ス ター ウォ ー ズ 』、『 ト ロン 』、『 タ ー ミ ネー ター2』 な どの 映画 制作 の 現場 や 
CEF で は すでに 欠か せな いも の に な っ て いま すし 、 ア ニメーション 、 シ ミュ レー ショ 
ン 、 フ ァ イ ン アー ト 、 デ ザイ ン 、 画 像 処理 、CAI と さま ざま な 分 野 で 使わ ん れ て いま 
9 | 

また CGCG に は こう いっ た 現場 で 活躍 する プロ 用 の ツー ル と し て だ け で な く 、 ホ 
ビー と し て の 楽し み 方 も あり ます 。 し か し 、 お 絵描き ツー ル を 除い て 安価 な アプ リ 
ケー ショ ン が 少な く 、 ま た 自作 する に は 少々 複雑 な プロ グラ ム で す 。 

本 パッ ケー ジ で 紹介 する MODE? シ ステ ム と は 『 応 用 グラ フィ ックス 』( 弊 社 刊 ) 
で 紹介 し た 汎用 的 な CG ツール ^MO | RE”Z シ ステ ム を 発展 させ た 3 次元 CG 作成 
が あみ で す 。 

MO | RE と は 、MOdelling と MOtion と MOtion-design の 結果 を MS-DOS の 
パイ プ 機 能 で REndering と REcording サブ シス テム に 渡し て CG を 作成 する と い 
う 構 成 か らき た も の で 、 こ れ は MO | RE>GRAPHICS( も っ と グラ フィ ックス 
を /) と いう 願い か ら 名 付け られ まし た 。MODE と は 、MO | re Display Editor (MO 
| RE の ディ スプ レイ エディ タ 版 ) と いう 意味 で す 。 

MODE で は 、 ポリ ゴン を 作る ^~ ポ リ ゴ ン エディ タツ 機能 、 作 っ た ポリ ゴン を 配置 す 
る バツ リー エディ タ " 機 能 、 動き を 作る ^ モ ーション エディ タッ 機能 な ど を 使っ て 編集 
メー アー メー ショ ン 表 示 が で きま す 。 ま た 、 フ ァイル 形式 は "MO RBSY と 万 
換 な の で 、^MO | RE” 用 の ツー ル や ファ イル は その まま お 使い に な れ ま す 。 


は じ め に 


*MODE” シ ステ ム は 、 特 別 な ハー ドウ ェ ア を 用 意 し な く て も お 手持 ちの パソ コン 
(PC-9801) で 手軽 に 本 格 的 CG が 楽し め ま す 。 た だ し 、 お 絵描き ツー ル と は 違い 、CG 
の 基礎 的 な 知識 が 必要 で すか ら 注 意 し て くだ さい 。 

本 パッ ケー ジ は 5 イン チ 2HD/3.5 イン チ 2HD の 両 メ ディ ア 付 き で 、 便利 な コマ 
ンド と 豊富 な サン プル デー タ ・ フ ァイル を 多数 収録 し まし た 。 ま た 読者 が 目 分 で ブ 
ログ ラミ ング する 際 に 参考 と な る よう に C 言 語 の ソー スリ スト も 収録 し まし た 。 

『PC-9801 3 次 元 CG 作成 シス テム MODE』 を 制作 する に 当たっ て は 、『 応 用 グ 
ラフ ィ ッ クス 」 の 著者 で あり 、MO | RE シス テム の 開発 者 で も ある 東京 工業 大 学 の 
大 田 昌 孝 氏 に 監修 を お 願い し まし た 。 また 、 MODE プロ グラ ム の 開発 は 、 出口 哲生 
氏 と 丸川 一 志 氏 、 各 種 ツ ー ル の 開発 は 、 石 井 秀治 岳 、 田 口 景 介 氏 、 河 村 博 之 氏 が 担 
当 し まし た 。 さ ら に 、 当 初 よ り MO | RE シス テム を 導入 し 、 作 品 制作 や MO | RE 
の 拡張 を 行っ て いる 青山 CG スク ー ル ・ メ ロン の 横山 弥生 氏 に 「1 章 数 値 と 感性 に 
よる CG デザ イン 」 の 執筆 と 作品 提供 を 、 同 じ く 島田 信吾 氏 に '2 章 アニ メー ショ 
ン 」 と 「AppendixF フレ ー ム バッ ファ 」 の 執筆 を し て いた だ きま し た 。 こ こ に 感謝 
の 意 を 表し ます 。 


アス キー 書籍 編集 部 


田 必要 な 機器 構成 
本 パッ ケー ジ を 使用 する に は 最低 限 、 以 下 の ハ ー ド ウェ ア 、 ソ フト ウェ ア が 必要 で す 。 


@ パソ コン 

日 本 電気 PC-9800 シリ ー ズ (PC-9801/E/F/M/U/UV/VM/DO/DO 寺 、PC-98XA/LT/ 
HA を 除く ) で 使用 で きま す 。98NOTE は 、 カ ラー ディ スプ レイ が 接続 で きる 場合 に 限っ て 
使用 可能 で す 。 

PC-98XL/XL2/RL な どの ハイ レゾ モー ド と ノー マル モー ド が 切り 替え られ る 機種 で 
は 、 ノ ー マ ル モー ド で の み 利 用 可能 で す 。 

メモ リ の フリ ー エ リア が 380K バイ ト 以 上 必要 で す 。 


@ カ ラー ディ スプ レイ 
@ マ ウス 
@ IMS-DOS 


本 パッ ケー ジ に は 「MS-DOS」 が 含ま れ て いま せん の で 、 日 本 電気 製 の MS-DOS Ver.2. 
0、Ver.3.1、Ver.3.3x の ぃ いずれ か が 必要 で す 。 





本 書 を 読む 前 に 


一 必要 な 予備 知識 | 

本 文中 で は CG の 技術 的 な 解説 は し て いま せん 。 本 パッ ケー ジ を お 使い に な る に は 、 事 前 
に CG の 入門 書 を 1 冊 読 ん だ 程度 の 基礎 的 な 知識 が 最低 限 必要 で す 。 

初心 者 の 方 は 、 た と えば 以下 の よう な 本 (弊社 刊 ) を 読ん で か ら 始 め ら れる こと を お 勧め 
し ます 。 


介入 門 ダ ララ ィ ッ クス 

描画 アル ゴリ ズム 、 色 と 光 、 移 動 / 回 転 / ス ケー リン グ 変 換 、 諾 視 / 投 影 変 換 、 ワ イヤ フレ ー 
ム モ デル 、 ク リッ ピン グ な ど 、 グ ラフ ィ ッ クス の 差 礎 知識 か ら 応 用 テク ニッ ク ま で を ひと 
通り 解説 


@ 実習 グラ フィ ックス 
モデ リン グ 変 換 、 視 野 変換 、 陰 線 処理 、 曲 線 / 曲 面 近似 、CAD に つい て 解説 。 特 に 陰線 
処理 の アル ゴリ ズム と 手法 に 関し て 分 か りや すく 紹介 。 


@ 応用 グラ フィ ックス 

サー フェ イス / ソ リッ ドモ デル 、 自 由 曲 面 、 フ ラク タル 、 隠 面 処 理 、 シ ェ ー デ ィング 、 ア 
ンチ ェ イ リア シン グ 、 モ ーション デザ イン な ど に つい て 解説 。 きら に まき リアル な 3 次 元 グ 
ラフ ィ ッ クス を 展開 する た め の C 言 語 プ ログ ラミ ング な ども 紹介 。 


@ 最 新 3 次 元 コ ンピュータ グラ フィ ックス 
最新 の CG 原理 や 手法 を 、 む ず か し い プ ログ ラム や 数 式 は いっ きい 使わ ず 、 豊 富 な カラ ー 
作品 や 図版 に よっ て 分 か りや すく 解説 。 


"MOUDE" シス テム の 構成 


*MODEZ シ ステ ム は 、 ポ リ ゴ ン を 作る “ポリ ゴン エディ タタ "機能 、 作 っ た ポリ ゴン を 配置 
する バツ リー エディ タツ 機能 、 動 き を 作る ^ モ ーション エディ タ " 機 能 な ど を 持つ メイ ンプ ブロ 
グラ ム と カラ ー エ ディ タ や 平面 エディ タ な どの ツー ル で 構成 され て いま す 。 


画 メイ ンプ ブ ログ ラム 
メイ ンプ ログ ラム は 、 以 下 の フ ァイル で 構成 され て いま す 。MODE.EXE 以外 は 単体 で も 
使用 で きま す 。 


DRAW.EXE イメ ー ジ ファ イル を 生成 

DITHER.EXE RENDER が 出力 し た イメ ー ジ ファ イル を 画面 に 表示 
GSAVE.EXE 画面 上 の イメ ー ジ ファ イル の セー ブ 

GLOAD.EXE 画面 上 の イメ ー ジ ファ イル の ロー ド 

MODE.EXE モデ ルフ ァイル と モー ショ ン フ ァイル の 作成 
MODE.TXT ツリ ー エ ディ タ で 使え る ツー ル の 説明 

MODEL.EXE モデ ルフ ァイル か ら RENDER 用 の デー タ を 生成 


RENDER.EXE 


画 ツー ル 


MODEL.EXE が 出力 し た デー タ か ら イ メー ジフ ァイル を 生成 


ツー ル は 以下 の ファ イル で 構成 され て いま す 。 


CEDIT.EXE 色情 報 の 生成 

CONE.EXE 円 名 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

CUBE.EXE 立方 体 の 角 を カッ ト し た ポリ ゴン デー タ を 生成 
SPHERE.EXE 球 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

POLHD.EXE 正 多面 体 の ポリ ゴン デー タ を 生成 
TUBE.EXE 円 杜 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

ROT.EXE ポリ ゴン デー タ を も と に 回 転 体 を 作成 
THICK.EXE ポリ ゴン デー タ に 厚み を 付加 

CLS3.EXE グラ フィ ッ ク 画 面 の 消去 

MOTION.EXE モー ショ ン フ ァイル か ら パ ラメ ー タ ファ イル を 作成 
PLANE.EXE 選択 点 の 順番 で ポリ ゴン を 生成 


本 書 の 構成 


イィ インストール に 続い て Part 1 で は CG の 基礎 、 Part 2 で は MODE シス テム の 基本 的 な 
使い 方 、 Part 3 で は シェ ー デ ィング に つい て 解説 し て いま す 。 また APPENDIX で は テキ 
スト エディ タ を 使っ た 応用 例 、 ソ ー ス ファ イル の コン パイ ル 方 法 と コマ ンド リフ ァ レ ンス 
を 掲載 し て いま す 。 

な お 、 本 書 中 に 解説 の ある コマ ンド と サン プル デー タ は 、 す べ て 付属 の ディ スク パッ ケー 
ジ に 収録 し て いま す 。 付属 の ディ スク の 構成 は 、「 イ ンス トー ル 」 を ご 覧 くだ さい 。 


田 イ ンス トー ル 

ディ スク か ら の イン スト ー ル 方 法 を 3 つの 場合 に 分 け て 説明 し ます 。 添付 の イン スト ー 
ルプ ログ ラム を 使わ ず に イン スト ー ル を され る 方 は 、 こ の うち 「 用 意 す る も の 」 と 「MODE 
の 環境 設定 」 を お 読み くだ さい 。 


国 Part ] CG の 基礎 
CG を 始め る に あたっ て 、 絵 画 と の 違い や CG デザ イン の 心得 、 物 体 の 組み 立て 方 に つい 
て 解説 し ます 。 す で に 基礎 的 な 知識 の ある 方 は 、Part 2 か ら 始 め ら れ て も 結構 で す 。 


1 章 数 値 と 感性 に よる CG デザ イン 
CG を 使っ て デザ イン を する に は 、 空 間 の 把握 や 部 品 の 配置 、 配色 、 光源 と その 方 向 な ど 
の 知識 が 必要 で す 。1 章 で は CG デザ イン に 必要 な 考え 方 に つい て 解説 し ます 。 


2 童 アニ メー ショ ン 

3 次 元 CC アニ メー ショ ン を デザ イン する に は 、 ま ず 物 体 の 動き を 分 析 し な けれ ば な り 
ませ ん 。2 章 で は コン ピュ ー タ を 使っ た アニ メー ショ ン デ ザイ ン の 基礎 に つい て 解説 し ま 
す 。 


一 Prt 己 MDUDE シス テム 

MODE シス テム の 基本 的 な 使い 方 に つい て 説明 し ます 。 ま ず 静 止 画 を 作る た め に ポリ ゴブ 
ン エ ディ タ と ツリ ー エ ディ タ を 説明 し 、 次 に 動画 を 作る た め の モ ーション エディ タ を 説明 
し て いま す 。 そし て 最後 に 2 つの 作品 を 作っ て いき な が ら 、 そ の 制作 過程 を 解説 し ます 。 





本 書 の 構成 


3 章 MODE の 概要 
添付 の ディ スク に 収録 され て いる サン プル デー タ を 使っ て 、MODE の 起動 と 終了 、 
MODE メニ ュー の 説明 、3 つの エディ タ の 関係 、 図 形 の 表示 に つい て 説明 し ます 。 


4 間 ポリ ゴン エ デ キ ル 才 
MODE の 機能 の 1 つ に 物体 を 作っ た り 動 き の 確認 が で きる “ポリゴン エディ タタ "が あり 
ます 。 こ こ で は ポリ ゴン エディ タ を 使っ た 物体 の 作り 方 に つい て 説明 し ます 。 


。 業 。 ツ ルー エディ タ 
ポリ ゴン エディ タ で 作っ た 物体 を 配置 し た り 色 指定 し た りす る 機能 が ^ ツ リー エディ タ “ 
で す 。 こ こ で は ツリ ー エ ディ タ を 使っ た 物体 の 配置 や ツー ル の 使い 方 に つい て 説明 し ます 。 


6 章 モー ショ ン エ ディ タ 
動き を デザ イン する 機能 が バ パ モ ーション エディ タ ” で す 。 こ こと で は モー ショ ン エ ディ タ を 
使っ て 動か す 部 分 や 量 、 コ マ 数 の 指定 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


7 章 ファ イル の 切り 替え 
複数 の ファ イル を 開い て いる と き 、 す ば や くく 特定 の ファ イル に 切り 替え る 機能 が ~ フ ァ イ 
ル の 切り 替え ? で す 。 こ こ で は その 使用 方 法 に つい て 説明 し ます 。 ] 


8 章 モデ リン グ 実 践 
木 と ロボ ッ ト を 取り 上 げ 、 実 際 に 作品 を 作っ て み ま す 。 


一 Prt シェ ー デ ィング 
物体 や 背景 に 色 を 付け る に は いく つか の 約束 ご と が あり ます 。 9 章 で は 色 指 定 の 方 法 に 
つい て 読 明 し 、10 章 で は 8 章 で 作っ た 2 つの 作品 に 色 を 付け ます 。 


9 章 色情 報 

物体 や 背景 に 色 を 付け る に は ツリ ー エ ディ タ 上 で いく つか の 指定 を し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 こ こ で は 色 指 定 に 必要 な 視野 モデル 用 コマ ンド 、 硝 景色 の 指定 コマ ンド 、 光 源 モ デル 
用 コマ ンド 、 表 面 モ デル 用 コマ ンド 、 シ ェ ー デ ィング パラ メー タ 指 定 用 コマ ンド に つい て 
説明 し ます 。 ま た 、 簡 単に 背景 色 を 作成 で きる カラ ー エ ディ タ に つい て も 解説 し ます 。 


10 章 シェ ー デ ィング 実践 
8 章 で 作っ た 木 と ロボ ッ ト に 、 そ れ ぞ れ 色 を 付け ます 。 


本 書 の 構成 


画 ADDBT ロ IX 
他 の エディ タ を 使っ た 応用 例 や 、 パ ッ ケ ー ジ に ある 、 す べ て の 実行 ファ イル の コマ ンド 
リフ ァ レ ンス を 掲載 し て いま す 。 


Appendix A テキ スト エディ タ を 使っ た デー タ 編 集 

MODE の モデ リン グ デ ー タ は テキ スト ファ イル 形式 で 保存 きれ る の で 、 ツ リー エディ タ 
の 代わ り に テキ スト エディ タ で も 編集 で きま す 。 こ と で は テキ スト エディ タ を 使っ た デー 
タ の 編集 に つい て 説明 し ます 。 


Appendix B ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 
本 パッ ケー ジ に 収録 し た プロ グラ ム に は 、 す べ て ソー ス フ ァ イル が 付属 し て いま す 。 こ 
こ で は 添付 の ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


AppendixC 。 クイ ッ タ リラ テラ ァ レ ンス 一 で で MODE シス テム 
* ポ リ ゴ シ エ デ ゲ ォ テル タ ^、 バ ツリ サー エ 巡 みい モー ショ ン 務 デ ネ 久 フラ ァ イル の 切り 甘え ? 
の 各 機 能 で 使う MODE シス テム の コマ ンド を まとめ て あり ます 。 





Appendix D コマ ンド リフ ァ レ ンス ツリ エギ ィ タ で 便 郵 多 ツ ー ル 
PLANE コマ ンド を 始め と し た ポリ ゴン 作成 を 支援 する ツー ル 9 本 の 使い 方 を 説明 し て 
v ぎ 半 9 





Appendix E コマ ンド リフ ァ レ ンス コマ ンド ライ ン か ら 使 う ツ ー ル 
MODE シス テム の 機能 の 一 部 を 単体 の コマ ンド と し て 使う 場合 に つい て 説明 し て いま 
す 。 こ れ ら は MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 使 いま す 。 


AppendixF フレ ー ム バッ ファ 
滑ら ちか な シェ ー デ ィング を する た め に は フレ ー ム バッ ファ が 有効 で す 。 こ と で は フレ ー 
ム バ パッ ファ に つい て 解説 し ます 。 
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ノ ス ト ー ル 





本 書 に 付属 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (保存 用 ディ ス 
ク と 呼び ます ) に は 、 本 ソフ トウ ェ ア を 動か す た め に 
必要 な ' 基 本 ソフ トウ ェ ア 」 で ある 「MS-DOS」 は 含 
まれ て いま せん 。 本 ソフ トウ ェ ア を 実行 する た め に 
は 、MS-DOS が 別途 必要 に な り ま す 。 


以下 で は 、 この MS-DOS を 組み 込ん だ MODE の 
実行 用 ディ スク の 作成 方 法 を 説明 し ます 。 

作成 の 前 に 必要 な ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア を 
確認 し て くだ さい 。 


用 意 す る も の _ 







未 使用 の フロ ッ ピ ー _ 
ディ スク 2 枚 





添付 の ディ スク ラベ ル 
「 実 征 用 シス テム ディ スク | と 
| 実 重用 デー タデ ィ ス ク ]| を 
貼っ て くだ さい 


| | 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ 















HH 本 書 添 付 の 
保存 用 
シス テム ディ スク 


ドド ディ スグ 
er 得 。 
(な く て も 可 ) 


イン スト ー ル 


@ バ ソ コン _ 

本 書 に 付属 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入っ て いる ソ 
フト ウェ ア は 、 家 の バ パソ コン で 使用 で きま す 。。 日 本 
電気 PC-9800 シリ ー ズ の カラ ー 表 示 可 能 な 機種 
(PC-9801/E/F/M/U/UV/VM/DO/DO 十 、PC 
-98XA/LT/HA を 除く )。 98NOTE は 、 カ ラー ディ ス 
プレ イ が 接続 で きる 場合 に 限っ て 使用 可能 で す 。 

POc98XL/XE2 | な どの パイ レル ゾ モ ー ド こと ノー 
マル モー ド が 切り 替え られ る 機種 ご は 、 ノ ー マ ル 
モー ド で の み 利 用 可能 で す 。 

な お 、 ソ フト ウェ ア の 実行 に は メモ リ の フリ ー エ 
リア が 380K バイ ト 以 上 必要 で す 。 


@ ディ スプ レイ 

本 ソフ トウ ェ ア を 使用 する に は 、640X400 ドッ 
ト 表 示 可 能 な 高 解像度 カラ ー デ ィ ス プレ イ ( ア ナ ロ 
グ RGB で も デジ タル RGB で も 可 ) が 必要 で す 。 


@ マウ ス 

本 ソフ トウ ェ ア を 利用 する に は 、 マ ウス (バス マウ 
ス で も シリ アル マウ ス で も 可 ) が 必要 で す 。 マ ウス が 
な いと 利用 で き な い 機能 が あり ます 。 

実行 用 ディ スク の 作成 に お いて は マウ スイ ンタ ー 
フェ イス の 種別 を 選択 する 部 分 が あり ます が 、 内 蔵 
され て いる マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス の 形 を 見 て 判断 
を を だ もい 。 


ea 
OOOOOOOOOOOOOOO 
OE 
2 


※ MS-DOS に 付属 の MOUSE.SYS な どの マウ ス 
ドラ イ バ は 必要 あり ませ ん 。 


@ キー ボー ド 


@ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 

人 ハードディスク ドラ イブ に 本 ソフ トウ ェ ア を 組み 
込ん で 利用 する 場合 に 必要 で す 。 

アニ メー ショ ン を 実行 する 場合 は 、 設 定 し た コマ 
数 に よっ て は 1 枚 の ディ スク に 入り 切ら な いこ こと が 
あり ます 。 で きれ ば ハー ド デ ィ スク で の ご 使用 を 推 
奨 し ます 。 

必要 な 空き 容量 は 、「 ハ ー ド ディ スク に 実行 用 ディ 
スク を 作成 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ MS-DOS 
本 ソフ トウ ェ ア が 対応 し て いる MS-DOS の バー 
ジョ ン は 、 次 の うち の いずれ か で す 。 


・ 日 本 電気 製 の MS-DOS Ver.2.0 
・ 日 本 電気 製 の MS-DOS Ver.3.1 
・ 日 本 電気 製 の MS-DOS Ver.3.3x 


な お 、 フ ロッ ピー ディ スク で 実行 用 ディ スク を 作 
る と き に は 、MS-DOS の FORMAT コマ ンド (FOR- 
MAT.EXE か FORMATICOM の 入っ て いる デイ ィ イス 
ク ) が 必要 で す 。 

また 、 フ ロッ ビー ディ 計 詳 是 5W ブ を 作る 
と き に は 、 MS-DOS の DISKCOPY コマ ンド (DISK- 
COPY.EXE か DISKCOPY.COM の 入っ て いる ディ 
スク ) が 必要 で す 。 


@ コンパ イラ 
本 パッ ケー ジ に は ソー スリ スト が 付属 し て いま 


す 。 ソ ー ス リス ト を コン パイ ル す る に は 米国 Mi- 
crosoft 社 の Microsoft C Professional Develop- 


ment System Version 6.0 が 必要 で す 。 


@ アセ ン ブ ラ 

添付 の ディ スク に 含ま れる アセ ン ブ ラ の ソー スリ 
スト を アセ ン ブ ル す る た め に は Microsoft 
Assembler Version 5.10 が 必要 で す 。 


Macro 


@ RAM ディ スク 
RAM ディ スク が あれ ば 、 よ り 快 適 に 本 ソフ トウ ェ 
数 か の 重用 に な れ ま す 。 


@ 数 値 演算 処理 プロ セッ サ 

数 値 演算 処理 プロ セッ サ が あれ ば 、 本 ソフ トウ ェ 
ア の 描画 速度 を 向上 で きま す 。 ご 利用 に な る と き は 、 
ご 使用 の パソ コン に 合っ た も の を ご 用 意 く だ さい 。 


e フレ ー ム バッ ファ 

フレ ー ム バッ ファ が あれ ば 、 表 示 色 を 拡張 し て 滑 
思 が か な シェ エー デ ィ ン ダ が で きま す 。 で 利用 に な る さき 
さ は 、 ご 使用 の パソ コン に 合っ た も の を ご 用 意 く だ 
さい 。 

ーー バジ ソフ プア に っ いて は ADDSNGK F @ 
tM Ra も 紹介 し てい まず 。 


@ 未 使用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 枚 
ご 自分 の パソ コン で 使え る サイ ズ (5 イン チ か 3.5 
イン チ の どちら か ) で 2HD の も の を 用 意 し て くだ 





用 意 す る も の 


さい 。 "実行 用 シス テム ディ スク 」、「 実 行 用 デー タ 
デイ スク 」 を 作成 する た め に 使い ます 。 こ の 2 枚 の 
ディ スク に 貼る た め の 予 備 の ディ スク ラベ ル が 、 本 
書 添 付 の 5 イン チ デ ィ ス ク の エン ベロ ー プ に 入っ 
て いま す 。 ま ず 、 こ の ラベ ル を 用 意 し た ディ スク に 
貼 さ る だ さ で 


※ ハ ー ド ディ スク ドラ イブ に 実行 用 ディ スク を 作る 
場合 に は 、 フ ロッ ピー ディ スク を 用 意 する 必要 は 
あり ませ ん 。 


@ 本 バッ ケー ジ 添 付 の 保存 用 ディ スク 」 

本 パッ ケー ジ に は 外 カ バー( ビ ニー ル 装 ) の 内 側 の 
表紙 側 に 3.5 イ ンチ 2HD、 背 表紙 側 に 5 イン チ 
2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 各 2 枚 付い て いま す 。 
コマ ンド や デー タ を 収録 し た 「 保 存 用 シス テム ディ 
スク 」 と ソー ス フ ァ イル を 収録 し た 「 保 存 用 デー タ 
ディ スク 」 が あり 、 こ れ ら 2 枚 ず つの ディ スク の 内 


- 容 は 同じ で す 。 以 下 の 「 実 行 用 ディ スク の 作成 」 に は 、 


この うち "保存 用 シス テム ディ スク 」 だ け を 使用 し ま 
す 。 ご 使用 の パソ コン に 合っ た サイ ズ の ディ スク を 
選ん で お 使い くだ さい 。 

保存 用 デイ スク 」 は バッ クア ッ プ を と っ て お きま 
し ょ う (「 デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 」 参 照 )。 








ネジ シス メ キ デル 


実行 用 ディ スク の 作成 


cr スク 」 と し て 、「 実 行 用 シス テム ディ ス 
、「 実 行 用 デー タデ ィ ス ク 」 の 2 枚 を 作り ます 。 
sam ここ で は 次 の 3 通り の 場 合 の 説明 を し ま 
す 。 


① フ ロッ ピー ディ スク の み の シ ステ ム 構 成 で 実行 用 
ディ スク を 作成 する 場合 

⑧ ハ ー ド ディ スク が 含ま れ た シス テム 構成 で 実行 用 
ディ スク を 作成 する 場合 

③ ハ ー ド ディ スク が 含ま れ た シス テム 構成 で 、 ハ ー 
ド デ ィ スク か ら MS-DOS を 立ち 上 げ 、 フ ロッ 
ピー ディ スク の 実行 用 ディ スク を 作成 する 場合 


ここ ご か ら は 、 自 分 が 作り た い 実 行 用 ディ スク (① 
ー⑤③) に 合っ た 項目 で 、 作 業 を 進め て くだ さい 、。 


※ MS-DOS を 起動 し 、「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 
を 入れ て inst [| と 入力 する と 、 次 の メニ ュー が 
表示 され ます 。 

※ プ ログ ラム を 起動 する と ディ スク に 書き 込み を 行 
いま す の 疲 本 行 用 デ ヤ 玉 の に は ライ ドジ プロ テ み 
トシ ー ル を 貼ら な いで くだ さい 。 


《 実 行 用 ディ スク 作成 メニ ュー》 


実行 用 ディ スク を 作成 し ます 。 次 の いずれ か を 選択 し て くだ さい 。 


く パ スマ ウス を 使用 > 

6 た の 2 のみ の シ スズ テム 精 な 実行 用 ディ スク を 作成 
sl ハ - ト " テ A こ 実 行 用 ディ スク 
か ら 立 ち 上 げ 、 を 


3: TL デイ 2 
< シリ アル マウ ス や を 使用 > 


- デ ィ 22」 に 実行 用 ディ スク を 作成 


で 実行 用 ディ スク を 作成 
光 *- デ ィ 22」 に 実行 用 ディ スク を 作成 


[2 光 "- デ ィ 221 に 
データ 用 に 人 化 き た ディ スン 
A> 





画面 1 イン スト ー ル メニ ュー 画面 (INST.BAT) 


2U 





> フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み の シ ステ ム 構 成 で 
実行 用 ディ スク を 作成 


e シス テム 用 ディ スク の 初期 化 





① MS-DOS シス テム ディ スク (FORMAT.EXE か 
FORMAT.COM の FORMAT コマ ンド が 入っ て い 
る も の ) を ドラ イブ A に 入れ る 。 


※ 本 体内 蔵 デ イィ スク ド ライ ブ の み を 使用 の 場合 は 
1 と 書か れ て いる ドラ イブ が ドラ イブ A、2 と 書か 
れ て で いる ドラマ イン が ドラ イブ プ B に りり ま す 。 

※ 画 面 に 出る メッ セー ジ は MS-DOS の バー ジョ ン 
に よっ て 多少 異な り ま す 。 





実行 用 
> テム ディズ 








実行 用 ディ スク の 作成 


ぢ POWER (電源) スイ ッ チ を 入れ る 。 ⑧ N[ 選 | を 入力 。 
③ MS-DOS が 立ち 上 が っ た こと を 人 確認 。 ドラ イブ B の ディ スク を 取り 出し 、「 実 行 用 シス 
②④③ ド ライ ブ B に 未 使用 の ディ スク を 入れ る 。 テム ディ スタ ダ 」 の ラベ ル を 貼る < 


⑤ MS-DOS の コマ ンド ライ ン で 次 の よう に 人 入力 。 


@ デー タ 用 ディ スク の 初期 化 


HzfTormat b: 





画面 2 シス テム 用 フォ ー マ ッ ト 


以下 の 一 連 の 初期 化 作業 が 始ま り ま す 。 





>format b: /S 
Format Uersion 4.6M 


Q①「 シ ステ ム 用 ディ スク の 初期 化 」 の ①ー②⑳ の 作業 を 
行 つ 。 
@⑥ MS-DOS の コマ ンド ライ ン で 次 の よう に 入力 。 


ン ( い 1] 
れれ か : 





HzfoFmmat b: 


zformat b: 25 
Format Uersion 4.69 





画面 3 デー タ 用 フォ ー マ ッ ト 


に 以下 の 一 連 の 初期 化 作業 が 始ま り ます 。 





>format b: 
Format Uersion 4.60 


な ZH き 。 る 


了 し ま 


7 ォ ー マ ッ ト カ し 7 で 
9 19 六 39 "20 5Q 69 79 8 99 199 
NO こっ 


シス テム を 転送 し まし た 
0 Lt ティス 
12288Q / ト 4 
1127424 バイ ト 人 用 可能 スク 容量 
(YZN) 


別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か 
| Cl Cu Co 上 S1 1 SU 開 還 ODM ino Rp 上 ンジ 





の ドド ネル 


③ [| を 押す 。 


R>format b: 
Format Uersion 4.6g 


新しい ディ スク を ドラ 
と れ か キー を 押し て く 


ディ スク の タイ プ は 


イブ B: に 挿入 し 
だ さい 


1 : 2DD(64DKB) 2 : 2HDC1MB) 





④@ 2 [| を 入力 。 


>format b: 
Format Uersion 4.6M 


新しい ディ ドラ 

どれ か キー を 押し て く 

ディ スク の タイ ブ は 

目的 の ディ スク は 1「B FD で す 


フォ ー マ ッ ト が 終了 レ ま し た 
9 19 29 39 49 59 69 7Q 892 99 199 
EN ACG a i 


1259394 バイ ト 


\ ディ スク 容量 ーー 
1259394 バイ ト 使用 可能 ディ スク 容量 


別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か (YN) 


| C1 計 CU 目 CO 時 S1 目 SU 同国 UOID 軒 NL 計 INS 当 REP 計 < | 





⑤N[2) を 入力 。 
ドラ イブ B の ディ スク を 取り 出し 、「 実 行 用 デー 
タデ ィ ス ク 」 の ラベ ル を 貼る 。 


ん 2 


@ 実行 用 シス テム ディ スク 作成 手順 








Ri 
の 7 


① MS-DOS を 立ち 上 げ る 。 

⑧⑤ ド ライ ブ A か ら MS-DOS の シス テム ディ スク を 
取り 出す 。 

③ ド ライ ブ A に 本 書 添付 の 「 保 存 用 シス テム デイ ィ ス 
ク 」 な 信和 れる 。 

の ドラ イン B に 「 突 行 用 ジ ズ デバ ディ イ ズ の 」 の ラプ ベ 
ル を 貼っ た ディ スク を 入れ る 。 

⑥ MS-DOS の コマ ンド ライ ン で 次 の よう に 入力 。 


以下 バス マウ ス の 場合 で 説明 し ます 。 シ リア ル マ 
ウス の 場合 は 、 最 初 の キー ボー ド 入 力 が 違う (4 
と 入力 ) だ け ぞ す 。 


H> 1 


画面 4 キー ボー ド 入 力 (1.BAT) 


これ で "実行 用 ディ スク 作成 プロ グラ ム 」 が 起動 さ 
れ ま す の で 、 画 面 の 指示 に し た が っ て 以下 の 手順 
どおり に イン スト ー ル を 進め て くだ さい 。 


ム デ ィ ス ク を 作成 し ます 。 
po sien cn 


準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい . 





画面 5 1.BAT 


| キー を 押す 。 作業 を 中 止 し た い 場 合 
キー (また は 十 [c | ) を 押す 。 


は [srop」 


実行 用 ツ ス テム ディ スク の 作成 を 終わ り ま し た 。 
B ド ライ ブ の ディ スク を 取り 出し て くだ さい 。 
次 に 実行 用 デー タデ ィ ス ク を 作成 し ます 。 


8 ドラ イブ に 「 容 用 デー タデ ィ ス ク 」 の ラベ ル を 貼っ て ある ディ スク を 
入れ て くだ さ 


準備 が で きた ら ど と どれ か キー を 押し て くだ さい . 





これ で "実行 用 シス テム ディ スク 」 の 作成 が 終わ り 
まし た 。 続い て ' 実 行 用 デー タデ ィ ス ク 」 を 作成 し 
ます 。 


実行 用 デイ スク の 作成 


@ 実行 用 デー タデ ィ ス ク 作 成 手順 





実行 用 
ウネ テム ディ スグ 





(D り に ライ ンプ B の デイ スク を 拓く 。 

ドラ イブ 日 に 「 宇 行 用 デー タデ ィ ス クタ の ラベ ル 
を 貼っ て ある ディ スク を 入れ る 。 

③[ ン | キー を 押す 。 


実行 用 ツマ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 を 終わ り ま し た 。 
B ド ライ ブ の ディ スク を 取り 出し て くだ さい 。 
次 に 実行 用 デー タデ ィ ス ク を 作成 し ます 。 


Ne ses タデ ィ ス ク 」 の ラベ ル を 貼っ て ある ディ スク を 
人 人 れ て くだ さい 


準備 が で きた ら と れ か キー を 押し て くだ さい . 
A: ¥SAMPLE¥PYRAN 
A: ¥SRPLE¥SAIPLE, .609 
Ri\SRTPLE\SRTPLE .919 
R:\SRIPLE\SRTPLE. KD 
A: ¥SAMPLE¥SAMPLE. MO 
5 個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 





各種 ファ イル を コピ ー し て 次 の 画面 を 表示 し ま 
す 。 


実行 用 デー タデ ィ ス ク の 作成 が 終わ り ま し た 。 
ドラ イブ の 「 保存 用 シス テム ディ スク 」 を 取り 出し て くだ さい 。 


[RESET] ボ タン を 押し て 立ち 上 げ 直 し て くだ さい 。 





これ で 「 実 行 用 デー タデ ィ ス ク 」 の 作成 が 終わ り ま 
に だ た 

③④「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ A か ら 取 
り 出 す 。 


ZJ 


を ジジ スキ テル 


e ブログ ラム の 起動 





① ド ライ ブ A に 「 実 行 用 シス テム ディ スク 」 を 入れ 
る 。 

⑧ ド ライ ブ B に ' 実 行 用 デー タデ ィ ス ク 」 を 入れ る 。 

③ POWER (電源) を 入れ る (電源 が 入っ て いる 場合 
は [IREsET|] ボタ ン を 押す ) 。 


※ MS-DOS の コマ ンド ライ ン で mode | と 入力 


すれ ば MODE が 起動 し ます が 、 こ の 操作 は 3 章 
を ご 覧 に な っ て か ら 行 っ て くだ さい \。 


/4 


py ハードディスク に 実行 用 ディ スク を 作成 


この 作業 を 始め る 前 に 、 次 の 事項 を か な ら ず 確認 
し で くださ しり 


@ ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 

本 ソフ トウ ェ ア を ハー ド デ ィ スク に 組み 込む に 
は 、 以 下 の 表 に 示し た 「 空 き 容 量 」 が 必要 で す 。 空 き 
容量 が 不足 し て いる 場合 に は 、 組 み 込 み が 正 常に 行 
われ ませ ん の で 、 下 表 で 指定 され て いる 容量 以上 の 
空き を 人 確保 し た つえ で 作業 に か か っ て くだ さい 。 


必要 な 空き 容量 
約 1100K バイ ト 
約 1500K バイ ト 
約 800K バイ ト 
約 900K バイ ト 


ハー トディ スク 容量 | イン ター フェ イス 規格 


20M バイ ト SASI(8K クラ スタ ) 
SASI(16K クラ スタ ) 


40M バイ ト 
64M バイ ト 以 下 | SCSI(2K クラ スタ ) 
64M バイ ト 以 上 | SCSI(4K クラ スタ ) 





@ ディ レク トリ 

この 「 実 行 用 ディ スク 作成 プロ グラ ム 」 は 、 ハ ー ド 
ディ スタ ドラ イプ に ' 宣 MQBE? と いう ディ レク トリ 
を 作成 (ディ レク トリ 名 は 固定 ) し て 本 ソフ トウ ェ ア 
に 必要 な プロ グラ ム を コピ ー し 、“"\MODE\DATA" 
と いう ディ レク トリ を 作成 し て 本 ソフ トウ ェ ア に 必 
要 な デー タダ ファイ を ヨコ ヨ ピ ー す る よう に な っ そい ま 
す 。 





e 作業 手順 








① 人 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ か ら MS-DOS を 立ち 上 
げ る 。 

@ 本 書 添付 の 保存 用 シス テム ディ スク 」 を 、 い ずれ 
か の フロ ッ ピ ー 湖 篤 叉 みみ ドラ テイ ほれ る 5 


と 串 で 抵 、 人 ハード ディ ドラ タ ギ ジ 人 ポラ イズ 
か ら MS-DOS を 立ち 上 げ て ドラ イブ B に 「 保 存 
用 シス テム ディ スク 」 を 入れ て 作業 を 進め る 例 で 
説明 し ます 。 


③ キ ー ボ ー ド か ら 次 の よう に 入力 。 
以下 ババ スマ ウス の 場合 で 説明 し ます 。 シ リア ル マ 


ウス の 場合 は 、 最 初 の キー ボー ド 入 力 が 違う (⑤ 
ご 0) だけ で ず 。 





実行 用 ディ スク の 作成 


Hz 2: 


画面 6 キー ボー ド 入 力 (2.bat) 


※ ハ ー ド ディ スク を ドラ イブ A と する 場合 、"A : 」 
は 省略 で きま す 。 


の ② こ うす る と 、" 実 行 用 ディ スク 作成 プロ グラ ム 」 が 
起動 され 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


ハー ド デ ィ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク を a: ド ライ ブ と し て 作業 を 始め ます 。 


ai:\mode と いう ディ レク トリ を 作り 、 プ ログ ラム を コピ ー し ます 。 
次 に a:\mode\data と いう ディ レク トリ を 作り 、 デ ー タ を コピ ー し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 「 保存 用 ツレ ス テム ディ スク 」 を 入れ て くだ さい 。 


も し 都合 が 悪けれ ば ここ で CTRL-C (コッ トド トロール キー を 押し な が ら 『o" 
また は "C" ) を 押し て 処理 を 中 止 し て くだ さい 。 


準備 が で きた ら ど と どれ か キー を 押し て くだ さい . 





画面 7 2.BAT 


⑤[ ン ] を 押す 。 作 業 を 中 止 し た い 場 合 は [Srop] キー 
(また は [CTRL] 十 [c] ) を 押す 。 


ハー ド デ ィ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク を a: ド ライ ブ と し て 作業 を 始め ます 。 


a:\mode と いう ディ レク トリ を 作り 、 プ ログ ラム を コピ ー し ます 。 
次 に a:\mode\data と いう ディ レク トリ を 作り 、 デ ー タ を コピ ー し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 「 保存 用 シス テム ディ スク 」 を 入れ て くだ さい 。 


も し 都合 が 悪けれ ば ここ で CTRL-C (コン トロ ー ル キー を 押し な が ら “oc” 
また は "C" ) を 押し て 処理 を 中 止 し て くだ さい 。 PC 


準備 が で きた ら と れ か キー を 押し て くだ さい . 
C: ¥BIN¥CEDIT. EXE 
C: ¥BIN¥CLS3. EXE 
C: ¥BIN¥CONE. EXE 
C: ¥BIN¥CUBE. EXE 
C:\BIN\DITHER.EXE 
C: ¥B IN¥DRAW. EXE 
C: ¥BIN¥GLOAD. EXE 
C: ¥BIN¥GSAUE. EXE 





Z5 


ドー ルル 


各種 ファ イル を コピ ー し て 次 の 画面 を 表示 し ま 
人 


autoexec, bat を コピ ー し ます 。 
*.org と し て 保存 し ます 。 


Sh ロー ルキ ー を 押し な が ら “ce” 


を 押し て 処理 を 中 止 し て くだ さい . 


準備 が で きた ら と どれ か キー を 押し て くだ さい . 





⑥ [2 を 押す 。 作 業 を 中 止 し た い 場 合 は ネー 
(また は [CTRL] 十 [c]) を 押す 。 

⑦「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ B か ら 取 
り 出 す 。 


autoexec. bat を コピ ー し ます 。 
*.org9 と し て 保存 し ます 。 


けれ は ここ で CTRLC (コン トロ ー ルキ ー を 押し な が ら と 
を 押し て 処理 を 中 止 し て くだ さい . の 


準備 が で きた ら と どれ か キー を 押し て くだ さい . 


終了 し まし た 。 
【RESET]」 ボ タン を 押し て 立ち 上 げ 直 し て くだ さい 。 





2b 


@ プロ グラ ム の 超 動 


① POWER( 電 源 ) を 入れ る ( 電 
は [REsET| ボタ ン を 押す )。 


源 が 入っ て いる 場合 


※ MS-DOS の コマ ンド ライ ン で mode [2 と 入力 
すれ ば MODE が 起動 し ます が 、 こ の 操作 は 3 章 
を ご 覧 に な っ で か ら 行 っ こく だ さい 。 

※ 添 付 の イン スドー ルプ 日 グラ ム で は 、 も と か ら 
あっ た CONFIG.SYS、 AUTOEXEC.BAT を それ ぞ 
れ CONFIG.ORG、AUTOEXEC.ORG と いう ファ 
イル 名 で 保存 し て 、 本 シス テム に 必要 な CONFIG. 
SYS と AUTOEXEC.BAT を コピ ー し ます 。 

ご 自分 で 設定 され る 方 は 、「MODE の 環境 設定 」 を 
閥 考 に し て る く 半 誠 し )。 


> ハー ド デ ィ スク か ら 立 ち 上 げ 、 フ ロッ ピー 
ディ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 


e シス テム 用 ディ スク の 初期 化 

「 フ ロッ ピー ディ スク の み の シ ステ ム 構 成 で 実行 
用 ディ スク を 作成 する 場合 . の ' シ ステ ム 用 ディ スク 
の 初期 化 」 の 一 連 の 作業 を し て くだ さい 。 


e デー タ 用 ディ スク の 初期 化 

「 フ ロッ ピー ディ スク の み の シ ステ ム 構 成 で 実行 
用 ディ スク を 作成 する 場合 」 の 「 デ ー タ 用 ディ スク の 
初期 化 」 の 一 連 の 作業 を し て くだ さい 。 








e 実行 用 シス テム ディ スク を 作成 
人 存 用 トバ ムネ ク 







シス テム ディ スク | 


① ハ ー ド ディ スク ドラ イブ か ら MS-DOS を 立ち 上 
げ る 。 

⑧ 本 書 添付 の 「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 を いずれ か 
の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 入れ る 。 


ご ここ ご で は 、 ハー ビデ イス ク ド ラ イブ (ドラ イダ 6 
か ら MS-DOS を 立ち 上 げ て 、 ド ライ ブ B に "保存 
用 シス テム ディ スク 」 を 入れ て 作業 を 進め る 例 で 
説明 し ます 。 


キー ボー ド か ら 以 下 の よ うに 入力 。 


説明 し ます 。 シ リア ル マ 
ド 入 力 が 違う (6 


以下 バス マウ ス の 場合 
ウス の 場合 は 、 最 初 の キー ボー 
と 入力 ) だ け で す 。 


RS 


画面 8 キー ボー ド 入 力 (3.BAT) 





実行 用 ディ スク の 作成 


※ ド ライ ブ C に 実行 用 ディ スク を 作成 する 場合 、 ド 
ライ ブ 名 は 省略 で きま す 。 


売 (8 ダス ダ で イス スク を 作成 し ます 。 
「 ッ ラズ テ ク 」 の ラベ ル を 貼っ て ある ディ スク を 
全て あう ディ 


CTRL-C (コン トロ ー ル キー を 押し な が とら 
理 を 中 止 し て くだ さい 。 a 


も し 者 全 届け は oO CT 


また ば 6" 


準備 が で きた ら と れ か キー を 押し て くだ さい . 





画面 9 3.BAT 


④③「 実 行 用 シス テム ディ スク 」 の ラベ ル を 貼っ た ディ 
スク を ドラ イブ と C に 火 れ る 。 
⑤[| キ ー を 押す 。 作業 を 中 止 し た い 場 合 
キー (また は [crTRL | 十 [c]) を 押す 。 


は [srop 


実行 用 レス テム ディ スク を 作成 し ます 。 


シス テム ディ スク の ラペ フル 光 て ある 
5 て くだ きい 。 Me 貼っ に 


も し し 都合 が けれ ば ここ で CTRL-C (コン トロ ー ル キー を 押し な が ら “ 
た 年 押 し て 名 理路 し て くだ さい 。 a 


C:\BIN\CLS3.EXE 
C:\BIN\CONE .EXE 
C:\BIN\CUBE . EXE 
C: ¥BIN¥DITHER. EXE 
C: BIN ま DRAW. EXE 
C:\BIN*GLORD.EXE 
C: BIN¥GSAUE . EXE 


実行 用 シス テム ディ スク の 作成 を 終わ り ま し た 。 
d: ド ライ ブ の ディ スク を 取り 出し て くだ さい 。 
次 に 実行 用 デー タデ ィ ス ク を 作成 し ます 。 


た 6 の ベル て 
」 二 用 テー イス 本 ル を 貼っ て ある ディ スク を 


準備 が で きた ら と どれ か キー を 押し て くだ さい . 


Z/ 





第 ジジ 湊 や テル 


@ 実行 用 デー タデ ィ ス ク の 作成 






実行 用 
グー タデ イズ ク 


ハードディスク 





① ド ライ ブ C の ディ スク を 取り 出す 。 

© ドラ イブ C に! 実行 用 デー タデ ィ ス ク 」 の ラベ ル 
生生 っ ニー ディ スク ツク な 人 れる 。 

③ [2) キー を 押す 。 


実行 用 シス テム ディ スク の 作成 を 終わ り ま し た 。 
d: ド ライ ブ の ディ スク を 取り 出し て くだ さい 。 
次 に 実行 用 デー タデ ィ ス ク を 作成 し ます 。 


| 素行) で OR 


洋 備 が で きた ら と れ か キー を 押し て くだ さい . 
C: ¥SAMPLE¥PYRANMID. MOD 
C:\SRYPLE\SRYPLE . 820 
C:\SRMPLE\SRMPLE. 910 
C:\SRYPLE\SRYPLE.OD 
C:\SRYPLE\SRWPLE.MOT 

5 個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 
C:\COLOR\BLRCK.CLR 
C:\COLOR き BLLE .CLR 
C:\COLOR\GRRY.CLR 
C:\COLOR\GREEN.CLR 
C:\COLOR 和 PINK.CLR 


実行 用 デ ー タ ディ スク の 作成 を 終わ り ま し た 。 


スク 」 を 取り 出し で 、 『 実 行 用 シス テム ディ スク 」 


[RESET] ボ タン を 押し て 立ち 上 げ 直 し て くだ さい 。 





③④「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ BB か ら 取 
り 出 す 。 
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@ ブロ グラ ム の 起動 

(① 〇 ドラ イチ BB 選 「 実行 用 シス テ 広 ディス クタ j」、 ド ライ 
ブ C に ' 実 行 用 デー タデ ィ ス ク 」 を 入れ 、 [REsET| ボ 
タン を 押す 。 


※ MS-DOS の コマ ンド ライ ン で mode [| と 入力 
すれ ば MODE が 起動 し ます が 、 こ の 操作 は 3 章 
を ご 覧 に な っ て が らち 行っ て くだ ざい 。 





ディ スク の 構成 


ディ スク の バッ クア ッ プ 


[保存 用 シス テム ディ スク 」、「 保 存 用 ソー ス デ ィ ス  ② 次 の よう に 入力 。 

闘 ほ が な ら ず バッ クア ッ プ し て お きま し よう 。 

以下 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み の シ ステ ム 構 成 で A>diskcopy a: b: 
ポッ クア ッ プ する 場合 に つい て 説明 し ます 。 


⑤ ド ライ ブ A の ディ スク を 取り 出す 。 
MS-DOS シス テム ディ スク (DISKCOPY.EXE か 。 ドラ イブ A に! 保存 用 シス テム ディ スク 」 を 入れ 
DISKCOPY.COM の DISKCOPY コマ ンド が 入っ る 。 
で いる も の ) を ドラ イブ A に 入れ る 。 ⑦ 初 期 化 済み の ディ スク を ドラ イブ B に 入れ る 。 
@ POWER (電源 ) スイ ッ チ を 入れ る 。 ⑧ [2 キー を 押す 。 


③ MS-DOS が 立ち 上 が っ た こと を 確認 。 


ディ スク の 構成 


各 デ イィ スク は 次 の よう な 内 容 に な っ て いま す 。 
> 保存 用 シス テム ディ スク 
保存 用 シス テム ディ スク 」 に は プロ グラ ム の 実行 ファ イル や デー タフ ァイル が 入っ て いま す 。 


@ 作品 例 フ ァイル 
作品 例 が 次 の 5 つの ディ レク トリ に あり ます 。 


ディ レク トリ | 


\SAMPLE 本 文 で 使う サン プル ファ イル 
\GLASS グラ ス 


\ROBOT ロボ ッ ト 
\TREE 木 
\PICTURE 口絵 作品 の デー タフ ァイル 
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ボボ シド ー ル 


@ バッ チ フ ァイル 


イン スト ー ル 用 の バッ チ フ ァイル が ルー トディ レク トリ (\) に あり ます 。 


INSTLBAT oc ドル メー ユー 

1.BAT フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 実行 用 ディ スク を 作成 (バス マウ ス ) 

4.BAT フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 実行 用 ディ スク を 作成 (セリ アル マウ ス ) 

2.BAT ハー ド デ ィ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 (バス マウ ス ) 

5.BAT ハー ド デ ィ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 (セリ アル マウ ス ) 

3.BAT ハー ド デ ィ スク か ら 立 ち 上 げ 、 フ ロッ ピー ディ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 (バス マウ ス ) 
6.BAT ハー ド デ ィ スク か ら 立 ち 上 げ 、 フ ロッ ピー ディ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 (セリ アル マウ ス ) 


CONFIG.FDB 
CONFIG.FDS 
AUTOEXEC.FDD 
CONFIG.HDB 
CONFIG.HDS 
AUTOEXEC.HDD 
MOUSE.SYS 


3U 


マウ ス ド ラ イ バ 等 の 設定 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 パ スマ ウス 用 ) 
マウ ス ド ラ イ バ 等 の 設定 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 シ リア ル マ ウ ス 用 ) 
環境 変数 の 設定 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 用 ) 

マウ ス ド ラ イ バ 等 の 設定 (ハー ド デ ィ スク 、 バ スマ ウス 用 ) 

マウ ス ド ラ イ バ 等 の 設定 (ハー ド デ ィ スク 、 シ リア ル マ ウ ス 用 ) 
環境 変数 の 設定 (ハー ド デ ィ スク 用 ) 

アス キー 社 製 マ ウス ドラ イ バ 











@ 実行 ファ イル 


ディ スク の 構成 


MODE や 各 ツ ー ル の 実行 ファ イル は \BIN ディ レク トリ に あり ます 。 


CEDIT.EXE 
CONE.EXE 
CUBE.EXE 
SPHERE.EXE 
POLHD.EXE 
TUBE.EXE 
ROT.EXE 
THICK.EXE 
DRAW.EXE 
DITHER.EXE 
CLS3.EXE 
GSAVE.EXE 
GLOAD.EXE 
MODE.EXE 
MODE.TXT 
MODEL.EXE 
MOTION.EXE 
PLANE.EXE 
RENDER.EXE 


e 色 指 定 フ ァイル 





色情 報 の 生成 


円 欠 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

立方 体 の 角 を カッ ト し た ポリ ゴン デー タ を 生成 
球 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

正 多 面体 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

円 柱 の ポリ ゴン デー タ を 生成 

ポリ ゴン デー タ を も と に 回 転 体 を 作成 

ポリ ゴン デー タ に 厚み を 付加 

イメ ー ジ ファ イル を 生成 

RENDER が 出力 し た イメ ー ジ ファ イル を 画面 に 表示 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 消去 

画面 上 の イメ ー ジ ファ イル の セー プ ブ 

画面 上 の イメ ー ジ ファ イル の ロー ド 

モデ ルフ ァイル と モー ショ ン フ ァイル の 作成 

ツリ ー エ ディ タ で 使え る ツー ル の 説明 

モデ ルフ ァイル か ら RENDER 用 の デー タ を 生成 
モー ショ ン フ ァイル か ら パ ラメ ー タ ファ イル を 作成 
選択 点 の 順番 で ポリ ゴン を 生成 

MODEL.EXE が 出力 し た デー タ か ら イ メー ジフ ァイル を 生成 


育 景 色 や 物体 色 の 指定 に 使う ファ イル は \COLOR ディ レク トリ に あり ます 。 


YELLOW.ULR 
GREEN.CLR 
SKYBLUE.CLR 
BLUE.CLR 
PURPLE CLR 


PINK.CLR 
RED.CLR 
WHITE.CLR 
GRAY.CLR 
BLACK.CLR 
SHADE.30 





SHADE.31 
SHADE.32 
SHADE.33 
SHADE.34 
SHADE.35 
SHADE.36 
SHADE.37 
SHADE.38 
SHADE.39 
MAPPIC 


物体 色 ( 緑 ) 

物体 色 ( 水 色 ) 

物体 色 ( 青 ) 

物体 色 ( 紫 ) 

物体 色 ( ピ ンク ) 
物体 色 ( 赤 ) 

物体 色 ( 白 ) 

物体 色 (灰色) 

物体 色 ( 黒 ) 

ソリ ッ ド テク スチ ャ の デー タ (64 x64 
ドッ ト の イメ ー ジ ファ イル ) 


育 景色 ( 黄 ) 
育 景色 ( 緑 ) 
育 景色 (水色 ) 
景色 ( 青 ) 
景色 ( 紫 ) 
育 景色 (ピン ク ) 
育 景色 ( 赤 ) 
育 景色 ( 白 ) 
景色 (灰色 ) 
育 景色 ( 黒 ) 
物体 色 ( 黄 ) 
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麗 反 婦 ドー ル 


@ 部 品 フ ァイル 
作品 例 と は 別に アル ファ ベッ ト の モデ ルフ ァイル が \ALPHA ディ レク トリ に あり ます 。 


ALPHA 一 C.MOD | アル ファ ベッ ト 大 文字 一 覧 | ALPHA 一 S.MOD | アル ファ ベッ ト 小 文字 一 覧 











3/ 


A—C.MOD 
BーC.MOD 
CーーC.MOD 
DC.MOD 
EーC.MOD 
FーC.MOD 
GーC.MOD 
ローC.MOD 
|—C.MOD 
JーC.MOD 
K—C.MOD 
L—C.MOD 
M—C.MOD 
N—C.MOD 
0-—-C.MOD 
PーC.MOD 
QーC.MOD 
RC.MOD 
S 一 C.MOD 
TーC.MOD 
りーC.MOD 
VC.MOD 
WーC.MOD 
XーC.MOD 
YーC.MOD 
ZーC.MOD 


大 文字 A 
大 文字 B 
大 文字 C 
大 文字 D 
大 文字 E 
大 文字 F 
大 文字 G 
大 文字 H 
大 文字 | 
大 文字 J 
大 文字 K 
大 文字 L 
大 文字 M 
大 文字 N 
大 文字 O 
大 文字 P 
大 文字 Q 
大 文字 R 
大 文字 S 
大 文字 T 
大 文字 U 
大 文字 V 
大 文字 W 
大 文字 X 
大 文字 Y 
大 文字 Z 


AS.MOD 
BーS.MOD 
CS.MOD 
DS.MOD 
EーS.MOD 


ビーS.MOD 


GーS.MOD 
HーS.MOD 
IS.MOD 
りーS.MOD 
KーS.MOD 
LーS.MOD 
MS.MOD 
N 一 S.MOD 
0 一 S.MOD 
PーS.MOD 
QーS.MOD 
R 一 S.MOD 
S 一 S.MOD 
一 S.MOD 
りーS.MOD 
VーS.MOD 
WーS.MOD 
メーS.MOD 
YーS.MOD 
ZーS.MOD 


小文字 A 
小文字 B 
小文字 C 
小文字 D 
小文字 E 
小文字 F 
小文字 G 
小文字 H 
小文字 | 
小文字 J 
小文字 K 
小文字 し 
小文字 M 
小文字 N 
小文字 O 
小文字 P 
小文字 Q 
小文字 R 
小文字 S 
小文字 「 
小文字 U 
小文字 V 
小文字 W 
小文字 X 
小文字 Y 
小文字 Z 











ディ スク の 構成 
> 保存 用 ソー ス デ ィ ス ク 


「 保 存 用 ソー ス デ ィ ス ク 」 に は プロ グラ ム ソ ー ス が 入っ て いま す 。 詳し い 内 容 と コン パイ ル 方 法 に つい て は 
「Appendix B ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 」 を 参照 し こく だ さい 。 


e ディ レク トリ 
「 保 存 用 ソー ス デ ィ ス ク 」 に は 、 各 コマ ンド を コン パイ ル す る と き に 必要 な ファ イル が それ ぞ れ 別 の ディ レ 
クト リ に 入っ て いま す 。 


\CEDIT いらい ED け マン ャ 
\CONE CONE コマ ンド 
\CUBE CUBE コマ ンド 
\DITHER DITHER コマ ンド 
\DRAW DRAW コマ ンド 
\CLS3 CLS3 3 マシ ギ ポ 
¥GLOAD GLOAD コマ ンド 
\GSAVE GSAVE コマ ンド 
\LGBIOS グラ フィ ッ み ライ ブラ タ ラリ GE 
\MODE _ MODE コマ ンド 
\MODE\BITMAPS MODE コマ ンド 
\MODEL MODEL コマ ンド 
\MOTION MOTION コマ ンド 
\PLANE PLANE コマ ンド 
\POLHD POLHD コマ ンド 
\RENDER RENDER コマ ンド 
-\ROT ROT コマ ンド 
\SPHERE SPEERE コマ ンド 
\THICK よ HIGK マン ド 
\TUBE TUBE コマ ンド 
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0 ポー 

> 実行 用 ディ スク の 内 容 
「 実 行 用 シス テム ディ スク 」、 

e 実行 用 シス テム ディ スク 


COMMAND.COM 
AUTOEXEC.BAT 
CONFIG.SYS 
MOUSE.SYS 
CEDMF EXE 
CLSS3.EXE 
CONE.EXE 
CUBE.EXE 


e 実行 用 デー タデ ィ ス ク 


SAMPLE.000 
SAMPLE.010 
CUBE.MOD 
FLOOR.MOD 
FLOORSUB.MOD 
PYRAMID.MOD 
SAMPLE.MOD 
SPHERE.MOD 
SAMPLE.MO「 
SHADE.30 


J4 


実行 用 デー タデ ィ ス ク 」 は 次 の よう な 内 容 で 作成 され ます 。 


DITHER.EXE 
DRAW.EXE 
GLOAD.EXE 
GSAVE.EXE 
MODE.EXE 
MODE. TXT 
MODEL.EXE 
MOTION.EXE 


SHADE.31 
SHADE.32 
SHADE.33 
SHADE.34 
SHADE.35 
SHADE.36 
SHADE.37 
SHADE.38 
SHADE.39 

_BLACK.CLR 


PLANE.EXE 
POLHD.EXE 
RENDER.EXE 
ROT.EXE 
SPHERE.EXB 
THICK.EXE 
TUBE.EXE 





BLUE.CLR 
GRAY.CLR 
GREEN.CLR 
PINK.CLR 
PURPLE.CLR 
RED.CLR 
SKYBLUE.CLR 
WHITE.CLR 
YELLOW.CLR 
MAP.PIC 








py MODE の 環境 設定 


SYS と AUTOEXEC.BAT を 以下 の 内 容 で 設定 し ま 
な 。 


e フ ロッ ピー ディ スク に イン スト ー ル し た 場合 
以下 は バス マウ ス の 場合 で す 。 


CONFIG.SYS 


FILES 三 20 

BUFFERS 三 10 

SHELL=A : \COMMAND.COM A :\/P 
DEVICE=A : \MOUSE.SYS B 


AUTOEXEC.BAT 


ECHO OFF 
VERIFY ON 
PATH 三 A : ¥ 
B ・ 


@ ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し た 場合 
以下 は シリ アル マウ ス の 場合 で す 。 


CONFIG.SYS 


FILES 三 20 

BUFFERS 三 10 

SHELL=A : \COMMAND.COM A :\/P 
DEVICE=A : \MODE\MOUSE.SYS S 


AUTOEXEC.BAT 


にし HO りり FE 

VERIFY ON 

PATH=A :\¥ ; A : ¥\MODE 
CD \MODE\DATA 


ディ スク の 構成 


@ マウ ス ド ラ イ バ 
ご 自分 で 設定 され る 場合 は 、 か な ら す 添付 の マウ 
ス ド ラ イ バ (MOUSE.SYS) を ご 使用 くだ さい 。 
バス マウ ス を ご 使用 の 場合 は TMOUSE.SYS 
シリ アル マウ ス を ご 使用 の 場合 は 『MOUSE. 
SYS S」 と 指定 し て くだ ざい 。 


ゅ ワリ ウー リア 

MODE の 実行 に は メモ リ の フリ ー エ リア が 380K 
バイ ト 以 上 必要 で す 。 他 の デバ イス ドラ イ バ を 組み 
込む どき は メモ リ の ブフ リー エリ ア に ざ 汗 意 ぐ だ さ 
だ ] 


e MODE の 実行 に 必要 な ファ イル 
MODE を ご 使用 に な る に は 添付 の マウ ス ド ラ イ 
バ の ほか 、 以 下 の フ ァイル が 必要 で す 。 


DRAW.EXE 
DITHER.EXE 
GSAVE.EXE 
GLOAD.EXE 
MODE.EXE 
MODE. TXT 
MODEL.EXE 
RENDER.EXE 
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CG を 始め る に 当たっ て 、 
絵画 と の 違い や CG デザ イン の 心得 、 
物 休 の 組み 立て 方 に つり いて 解説 し ます 。 





] 音 


人 





な ず 





は に よる UG アデ ザイ 


この 章 で は 絵画 と CG の 違い 、 MODE シス テム を 使用 する 際 の CG デザ イン の 基礎 、 ま 
た CG の 色彩 に つい て 概説 し ます 。 


ーー 7 pi 
と ビデ グ ブ プン の 編 破 

私 た ち は CG に 対し て 作品 が こう で な けれ ば な ら な いと いう 固定 観念 に と ら わ れ す ぎ て 
は いな いで し ょ うか 。 特 に 3 次 元 CG は 手法 上 の 制約 が 多い と 思わ れ ま す が 、 も っ と 目 由 に 
表現 で き な い だ ろう か と 感じ て いる 人 も 多い と 思い ます 。 

し か し 、CG に は CG の 決め られ た 手順 を 踏ま な く て は 不可 能 な こと が た くさ ん あり ま 
す 。 コ ンピュータ に つい て の 知識 や そ saharaitini ita hee th を 
の 作品 を 制作 する 上 で は いく つか の 選択 を し な けれ ば な り ま せん 。 入力 の 方 法 、 出 力 の 方 
法 、 表 現 方 法 な ど が それ で す 。 gd 


5 箇 冊 よみ に 計 中 が 天 9 更 本 jRE 閑 あす ター 型 と ベク トル の 合成 に よっ て 線 図 
形 の み を 表示 する ベク トル 型 に 大 別 き れる ) や プロ ッ タ 、 プ リン タ 、 フ ィ ル ム な ど 、 そ し て 、 


ee アニ メー ショ ン な ど が あり ます 。 し か し 、 こ れ は 単なる 手法 
の 選択 で は な く 、 広 が り め ゆく 創造 の 世界 へ の 選択 な の で す 。 

従来 、 人 間 は 3 次 元 空間 の 生活 の 中 の も の を 2 次 元 、 つ ま or る 努力 を し 
て きま し た が 、 そ の 代わ り 描 か れ た 物体 の 隠れ た 部 分 を 見 る こと は で きま せん で し た 。 そ 
の 点 、 3 次 元 CG は いっ た みん デ ー タ を 入力 すれ ば 、 さまざま cie ら . 上 見 る こと が で き 、 物 
体 の 隠れ た 面 も 見 る こと が で きま す 。 こ の よう に 、 入 出力 、 表 現 方 法 だ け を 見 て も こん な 
に 選択 の 幅 の ある も の は 今 ま で あっ た で し ょ うか 。 手順 を 覚え る の は 従来 の 道具 ほど 簡単 
で は あり ませ ん 。 それなり の 努力 は 当然 で す 。 し か し 、 そ れ を 乗り 越え れ ば 、 も う CG の 世 
界 は 開か れる の で す 。 


dd 
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| "結果 “と と も に 大 切な "経過 ” 


CG は リア ル な 画像 や 幾何 学 的 な 画像 を 作る 場合 に 非常 に 便利 な の で 、 そ うい っ た 表現 
を し た い 人 は 興味 を 持つ し ょ う 。 し か し 、CG を 使う た め に は その 技術 を 理解 し 、 手 順 を 覚 
えな けれ ば な り ま せん 。CG で は し っ か り し た 企画 書 を 用 意 す る こと が 創作 時 の ポイ ント 
と な り ま す 。 そ し て 、 ど の よう に 表現 する か の 手順 が 重要 で す 。 ま た 、 必 要 な 作業 を ここ 
で 明確 に し な く て は な り ま せん 。 特に 3 次 元 CGC は デー タ 入 力 に よっ て 作成 し て ゆき ます 
か ら 、 し っ か り と し た デー タ を 作っ て 手間 が か か ら な いよ うに する ほう が 近道 で す 。 そ う 
し て < 初め て コン ピュ ー タ 上 で モデ リン グ (modeling) し ます 。 モ デル が 完成 し た ら 、 物体 
が どの よう に 見 える か を 計算 し て スク リー ン に 表示 し 、 色 や 光 の 当たり 具合 な ど が 初め て 
確か め ら れ ま す 。 こ れ を レン ダリ ング (rendering) と 呼び ます 。 

CG で は 物体 や それ に 対す る さま ざま な 環境 を 単純 な デー タ に 置き 換え て ゆく 作業 を モ 
デリ ング と いい ます が 、 具 体 的 な モデ リン グ に は 8 物体 の 形状 に つい て の 形状 モデ ル 、 色 や 
質感 に つい て の 表面 モデ ル 、 光源 の 位置 や 種別 に つい て の 光源 モデ ル 、 視点 の 位置 、 方 向 、 
視野 の 角度 に つい て の 視野 モデ ル な ど が あげ られ ます 。 

また 、 レ ンダ リン グ は 隠 面 消 去 (hidden surface removal、3 次 元 図形 の 隠れ た 面 を 消す 
こと ) と シェ ー デ ィング (shading、 画 素 に 付け る 色 を 決定 する た め の ア ル ゴ リ ズム ) の 2 段 
階 に 分 け て 処理 され ます 。 こ こま で くる と 、 人 間 は 出力 され た 画像 を 見 て 判断 を すれ ば よ 
いと Ws ダダ と と に な り ゆり ま ず 。 

し か し 、 よ り よ い 作 品 作 り を する た め に は 何 度 と な く チ ェ ッ ク を 重ね 、 仕 上 げ る 必要 が 
出 て くる で し ょ う 。 絵画 と CG を 比較 する と 作業 上 の 大 き な 違 い が あ る こと が 分 か っ て く < 
る は ず で す 。 絵画 で は 常に 描く 人 が キャ ン バ ス に 向かっ て いな けれ ば な り ま せん で し た 。 
し か し CG の 場合 は デー タ 入 力 後 は コン ピュ ー タ が 計算 し て 描い て くれ ます 。 こ うい われ 
る と まっ た だ たく 別 の こと を する よう に 思う か も し れ ま せん が 、 人 間 が イメ ー ジ を 持っ て それ 
を 表現 する と いう 点 で は な ん ら 変 わり は な い の で す 。 

それ で は 美術 館 の 展示 室 に 隣り 合わ せ で 並べ た 場合 は 、 ど う 感 じ ら れ る で し ょ うか 。 過 
去 「CG は 芸術 に なり えな い 」 と いう 言葉 を 聞き まし た が 、 そ の 言葉 は 今 ま で の 芸術 表現 と 
の 違い や コン ピュ ー タ と いう も の か らく る 硬質 な イメ ー ジ が CG へ の 批判 に つなが っ て き 
て いる よう な 気 が し ます 。 表現 方 法 が 大 きく 違う だ け で 果たし て 芸術 で ある と か 芸術 で は 
な いと か いえ る の で し ょ うか 。 ま た 、 従 来 の 画家 た ち に は 数 学 な ど が 苦手 だ と いう 人 が 多 
か っ た よう で す 。 で すか ら 、CG の 画像 デー タ を 見 る と 、 何やら わけ の わか ら な い 数 字 が た 
くさ ん 出 て き て 、 ど う も 嫌 だ と いう 人 も 多い で し ょ う 。 そ うい う 見 方 を する と 、CG は 作曲 
家 が 音符 と いう 言語 を 用 いて 作曲 し 、 演 奏 さ れ て 初め て 評価 され る と いっ 大 た 行程 を と る よ 
うに 、 美 術 よ り も 表現 方 法 が 音楽 に 近い の か も し れ ま せん 。 それは 芸術 的 要素 も 科学 的 要 
素 も 含む 新しい 分 野 で す 。 そ し て テレ ビ ゲ ー ム な どの 娯楽 、 デ ザイ ン 、 映 画 や CM な どの 














1.1 CG デザ イン の 心得 


アニ メー ショ ン 、 学 校 教 育 、 画 像 処理 、 宇 宙 工 学 な どの シミ ュ レ ーション な ど 、 非 常に 広 
ぃ い 分野 で 使わ れ て いま す 。 さまざま な 分 野 で 発展 し て いく ーー それ が CG な の で す 。 


| 感覚 や 感性 を "数 値 " で 表現 


コン ピュ ー タ が この 世に 出現 し た と き 、 だ れ が その 巨大 な も の で 絵 が 描け る と 思っ た で 
し ょ うか 。CG は 絵画 と 違っ て 、 す べ て が 数 値 で 成り 立ち ます 。 紙 に 絵 を 描く と き は 、「 こ 
こ が な ん と な く 変 だ な 」 と 思え ば 色 や 形 な ど を その 場 で 手直し で きま す が 、 CG で は その な 
ん と な くも 数 値 で 表現 する の で す 。 こ れ は 、 ア ニメーション を する と き の 動 き の チ ェ ッ ク 
や 時 間 、 ま た デジ タル で 音楽 を 付け る の で あれ ば 、 そ の 音 に つい て も いえ ます 。 

従来 の 「 な ん と な く 」 を 数 値 で 表現 する と と は 最初 は むず か し いで し ょ う 。 し か し 、 こ れ 
に よっ て 表現 を する 上 で 人 間 は 何 が 必要 な の か と いう こと が 確立 され て きた よう に 思わ れ 
あの 


- 画 造形 や デザ イン の 基本 的 要素 の 必要 性 





数 値 で 表現 する と いう こと が いっ た い ど うい うこ と な の か が 少し ずつ お 分 か り い た だ け 
た の で は な いか と 思い ます 。 

し か し 、 そ れ が 理解 で きた と いう だ け で 良い 作品 が 作れ る わけ で は あり ませ ん 。 良い 作 
品 と は 、 自 分 の 作り た いも の が 表現 で き 、 さ ら に 何 か を 訴え を て いる も の で す 。 た だ 単に CRT 
上 に 表示 され た 画像 が 人 を 感動 きせ る で し ょ うか 。CG を 手がけ る 人 は 、 そ れ を 常に 心 に 留 
め て お いて くだ さい ゆい 。 

造形 感覚 と か 、 デ ザイ ン 感 覚 と か は 一 朝一 夕 で 身 に 付く も の で は あり ませ ん が 、 ま ず 3 次 
元 CG で 画像 を 制作 する 上 で の 基本 や 、 何 が 重要 か だ け で も 知っ て お きま し ょ う 。 
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1 草 数 値 と 感性 に よる CG デザ イン 


/. の FOM 


先 人 た ち は 3 次 元 空間 の 中 の さま ざま な も の を 、 空 間 感 を 意識 し て 2 次 元 の 中 で 表現 す 
る だ ため に いろ いろ な 苦労 を し て きま し た 。 と こと ろ が 、 いざ ぎ CG で 作品 を 作ろ うと する と 、 今 
まで の 絵画 と 表現 の 仕方 が 違う た め 、CG の ^ 空 間 ? に と ま ど う こと が あり ます 。 し か し 、 現 
在 実際 に 生活 し て いる 健 CA も の と ほとん ど 変 わり が な いと 考え て 
くだ さい 。 何 が 手前 に ある の か 、 何 が 奥 に 位置 され て いる の か 、 そ れ は 平 行 に 置か れ て い 
る の か 。 な いう よう 乱 こ ちな 人 です 。 


「 画 拡大 と 縮小 一 物体 の 大 き さ の 理解 


た と えば ビル を 描く 場合 、 隣 に 置い た 人 物 が 大 きけ れ ば 、 高 い ビ ル を 描い た つも り が そ 
う は 見 えま せん 。 こ の よう に 物体 の 大 きき さ は 、 あ る 環境 に 置か ん る こと に よっ て 比較 の 上 
の の 違い の 表現 は と て も むず か し いも の で す 。 し 
か し 、 そ れ を 理解 で き な い こと に は 表現 も 不可 能 な の で す 。 さ て 、 3 次 元 CG の 場合 は 、 物 
体 を 大 きく し た り 、 小 きく し た りす る の も 数 値 で す 。 そ れ も X 軸 上 、Y 軸 上 、Z 軸 上 に と 
の くら い 大 きく する の か 、 小 さく する の か で その 大 きき さ を 決 め て ゆき ます 。 








1-1 拡大 と 縮小 ( 球 を X 軸 上 、Y 軸 上 、Z 軸 上 に それ ぞ れ 2 倍 ) 


4/ 











1.2 空間 の 把握 


移動 と 回 転 物体 と の 距離 の 確認 


物体 の 拡大 、 縮 小 の 感覚 が 理解 で きた ら 、 次 は 距離 の 座標 表現 で す 。 

移動 量 を どれ くら い に す れ ば どの あたり の 位置 に 移動 する の か と いう こと は 、 慣 れ な い 
と すぐ に は 表現 で きま せん 。 特に 双 、Y の 移動 は 左右 、 上 下 の 移 動 と な り ま す が 、Z の 移 
動 で は 十 一 方 向 が し っ くり こない 場合 も 出 て くる で し ょ う 。 

た と えば 、 移 動 量 が 大 きす ぎ て 画面 の は る か か な た へ 飛ん で 行っ て し まっ た 、 な ど と い 
うこ と は 初め て の 人 に は あり が ち で す 。 し か し 、 こ れ は 作品 を た くさ ん 作っ て ゆけ ば 次 第 
に 慣れ て きま す 。 

ま た 、3 次 元 CC の よい と ころ に 物体 を 回 転 で きる こと が あり ます 。 回 転 き せ て いろ いろ 
な 位置 か ら 見 て 、 よ り よ い 構 図 を 選べ ます 。 で すか ら 、 正確 に デー タ の 入力 を し まし ょ う 。 
正面 か ら 見 た と き に これ で 良し と し て も 、 後 方 の 位置 か ら 見 た ら 物 が 机 か ら 浮 いて いた と 
か 、 机 の 中 に 物 が も ぐっ て し まっ た な ど と いう こと は あり が ち で す 。 回 転 き せる 場合 も X、 
Y、Z の 数 値 の 入力 で 行い ます 。 こ の よう に 拡大 、 縮小 、 移動 、 回転 を 数 値 で 入力 し 、 表す 
こと に よっ て 形 を 作っ た り 空 間 を と ら え た り し て いく の で す ( 口 絵 〇 参照 ) 。 


三面 図 


3 次 元 の 世界 を 扱う 場合 に は 、 そ の 中 に ある 形状 や 位置 が X、 Y、 Z 座標 値 で 扱わ れる こ 
と が 理解 で きた と 思い ます が 、 そ の 座標 値 デ ー タ の 正面 図 、 平 面 図 と 側面 図 が し っ か り と 
把握 で きれ ば 、 物 の 形状 も よく 分 か り ま す 。 そ の 反対 も いえ ます 。 実行 例 に つい て は 後述 
(しま Vo 
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/. ヴ 学 乱 を 移 郊 


3 次 元 CG は 実際 に 計算 に よっ て 3 次 元 の 表現 を し て いま す が 、 座 標 に よる 空間 感 の 把 
所 が で きれ ば 、 慣 れる に し た が っ て 手 に 取る よう に 理解 で きる よう に な り ま す 。 し か し 、 
それ だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 座標 系 の ほか に 構成 (配置 )、 色 、 遠 近 や 光 な どの 視覚 
的 な 空間 要素 を 加え れ ば 、 さ ら に リア ル な 空間 感 も 表現 で きま す 。 


らら D と 3D の 空間 表現 


2D の 表現 と は X( 横 方 向 ) と Y( 縦 方 向 ) の いわ め ゆる 2 次 元 の 情報 し か 持っ て いな いも の 
を いい ます が 、3D は X、Y の ほか に Z( 奥 行き ) の 情報 を 持つ も の を いい ます 。3 次 元 CG は 
見 て いる ディ スプ レイ 上 で は 2 次 元 で す が 、 実 際 に は 3 次 元 の デー タ と し て 成り 立っ て い 
る の で 、 初 め て の 人 に は 少し 不思議 な 感じ が する か も し れ ま せん 。 ま た 双 、Y の 考え 方 は 
比較 的 簡単 で す が 、 そ れ に Z が 加わ り 、 さ ら に 移動 回 転 き せ た り する と 頭 の 中 が 混乱 する 
人 も いる で し ょ う 。 こ の よう に 2D と 3D で は 大 き な 違 い が あ り ま す 。 

この よう に 3D で の 空間 表現 は Z の 情報 に よっ て と ら え られ ます が 、2D の 場合 の 空間 表 
現に は 従来 と 同様 に さま ざま な 技 を 使わ な く て は な ら な い の で す 。 た と えば 古来 か ら 絵画 
の 中 で 使用 きれ た 境 近 法 な ども そう で すし 、 形 に 大 小 の 差 を 付け 、 空 間 的 に 隔たり を 感じ 
させ た り 、 あ る い は オレ ンジ 人 色 な どの 暖色 系 の 色 は 前 へ 向かっ て 進出 する 色 、 ブ ルー な ど 
の 寒色 系 は 後退 する 色 な ど と いう 色 の 性 質 を 使っ て 表す 方 法 も あり ます 。 

つま り 2D は 描く 人 の デッサン 力 や 感性 が その まま 絵 と し て 表れ ます の で 、 そ の 人 の カカ 
量 が 大 い に も の を いい ます 。 し か し 3D で は 3 次 元 の デー タ で 作っ て いく の で 、 物 体 を Z 軸 
上 に 遠く 離せ ば 、 パー ス (透視 図 ) に よっ て 自然 に その 物体 は 小さ く な り ま す 。 3D は パー ス 
が 自動 的 に 付く わけ で す が 、 さ ら に アニ メー ショ ン に よっ て 空間 の 把握 は 容易 に な り ま す 。 

この よう に 2D と 3D で は 制作 過程 に お いて 共通 で な いこ と が 多い と 思わ れ ま す 。 し か 
し 、 美 し いも の を 作る と いう こと で は 共通 で すし 、 2D の 遠近 法 を シェ ー デ ィング に 生か す 
な どの 工夫 を すれ ば 、 さ ら に 空間 感 が 得 ら れる で し ょ う 。 





1.3 空間 を 表現 





単に 空間 を 表現 する と いっ て も いろ いろ な 表現 方 法 が あり ます 。 空間 自体 が 狭く 感じ ら 
れる か 、 広 く 感 じ ら れ る か 、 遠 近 感 が ある の か な い の か 、 そ れ は 構図 に よっ て か な り 違 い 
ます 。 図 1-2 を 参考 に し て みて くだ さい 





1-2 空間 感 の 表現 


真 近 感 の 表現 





1 点 透 視 法 的 な 見 方 で 、 空間 感 の ある 構成 を RO PN 
失点 に BOX が 吸い 込ま れ て いく よう に 、 消 失点 に 近い も の ほど Z の 移動 量 を 大 きく し ま 
EE 構成 に 変化 を 付け て み ま す 。 こす PS 次 
元 デ ー タ に よる 表現 で すか ら 、 本 当 に BOX は 遠く に ある も の ほど 遠く に ある と いう 感じ 

' op 株 くに ある も の を 小さ くし て その 変化 を 表現 
woe 


空間 を 表す 色彩 


同じ 大 き さ の BOX を 移動 きせ 、 回 転 を 加え る だ け で 奥行 き 感 が 出 ま し た が 、 ま だ な ん と 
な くし っ くり きま せん 。 た と えば 色彩 を 使っ て みる SR の 
色 に 黒 に 近い 青 を 使い 、 遠 くに ある 物体 ほど バッ ク の 色 に 近づけ て 、 溶 け 込ま せる よう な 
「 効果 を ね ら っ て いま す ( 口 絵 ③ 参 照 )。 
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/. グ 


光 の 明暗 の 利用 


太陽 や 電気 な どの 光 が あ る か ら こ と こそ 、 私 た ち に は 物 が 見 え を ます 。 あ まり に も 当たり 前 す 
ぎ て 、 私 た ち は 光 に つい て 普段 か ら 意識 が 足り な いよ う で す 。3 次 元 CG を 経験 し た 人 は 光 
の 重要 性 を 非常 に 身 に し みて 感じ る も の で す 。 

MODE の 光源 を 大 別 す る と 、 太 陽 の 光 の よう に どこ に も まん べ ん な く 照 ら す 平行 光源 、 
そし て 煙 度 の 変化 が 非常 に 激しく ある 部 分 を 照ら す の に 便利 な 点 光 源 の 2 つが あり ます 。 
空間 感 を 出す 構成 と いら うこ と で は 手前 の 物体 は 光 を 多く 受け 、 遠 くに 行く ほど 序々 に 光 を 
受け る 量 が 減少 する ほう が より よい と 思わ れ ま す 。 平行 光源 を 使っ た 場合 と 点 光源 を 使っ 
た 場合 の 感じ を よく 見 比べ て みて くだ さい (口絵 ④⑤ 参 照 ) 。 


杉 太 の 奏 婦 恋 茜 


さて 、 作 品 を 見 た と き に よく 「 構 成 力 が ある 」、「 構 成 力 が な い 」 と いい ます が 、 で は その 
構成 力 と は 一 体 何 な の で し ょ う 。 そ し て 、 ど うす れ ば 構成 力 が 身 に 付く の で し ょ うか 。 紙 
の 上 に た だ 何と な く 絵 を 描い て いて も 構成 の 勉強 に は な り ま せん 。 

構成 は 点 、 線 、 面 、 立体 の 基本 的 要素 と その 配置 、 分 割 、 組み 合わ せな どの コン ポジ ショ 
ン に よっ て 成り 立ち ます 。 ま ず 、 こ の 基本 的 要素 の 点 、 線 、 面 、 立 体 で す が 、 点 に は 本 来 
大 き さ は あり ませ ん が 、 解像度 の 関係 で コン ピュ ー タ の ディ スプ レイ 上 で は ピク セル の 大 
き さ 程 度 で 表現 され ま す 。 線 は 点 が つなが っ た も の や 移動 し て で きた 軌跡 で す 。 面 は さら 
に 縦横 に 広がっ た り 、 回 転 し た り 、 移 動 し た り し て で きる も の で ある と 考え れ ば いい の で 
す 。 立体 は 面 を さら に 移動 、 回 転 を 加 を る こと に よっ て 形作ら れる も の で す 。 








1.4 構成 の 基本 的 要素 


慰 


構成 の 要素 に は 形 を 作る も の の 1 つと し て 点 が あり ます 。 点 に は 幾何 学 上 の 位置 は 存在 

し ます が 、 大 き さ は あり ませ ん 。 し か し 、 デ ザイ ン 上 は 大 き さ や 色 を 持っ て 示さ れ ま す 。 
形 は 円 で 表 さ れる こと が 多く 、 位 置 と 力 を 表し ます 。 た と えば 空間 の 中 の 1 点 は 非常 に 集 
中 力 が 集まり ます が 、2 点 に な り ま す と 集中 力も 2 分 の 1 に 減り ます 。 





cs 





1-3 点 の 構成 


弧 


線 は 点 が 移動 し た も の で 、 デ ザイ ン 上 は 幅 や 長き さき 、 色 を 持っ て いま す 。 線 に は 直線 と 曲 
線 が あり ます が 、1 本 で も 方 向 性 や 動き が 感じ られ ます 。 ま た 直線 を 平行 に 引い た と き と 交 
差 さ せ た と き 曲 線 を 使っ た だ け で も 画面 の 感じ が 変わ り ま す 。 そ し て な ん と な くさく 躍 動 感 が 
出 た り 柔 ら か く 感 じ ら れ た り し ます (口絵 ⑥ 参 照 )。 








図 1-4 線 の 構成 
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面 は その 形 だ け で 意味 あい を 持ち 、1 つの 塊 を 感じ きせ ます 。 また 、 そ の 形 に は さま ざま 
な 色 で 塗ら れる こと に よっ て 、 意 味 あ い が 変 化し ます 。 た と えば 正方 形 は 堂々 と し て 安定 
感 が あり ます が 、90 度 傾け る と シャ ー プ な 感じ に な り ま す 。 三角 形 は 安定 感 は あり ます が 
危険 な 感じ も 受け 、 逆 さき に する と 不安 定 に な り 無 重力 な 感じ も 受け ます 。 円形 は どう 傾け 
て も 円 形 で す が 、 円 満 で 休止 し て いる 形 で す 。 こ れ ら は 基本 的 な 形 で す が 、 長 方 形 や 椿 円 
形 な どの さま ざま な 形 に も その 有形 特有 の 雰囲気 が あり ます 。 





安 4 


本 
和 


90 度 回 転 





安定 ・ 危 険 一 ーーーー ーー ぁ 人 イ 安 定 
” 180 度 回 転 無重力 





円 満 ・ 休 目 1-5 面 の 構成 





1.4 構成 の 基本 的 要素 


立体 は 面 の 軌跡 、 積 みっ 重 ね 、 回 転 に よっ て で きま す 。 立体 と は 表面 が 平面 や 曲面 で 構成 
され た 3 次 元 物体 の こと で 、 そ の 基本 形 に は 球体 、 円 雛 、 立 方 体 、 円 柱 、 三 角 雛 、 角 柱 が 
あり ます 。 これ は 3 次 元 CG の 持つ 基本 形態 と ほとん ど 変 わり ませ ん 。 また 、 立 体 の うち 平 
面 の み に よ る も の を 多面 体 と いい 、 正 多面 体 の 中 に は 5 種類 の 正 多角 形 を 2 種類 以上 で 組 
み 合 わせ た 準 正 多面 体 な ど が あり ます 。 


し ig 394 


1-6 _ 面 の 軌跡 


> 


1-/ 積み 重ね 








1-9 立体 の 基本 形 1-10 正 多面 体 の 種類 
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配 直 


点 、 線 、 面 な どの 基本 的 要素 が 揃っ て も 、 構 成 が で きる と は 限り ませ ん 。 そ れ ら の 組み 
合わ せ に よっ て 初め て 構成 が 生ま れ ま す 。 そ の 1 つ に 配置 が あり 、 た と えば 円 形 だ け で も 
配置 に よっ て 上 昇 し た 感じ や 下降 する 感じ が 表現 で きた り 、 リ ズム 感 が 出 た り も し ます 。 
また 左右 対称 の シン メト リ の 構図 は 動き に 乏しい の で す が 、 安 定性 が あり 均整 が と れ ま す 。 
その 反対 の アシ ン メ トリ は 偏っ た 配置 に よっ て バラ ンス を 崩す や り 方 で 、 動 的 な 感じ を 受 
け ま す 。 日 頃 か ら こ れ ら の さま ざま な パタ ー ン を 知っ て お く と 作品 制作 の と き に 大 い に 役 
立ち ます 。 





図 1-11 上 昇 と 下降 





シス キリ RR リ 


まま 2 シメ トリ サ と デシ ン メ オリ 


ol 








1.4 構成 の 基本 的 要素 





表現 の スペ ー ス は 1 枚 の 紙 な ら ば その 面積 の 中 で 考え を る わけ で す が 、 そ の 面積 を 分 割 す 
る 方 法 は いろ いろ あり ます 。 直線 で も 曲線 で も 分 けら れ ま すし 、 等 分 割 に する 場合 で も 形 
は 異な っ て も 面積 は 等 し い 等 量 分 割 と 形 も 面積 も 等 し い 等 形 分 割 が あり ます 。 ま た 画面 を 
自由 に 分 割 す る 自由 分 割 は 、 数 学 的 な 規則 を 用 いる と 比較 的 美しい 分 割 に な り ま す 。 最 も 
一 般 的 な 分 割 は ギリ シャ の 音 か ら 研究 きれ て きた 黄金 分 割 で 、 縦 横 比 1 : 1.618 で す 。 


1.618 


図 1-13 1: 1.618 黄金 逢 形 


画 組 み 合わ せ 


形 の 組み 合わ せ に は 、 離れ る 、 接する 、 重 な る な ど 約 47 通り ある と いわ れ て いま す 。 図 
の よう な 円 形 と 正方 形 の 組み 合わ せ に 、 そ れ ぞ れ の 形 を 塗り つぶ すこ と に よっ て 形 の イ 
メー ジ も 変わ り ま す 。 








離れ る 接する 重なる 
図 1-14 形 の 組み 合わ せ 


構成 を 考え る と き に は 、 こ れ ま で に 説明 し て きた よう な さま ざま な 要素 を 考慮 し まし ょ 
う 。 優 れ た 作品 で も 構成 自体 は それ ほど 凝っ て いる わけ で は な い の で 、 日 頃 か らい ろ い ろ 
を 計 し て み で く 送 きい 。 


| 
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| ごま ざま な ポリ ゴン に よる 構成 


さま ざま な 幾何 形態 を 用 い 、 移 動 、 回 転 を 使っ て 簡単 な 構成 を 行っ て み ま す 。 使用 する 
球 、 直 方 体 、 円 柱 、 円 鈴 と いっ た 形 は 形態 の 基本 と な る も の で ある と と も に 、 私 た ちの 生 
活 の 中 で 使わ れる 物 の ほとん ど が これ ら の 形態 の 組み 合わ せ に よっ て いま す ( 口 絵 ⑦⑧ 参 
照 ) 。 

構成 と いえ ば 私 た ち が テ ー ブ ル の 上 に 忠 、 コ ッ プ 、 ナ イフ 、 フ ォ ー ク な どの 食器 類 を 置 
く こ と も 構成 の 1 つと いえ る か も し れ ま せん 。 こ の よう に 日 常 の 中 で 与え られ た 形 を 構成 
する こと も 大 い に 勉 強 に な る で し ょ う 。 

次 に 幾何 形態 の 構成 に よっ て 、 泣い た 顔 、 笑っ た 顔 、 怒っ た 顔 の 表現 を し て み ま し ょ う 。 
幾何 形態 の 構成 と いう と 硬質 な 感じ が し ます が 、 こ ん な 楽し い 表 現 も で きる の で す ( 品 絵 ⑨ 
⑪⑩⑪ 参 照 ) 。 


ご 


私 た ち は ふ だ ん 何気なく 色 を 見 て いま す が 、 色 は どの よう に し て 目 に 入っ て くる の で 
し ょ うか 。 た と えば 1 本 の 赤い バラ は 、 太 陽 の 白色 光 が こ の バラ を 照ら す と き 、 表 の 色素 
特有 の 成分 が 赤 以 外 の 色 光 を 吸収 し 、 赤い 色 の み を 反射 し ます 。 する と 、 こ れ が 目 に 入り 、 
赤い バラ で ある と 知覚 きれ る わけ な の で す 。 

色 に は 、 赤 や 黄色 と いっ て も さま ざま な 色 が あり ます 。 オ レン ジ 色 に 近い 赤 な の か 、 く < 
すん だ 黄色 な の か 、 ま た 隣 合う 色 や 、 見 る 人 の その 日 の 体調 、 そ し て 見 る 時 刻 に よっ て も 
感じ 方 が 違い ます 。 こ の よう に 色 は 形 と は 違っ て 非常 に あい まい な 要素 が 多く 、 も っ と 元 
気 な 黄色 と か 、 甘 い 黄 縁 な ど と いう よう に 表現 きれ る こと も あり ます が 、CG で は その あい 
まい さ を 数 値 で 表 き な く て は な ら な いと いう 原則 が あり ます 。 





1 茹 名 で 条 


男色 彩 の 三原 色 





目 分 で 色 を 作っ て み ま し ょ う 。CG は 色 が すぐ に 変え られ る と いう 利点 は あっ て も 、 絵 具 
を 扱う と き と 同 じ よ うに 色 を 作る た め に は CG の 色 の 規則 を 理解 する 必要 が あり ます 。 

それ で は 、 そ の CG の 色 の 規則 と は どん な も の な の で し ょ う 。 私 た ち が 生 まれ て か ら 絵 具 
や 色鉛筆 な ど を 使っ て 出し た 色 と CG で 扱う 光 の 色 と で は 大 き な 違 い が あ り ま す 。 物 体 の 
色 は Yellow、Magenta、Cyan、 の 三原 色 の 混ぜ 合わ せ で 作り 出し ます 。 こ れ を 減 法 混色 
(減算 混合 ) と いい 、 色 を 混ぜ れ ば 混ぜ る ほど 、 黒 に 近い Gray に な り ま す 。 

また 、 そ れ と 反対 に 光 の 色 は Red、Green、Blue で 成り 立ち 、 こ の 3 色 の 混合 に よっ て 
色 を 作り 出し ます 。 こ れ を 加法 混色 (加算 混合 ) と いい 、 色 を 混ぜ れ ば 混ぜ る ほど 白 に 近く 
な り ま す 。 一 見 せ ず か し い 感 じ が し ます が 、 考 え 方 を 少し 変え た れ ば それ ほど むず か し いも 
の で は あり ませ ん (口絵 ⑫ 参 照 )。 


男色 彩 の 三 属性 








色 に は 色相 、 彩 度 、 明 度 が あり ます 。 色 相 は 色合い の 違い を いい ます 。 口絵 ⑬ の 色相 環 
は 、24 の 色相 を 紫 み の 赤 を 1 と し て 、24 の 赤 紫 まで を 配置 し て いま す 。 た と えば 、 対角線 
上 に ある 色 を 並べ る と は っ きり と し て 動 的 な 感じ が し ます 。 隣 合う 色 を 並べ る と まとまり 
が 出 て すっ きり と し ます 。 し か し 4 つ 先 の 色 を 並べ る と な ん と な く 落 ち 着 き の な い 配 色 に 
な り ま す 。 と の よう な 知識 も 作品 を 作る 上 で 重要 な こと で す 。 

また 色 に は この よう に 色相 を 持つ 有 彩 色 と 白 、 黒 、 灰 色 な どの 色相 を 持た な い 無 彩色 が 
あり ます 。 無 彩色 は 明る さだ け を 持ち 、 こ れ を 明度 と いい ます 。 も ちろ ん 有 和 彩色 に は 明度 
も 魚や か さ の 度合 い の 彩 度 も 持っ て いま す 。 色相 、 彩 度 、 明 度 を 立体 的 に 表す と 口絵 ⑫ の 
よう の だ な サザ ま の 5 「 


| 配 色 


作品 は 使う 色 に よっ て も か な り イ メー ジ が 変わ っ て きま す 。 そ し て 配色 に 気 を 配る と 表 
現し た い イ メー ジ が それ な り に 見 えて くる 場合 も ある で し ょ う 。 口絵 ⑮ の 左 は 2 色 配 色 で 
す が 、 こ の 2 色 だ け で も ダン ディ ー な 感じ や すがすがしい 感じ 、 甘 い 感 じ な ど が 表現 され 
ます 。 こ の よう に 隣人 合う 色 に よっ て 色 と い う も の は 違っ た 感じ に と られ る の で す 。 

また 3 色 以 上 に し て 面積 比 を 変 た て みた り 、 ア クセ ント を 付け た り し て 、 い ろ い ろ な イ 
メー ジ を 色 で 表現 し て み ま し た 。 イ メー ジ に よる 配色 を 日 頃 か ら よ く 知 っ て お く と 作品 制 
作 に 役立ち ます 。 
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| 物体 色 


Red、Green、 Blue の 色 を 原色 で 使う と き は 色 で 悩む こと は あり ませ ん が 、 微妙 な 色 を 作 
ろう と する 場合 は 話 が 違っ て きま す 。 自分 の 思い 描い て に た 色 が 、 レ ンダ リン グ 後 に 全然 
違っ て いた と いう こと は あり ませ ん か 。 空間 と 同じ よう に 、 色 に つい て も 何 度 も レン ダリ 
ング を する より は 思っ た 色 に 近い も の を すぐ に 出せ る ほう が よい で し ょ う 。 そ の た め に は 
気に入っ た 色 の デー タ を 色 見 本 な ど で い つ で も 使え る よう に 作っ て お く と 便利 で す 。 ま た 、 
最近 で は RGB の 色 見 本 帳 も 発売 され て いま す 。 

物体 の 色 は 、 物 体 の 表面 か ら 目 に 届く 光 に よっ て 決定 され ます 。 物体 の 色 は 、 大 ま か に 
diffuse (拡散 反射 光 ) 、ambient (環境 光 ) 、specular (鏡面 反射 光 ) の 3 つの 成分 に 分 けら れ ま 
\。 


較 光源 色 


光源 に つい て の 詳細 は 後述 し ます が 、 光 に 色 を 付け て みる と 画面 全体 の 感じ が どう 変わ 

る で し ょ うか 。 物体 の 色 に 光 の 色 が 加わ る の で 、 さ ら に 加法 混色 が 行わ れ ま す 。 た と えば 
単なる 白色 光 で は な く 、 乳 白色 な どの 春 ら し い 光 の 色 や 柔らか い 光 の 色 な ど を 付け る こと 
で も か な り 画 面 全体 の 雰囲気 が 変化 し ます 。 基 本 的 な 色 に それ ぞ れ 赤 、 黄 、 青 、 縁 の 光 を 
当て 、 そ の 変化 を 見 た の が 口絵 ⑯ で す 。 





も 6 


/. の M 


光 が あ る か ら 物 が 見 える 。 あ まり に 当然 過ぎ て 私 た ち は な ぜ 物 が 見 える の か を 考え る こ 
と は な いか も し れ ま せん 。 太陽 の 光 、 電 気 の ヅ 光 が あ る か ら こ る そ 物 が 見 え 、 形 も 色 も 分 か る 
の で す 。 ま た それ と 同じ よう に 3 次 元 CGC に 光 は 欠か すこ と の で き な い も の で す 。 光 を いろ 
いろ と 設定 し て みる こと に よっ て 、 も の の 感じ も 画面 の 感じ も か な り 違 っ て 見 えま す 。 


平行 光源 と 点 光源 





光源 の 種別 や 強 さ を 変え る こと に よっ て 、 物 体 そ の も の の 質感 や 雰囲気 を 変え る こと が 
人 で きま す 。 

平行 光源 は 太陽 の よう な 光 で 、 光 の 強 さ が 距 離 に 関係 な くど こ で も 一 定 で ある の に 対し 、 
点 光源 は 豆 電 球 や ラン プ の よう に 光源 自体 の 大 き さ が 無視 で きる ほど の 小さ く て 近い 光源 
で す 。 点 光源 の 場合 は 、 物 体 に 照射 され る 光 の 強 さ は 光源 か ら 物 体 ま で の 距離 が 遠く な る 
ほど 弱く な り 、 強 さ は 距離 の 2 乗 に 比例 し て 弱く な り ま す 。 つ まり 距離 が 2 僅 に な れ ば 光 
の 強 さ は 4 分 の 1 に な り 、 距 離 が 3 倍 に な れ ば 光 の 強 さ は 9 分 の 1 に な り ま す 。 


diffuse (拡散 反射 光 )、ambient( 環 境 光 )、specular (鏡面 反射 光 ) 





「 物 体 色 」 で も 触れ た よう に 、 光 を 当て た と き の 物 体 の 色 は diffuse、ambient、specular 
で 成り 立ち ます 。 そ れ ぞ れ 拡 毅 反射 光 、 環 境 光 、 鏡 面 反射 光 を 意味 し て いま す が 、 こ れ ら 
を 使っ て も 雰囲気 を 変え 0 る こと が で きる の で す 。 


@ diffuse( 拡 散 反 射 光 ) … 物体 の 表面 や 内 部 で 乱反射 きれ た 光 

@ ambient( 環 境 光 ) … まわ り の 物体 の 照り 返し や 、 空 気 に よ る 拡散 光 ( 自 身 が 
発光 体 の 場合 の 光 も 含む ) 

@ specular( 鏡 面 反射 光 ) … ハイ ライ ト の 人 色 ( 光 源 の 光 が 物 体 の 表面 で 反射 し 、 直 接 


貼 に 入っ て くる 光 ) 


00 
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ob 


rp 


diffuse は 物体 の 表面 や 内 部 に 入り 込ん だ 光 が そ の 中 で 反射 を 繰り 返し 作ら れる の で 、 ま 
わり の 物体 の 2 次 反射 光 と な り ま す 。ambient は まわ り の 物体 か ら の 照り 返し や 自ら の 発 
光 を 光源 と する 除 の 色 を 表し ます 。 普通 光 が 当 た っ て 、 陰 と な る 部 分 は 物体 を の も の の 色 
と 大 き な 変 化 は な く < 暗く な る 程度 で す が 、 ま っ た く 違 う 色 を 付け る こと に よっ て 抽象 的 な 
お も し ろ い 変化 も 得 ら れ ま す 。specular は 輝き が 1 番 鋭い 部 分 の 色 の 成分 で 、 物 体 の 特徴 
を 決定 する 上 で 最も 重要 と な り ま す 。 金属 的 な 物体 で は specular の 色 は diffuse の 色 と 同 
じ 、 プ ラス チッ ク 風 の 物体 で は 白色 と な り ま す ( 口 絵 ⑰ 参 照 ) 。 

また 、 それ ぞ れ に つい て RGB の 割合 で 色 を 作る の で 、 ambient の RGB の 割合 を 変化 き 
せる こと で 赤 っ ぱい 陰 に し た り 、 specular の 強 き に よっ て 質感 を 変化 させ る こと が で きる 
の で す 。 specular を 決定 する 数 値 と し て は 、 RGB の 色 の ほか 、 表 色 の 粗 さ を 指定 する も の 
も あり ます 。 

diffnse、ambient、specular の 割合 を 変化 させ る だ け で 、 陶 器 風 と 金属 風 の 乾 が 表現 で 
きま す ( 品 絵 ⑲⑱ 参 照 ) 。 


SL が A 
デ グ ブ プン の デ ご め 

デザ イン は その 応用 に よっ て いろ いろ に 分 類 さ れ ま す 。 た と えば グラ フィ ッ ク デ ザイ ン 
や ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ン 、 プ ロダ クト デザ イン な ど が それ で す 。 し か し 、 最 近 で は 幅広 < 
デザ イン や 造形 を 扱う 仕事 を し た いと いう 人 が 多く な っ て き て いる の が 実情 で す 。 

第 1 草 で デザ イン の 基礎 に つい て お 話し まし た が 、 構 成 や 色彩 、 表 現 な ど は た と える 別々 
に 分 類 き され て いて も 、 同 時 に 考え なく て は な り ま せん 。 ま た デザ イン は 伝達 手段 と し て 実 
用 的 要求 を 満た すべ きも の で な く て は な り ま せん 。 

ここ で 紹介 する 作品 は デザ イン より アー ト 人 性 が 強い 感じ が し ます が 、 一 般 的 に アー ト と 
デザ イン の 相違 は あま り 理 解き され て いな いこ と が 多い よう で す 。 も の を 作る と いう 占 で 同 
一 和 視 さ れる た めで し ょ う 。 し か し 、 デ ザイ ン 的 に 優れ た も の は 1 つの 美術 作品 に も な りう 
る と いっ た だ ととろ で 、 あ くま で も 美的 な も の が 要求 され る と いう 共通 点 は あり ます 。 











と 草 


アニ メー ソヨン 


ee 


「 ア ニメーション (animation) 」 と いう と 、 コ マー シャ ル で 使わ れ て いる きら びやかな 
CG、 あ る い は テレ ビ 漫 画 に 代表 きれ る 「 セ ル ア ニ メ 」 を 思い 浮か べ る 方 も いる と 思い ます 。 
新聞 、 雑 誌 な どの テレ ビ 番 組 紹 介 欄 の 「 アニ メ 」 と いう ジャ ン ル で 紹介 され て いる 番組 の ほ 
と ん ど が 劇画 、 漫 画 な ど を 原作 と する "セル アニ メ 」 で す 。 

ここ で は 「 ア ニメーション 」 を 語源 か ら 掘り 下げ 、「 コ ンピュータ 」 と の か か わり に つい て 
解説 し ます 。 


g7/7797 ワ 27 こ フン ピラ ィ ー ダ タダ 


アニ メー ショ ンジ と いう と 「 セ ル ア ニ メ 」 と いわ れる くら い 、 実に 多く の 作品 が セル アニ メ 
の 手法 で 作ら れ 、 テ レビ な どの メデ ィ ア で 紹介 きれ で きま し た 。 ま た 、 数 多く の '「 きら び や 
か な 物体 が 空間 を 飛び 回 る 」jCG が コマ ー シ ャ ルフ ィ ル ム や イベ ント な ど で 利 用 きれ て い 
ます 。 

で は アニ メー ショ ン と は 何で し ょ うか 。 ア ニメーション を 言葉 の 意味 か ら 見 て みる と 、 
animation は anima か ら 派 生 し た 語 で 、 次 の よう な 関連 語 が あり ます 。 


anima = く 名 詞 > 生命 、 心 、 魂 
animal = ぐ 名 詞 > 動物 
< 形容 詞 > 動 物性 の 
animate = く 動 詞 > 生命 を 与え る 、 生 か す 、 元 気づけ る 、 活 気づけ る 、 動 か す 


く 形 容 詞 > 生 き て いる 、 生 きた 、 元 気 の あ る 、 活 気 の あ る 、 動 く 
animation ママ 名 詞 > 生気 、 活 気 、 生 き 生 き し て いる こと 、 活 気づけ 
animator デマ ぐ 名 詞 > 生気 を 与え る も の 
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た ニラ ニー 7 に と 


通常 動画 」 と 訳 さ れる animation は 、 も と も と ' 生 き て いる も の と し て 、 生 き 生 き と 動 い 
て いる 状態 」 を 示す 言葉 な の で す 。 

一 般 に よく 使わ れる 「 漫 画 映画 」 の 意味 は 、 animated cartoon( 活 気 に 満ち た 連続 漫画 ) を 
短縮 し て animation に な っ た よう で す 。 これ は 、 た と えば 単に 「 車 (くる ま ) と いっ た 場合 、 
一 般 に 「 自動 車 」 を 指す の と 同様 で す 。 

で は どう し て 、 ア ニメーション ニテ 漫画 映画 = セル アニ メ 、 の 図式 が で きた の で し ょ うか 。 
その 流れ を 簡単 に まとめ て み ま し ょ う 。 


① 生 き 生 き と 動 きま わる も の を 画面 上 に 作り だ そう と し た 。 つ まり アニ メー ト (animate) 
され た 絵 を 描こ うと し た 。 

② メ ディ ア 上 の 制限 か ら 、 あ る 程度 の 時 間 や や 動き を 表現 する に は 、 数 多く の 絵 を 描か な け 
れ ば な ら な い 。 

③ 油 絵具 な ど で 細 密 に 描い て いた の で は 枚数 が 稼げ な い の で 、 表 現 と し て は キャ ラク ター 
の 特徴 を 抽象 化 、 象 徴 化 、 単 純化 で きる 漫画 の 手法 を 選ぶ 。 

(④ 画 面 上 の 動く と ころ と 動か な いと ころ を 別々 に 処理 し 、 制 作 効 率 を 上 げ る た め 、 透 明 な 
セル (セル ロイ ド の 略 、 現 在 は 他 の 合成 樹脂 を 使用 ) を 用 いた 手法 が 開発 され る 。 

⑤⑮ マ ス メ デ ィ ア の 発達 で より 多量 の 作品 の 安定 供給 が 求め られ る 中 で 、 セ ル ア ニ メー ショ 
ン は 動画 制作 の 代表 的 な テク ニッ ク と な る 。 


この よう に 作品 と し て の 安定 し た 質 と 量 の 生産 性 が 優先 され た 結果 、 ア ニメーション = 
セル アニ メ 、 と 受け 取ら れる よう に な っ た と 考え ら ま す 。 

素朴 な パラ パラ 漫画 や か らく り 仕掛 け の 装置 か ら 始 まっ た アニ メー ショ ン は 、 映 画 フ ィ 
ルム 、 ビ デオ な どの 時 間 変 化 を 記録 で きる 映像 メデ ィ ア の 発達 で 、 そ の 表現 の 可能 性 を 大 
きく 広げ て いま す 。 そ し て 、 ア ニメーション は 本 来 の 意味 に 照ら し 合わ せ て 、 実 に 多様 な 
形態 で 存在 し て いる の で す 。 
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どど と FTONE 


チェ 


コン ピュ ー タ と いう 容 き ぐ 発 達し つづ お る メデ ィ ア と 複 含 され て も 混 甚 し な いよ うに ア 
ニメーション の 定義 を し て お きま し ょ う 。 


@ ゲ ニメーション 時 間 の 変化 と 形態 の 変化 。 広 い 意 味 で 、 形 態 の 持つ 本 来 の 時 間 軸 を 変 
化 き せ 、 新 た な 時 間 的 変化 を 持た せ た 表 現 形態 。 実 際 に は 、 変 化す る 1 コマ 1 コマ の 絵 
を 動か すこ と に よる 、 動 く 絵 


アニ メー ショ ン を 本 来 の 意味 で ある 「 動 き を 与え る 」、「 動 き を 与え を られ た も の 」 と し て 定 
義 ず る と 、 次 の まま びな りり ます ず すず 。 


@ デ ニメーション 三 自 分 が 動か そう と し た も の が 動い た と き の 感 動 


動物 で ある 人 間 は 、 本 能 的 に 動く も の に 対し て 非常 に 敏感 で す 。 自 分 に 対し て な ん ら か 

の 影響 を 与 を そう な も の 、 た と えば 近づい て くる も の に は 、 無 意識 に 注意 を 払っ て いる と 
思い ます 。 動 物 と し て 、 自 分 の 生命 を 守る た め に 必要 な 基本 的 能力 の 中 に 、「 時 間 」 と 「 空 間 」 
RS RE 


アー メー ショ ン デ ゲ ィ ティン 


時 間 軸 が な いと 片づけ て し まわ れ が ちな 2D の 絵画 で も 、 時 間 を 感じ きせ る 作品 は 何 回 
見 て も 新鮮 な 感動 を 与え を ら れる も の で す 。 描 か れ た 前 後 の 情景 が 感じ と れる も の や や 、 音 楽 
的 リズ ム が 聴こえ て くる よう な も の な ど で す 。 ま た 、 そ の 時 間 も 何 万 年 と いう 大 地 の 動 き 
の スケ ー ル か ら 、1000 分 の 1 秒 の ほん の 瞬間 まで 、 時 間 を 感じ きせ る も の は さま ざま で す 。 

これ は 、 典 型 的 な 瞬間 表現 と も いわ れる “写真 ? に も 逆説 的 に あて は まり ます 。 写真 を 撮 . 
る と き 、 フ ァ イ ン ダー を 覗い て 構図 を 決め て シャ ッ タ ー を 押す 。 そ の 瞬間 を 記録 し た は ず 
の 映像 を 見 て みる と 、 笑 っ て いる の か 、 和 怒っ て いる の か 、 分 か ら な いと き が あり ます 。 

つま り 人 間 の 表情 も 大 地 の 情 景 も その 特徴 に 時 間 軸 を 含ん で いる の で す 。 時間 を 感じ き 
せる 絵画 や 写真 は 、 そ れ を 集約 する 凝 緒 さ れ た 瞬間 を と ど め て いる の で し ょ う 。 

アニ メー ショ ン デ ザイ ン は 、 そ の 淫 縮 され た 瞬間 を も 含む 複数 の 画面 を 時 間 軸 上 に いか 
に 展開 する か が 問わ れ ま す 。 ま た 、 ど うい う 強 調 の し か た を する か に 感性 が 現れ ます 。 
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アニ メー ショ ン を 制作 
アニ メー ショ ン の 制作 を 具体 的 に みて み ま し ょ う 。 


国 何 を 動か すか 

アニ メー ショ ン は 動き を 与え て こそ 初め て 意味 を 持ち ます 。 動か し た いも の は 何で 、 ど 
ん な 性 質 の も の で 、 誰 に 見 て もら う の か を 、 し っ か り と 決め て お きま し ょ う 。 あ いま いな 
状態 で 制作 を 続け る と 、 散 漫 な アニ メー ショ ン に な り が ち で す 。 

動か す も の は 、 大 きく 分 け て 2 つ あ り ま す 。 主体 と 客体 で す 。 

主体 は あな た 自身 、 ア ニメーション を 見 て いる 人 で す 。 カ メラ で いえ ば 、 そ の 位置 、 方 
向 、 画 角 な ど で す 。 ア ニメーション で は 現実 で は 不可 能 な カメ ラ ワ ー ク も で きま す 。 
客体 は を の アニ メー ショ ン に 登場 する も の すべ て で す 。 動く は ず の な いも の も 動か せる 
の が アニ メー ショ ン の 醍醐 味 で す 。 

アニ メー ショ ン は コミ ュ ニ ケー ショ ン の 手段 の 1 つ で も あり ます 。 無駄 の な い 、 か つ 豊 
か な 表現 の た め に も 、 何 を どう 動か すか は 演出 の 基本 と な り ま す 。 


較 動き を 分 析 

動き を 表現 する た め に は 、 まず 自分 が 表現 し た い 動 き を よく 知る 必要 が あり ます 。 日 常 、 
当たり 前 の よう に 見 て いる すべ て の も の の 動き を “作り 手 ^ の 立場 で 観察 する の で す 。 特 に 
現実 に 存在 する 動き を 表現 する と き は 、 さ ら に 注意 深い 観察 を し まし ょ う 。 

分 析 、 観 察 す べ きも の は 、 動 き の 方 向 、 基 本 リズ ム 、 テ ン ポ 、 抑 揚 、 重 心 の 変化 な ど で 
すす 

た と えば 、 人 が 歩く 様子 を 観察 する 場合 で す 。 ま ず 腰 の あたり の 重心 の 部 分 に 注目 し 、 
それ が どの 方 向 へ どの くら い の テ ン ポ で 動い て いる か を つか み ま す 。 次 に 、 大 き な 動 き の 
方 向 か ら 小さ な 上 下 左右 の 揺れ まで 、 基 本 リズ ム を 探り ます 。 最初 か ら 細 か な 部 分 の 輪郭 
を 追っ た り せ ず に 、 骨 組み を 透 か せ て 、 骨 格 だ け の 動き で 観る の も よい で し ょ う 。 逆 に 部 
分 部 分 に 眼 を つけ て その 動き の 軌跡 を 追う の も 表情 の 分 析 に は 必要 で す 。 慣 て れ て きた ら 動 
き の 抑 揚 を 時 間 軸 上 で 把握 で きる と ころ まで 観察 し まし ょ う 。 バ 受け 手 ? の 立場 で は 気 が つ 
か な か っ た 動き の 軸 が 見 えて くる は ず で す 。 

ビデ オ 機 材 を 利用 で きる と き は 、 コ マ 送 り 機 能 を 活用 し て 細か く 観 て みる の を お 勧め し 
ます 。 正確 な 時 間 軸 の 分 析 に 役立ち ます 。 
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架空 の 物体 を 架空 の 空間 で 動か す ア ニメーション で あっ て も 、 物 理 法則 が 適用 で き な い 
よう な 世界 の 出来 事 で は 、 見 て いて 奇妙 で す 。 そ れ も ア ニメーション な ら で は の 面白 さき で 
す が …。 し か し * あ る キャ ラク ター の 歩行 ? の 動き を 表現 し て 、 そ れ が 重力 の 小さ い 月 面 で 
の 歩き の よう に な っ て し まっ た ら 、 そ れ は その キャ ラク ター の 個性 で は な く 、 そ の 環境 を 
説明 する こと に な っ て し まい ます 。 押さ える べき 動き の ペー ス も 知っ て お く と よい で し ょ 
交 。 「 
適度 の 強調 と きり げ な い 現 実感 を 感性 で バラ ンス を と る 。 動 き の 分 析 は 第 2 の 基本 で す 。 


田 万 法 を 選択 
_ 動く 絵 を 作る た め の 最 も 基本 的 で 簡便 な 方 法 は 、 た くさ ん の 絵 を 描い て パラ パラ と めく 
りな が ら 見 る こと で す 。 一 般 に パラ パラ 漫画 と いわ れる 手法 で す 。 子供 の 頃 、 ノ ー ト や 教 
科 書 の 余白 を 使っ て 遊ん だ 方 も いる と 思い ます 。 素朴 な 手法 で ある た め 融 通 も きき ます 。 
めく る 速 さ を 変え て リズ ム を 変え た り 、 向 き を 逆 に し て スト ー リ ー を 反対 に し た り 。 で も 、 
いか ん せん 大 勢 の 人 に 一 度 に 見 せら れ ま せん し 、 長 い ス トー リー を 組み 立て る の は 困難 で 
まず 。 

そこ で 、 そ の た くさ ん の 絵 を 何 か に 写し 撮っ て 連続 的 に 上 映 で きる メデ ィ ア が 登場 し ま 
す 。 映画 フィ ルム 、 ビ デオ で す 。 フィルム は 1 秒間 に 24 コマ 、 ビ デオ は 1 秒間 に 約 30 コ ` 
マ (日 本 、 米国 等 で 使用 きれ る NTSC フォ ー マ ッ ト の 場合 ) の 画面 を 再現 で きま す 。 これ ら 
の メデ ィ ア に 1 枚 1 枚 、 絵 を 撮影 し て 録画 する こと を 「 コ マ 撮 り 」 と いい ます 。 ア ニ メ ー シ ョ 
ン の 場合 は 、 か な ら ず し も ゃ 1 秒間 に 24 枚 、 30 枚 の 絵 が 必要 と いう わけ で は あり ませ ん 。 動 
き は 粗く な り ま す が 、 和 複数 コマ ずつ 絵 を 変え て いく と と も で きま す 。 

フィ ルム や ビデ オ で の コマ 撮り を 用 いる と 、1 枚 1 枚 の 絵 は 別 に ^ 絵 "で な く て も よく な 
り ま す 。 実物 を 撮影 し て コマ 撮り を 行う も の で す 。 粘土 な ど で 作 っ た 人 形 を 少し ずつ 動か 
し て の アニ メー ショ ン も 可能 に な り ま す 。 ま た 、 風 景 を 取り 込ん で 雲 や 波 の 動き を 時 間 の 
スケ ー ル を 変え て 撮影 する こと で 、 広 い 意 味 で の アニ メー ショ ン の 領域 を 拡大 で きま す 。 
そし て 、 き さら に コン ピュ ー タ に よっ て アニ メー ショ ン の 実現 方 法 は 豊か に 広がり つつ あり 
まず 。 


bl 
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骨 アニ メー ショ ン に コン ピュ ー タ を 使用 


コン ピュ ー タ の 利用 に より 、 ア ニメーション の 表現 の 可能 性 は 大 きく 拡大 し 、 多 様 な 分 
野 で な く て は な ら な らい も の に な っ で きま し た 。 コ ンピュータ と アニ メー ショ ン の 接点 を 説 
明 し ます 。 


田 キ ャ ラク ター の 保存 

CG で は 、 コ ンピュータ に 与え る 情報 で 2 次 元 CG、3 次 元 CG と 分 け て いま す 。2 次 元 CG 
は 2 次 元 の 、 3 次 元 CG は 3 次 元 の 情報 を 基 に 処理 し て いま す 。 2 次 元 CC で は コン ピュ ー 
タ を 絵筆 と 絵の具 、 あ る い は 精密 な 製図 機 の よう に 利用 で きま す 。 そ れ に よっ て 、 ア ニ メ ー 
ショ ン 用 の 数 多く の 画面 や キャ ラク ター の 線画 を 描く こと が で きま す 。 セ ル ア ニ メー ショ 
ン の よう に 変化 する 部 分 と し な い 部 分 を 合理 的 に 管理 する こと も 可能 で す 。 


画 キ ャ ラク ター の 生成 

CG な ら で は の 映像 に 3 次 元 CG が あり ます 。 キャ ラク ター を 3 次 元 で 形作る こと が で 
きれ ば 、 そ れ を 自由 な 方 向 に 動か し た り 、 立 体 物 どう し の 変形 や 光源 を 含む 環境 の 変化 の 
シミ ュ レ ーション も 可能 で す 。 


呈 カメ ラ の 動き 
3 次 元 CGC で は あな た の 有 眼 の 位置 、 状 態 を 連続 的 に 変化 させ られ ます 。 現実 で は 不可 能 な 
視点 の 動き も 、 物 理 法則 に 基づく リア ル な 動き も で きま す 。 


置 時 間 の コン トロ ー ル 


動き の り リ ズム 、 テ ン ポ 、 抑 揚 な ど を 数 量 的 に 扱え る の で 、 数 少な い 動き の 節々 か ら 滑 ら 
か な 動き を 補完 で きま す 。 物 理 法則 に 従っ た 動き の 表現 な ど は コン ピュ ー タ の 独壇場 で す 。 


一 出力 メデ イィ イア の コン トロ ー ル 
多数 の アニ メー ショ ン 用 画像 を フィ ルム や ビデ オ に コマ 撮り する 作業 に コン ピュ ー タ を 
利用 で きま す 。 試行 錯誤 や 同じ パタ ー ン の 線 り 返し な ど に は 最適 で す 。 





MODE シ ステ ム の 大 林 的 な 使 し 方 に つい て 説 女 し ます 。 
まず 静 / 下 を 作る た め に 
次 リブ ゴン エディ イタ エ と ツリー エディ タタ を 説明 し 、 
次 に 動画 を 作る た め の モ ーション エディ タ を 説明 し て し 」 ま すず 。 
そし て 最後 に 作品 を 作り ます 。 
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MODE の 概要 


人 MM 三光 と は る 庄 衣 シグ 3 びび 江 生 の 


MODE で は モデ ルフ ァイル 、 


人 


忠 ) 。 


MODE に は モデ リン グ す る た め の 「 ポ 





キー フ = 


デー タ の 作成 を サポ ー ト する ツー ル で す 。 
て し て モー ショ ン フ ァイル を 画面 上 で シミ ュ 


まだ 作成 し た デー タ は テキ スト ファ イル で すか ら 、 テ キス 
ト エ ディ タ を 使っ て も 編集 で きま す (( Appendix A テキ スト エディ タ を 使っ た 編集 」 参 


て 複雑 な デー タ を 作る た め の 「 ツ リー ェ エ 


の "モー ショ ン エ ディ タ 」 が あり ます 。 


ボ あげ ン RE kt ス ( 箕 視 図 ) を 見 な が ら 、 視 見 的 に モデ リン グ す る た 
ン デ ー タ を 作成 する だ け で な く 、 拡 大 、 回 転 と いっ た さ 


が 
な 編集 機能 も 備え を て いま 胃 


ノリ ー エ ディ タ は 、 ポ リゾ ゴン 以外 の デー 
だ め の エ ディ タ で す 。 複 数 の デー タ を 読み 


ドー ショ ンー ディ クリ ン の 6 


テア イタ で 動か す 部 分 を 決め 、 
この 章 で は 添付 の ディ スク 
ず を 説明 ほれ (人 い ご さま Lg 


リ で フラ RS 


に 収録 され て 


Q 


ン エ ディ タ 」、 い くつ か の デー タ を 組み 台 わ せ 


ゲイ タ 」、 そ し て モー ショ ン デ ー タ を 作成 する た め 
これ ら の 機能 を 利用 し て アニ メー ショ ン 作 成 ま で で 


まさ : 


dt 


ee ノー ル を 使っ た ポリ ゴン の 作成 を 行う 


いい 


ん で 編集 で きま す 。 
OA " づ 。 ツリ ー エ 
ィ ク で 確認 し ます 。 

る サン プル デー タ を 使っ て 、MODE の 各 機 能 


Do 


3 章 MODE の 概要 


「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 | 
① モ デリ ング 


③ 配 置 の 確認 
⑥ 動 き の 確 認 


「Mode」 メ ニュ ー 
NFER+ 





画像 連続 表示 


サー デイ 

② ポ リ ゴ ン の 配置 「 モ ーション エディ タ 」 
④ 動 か す 部 分 の 指定 ⑤ 動 き の 量 と コマ 数 の 指定 
⑦ 表 示 色 の 指定 





1) ア ニメーション 表示 する と き は 、① ゆ て ⑦ の 後に 「 画 像 連続 表示 」 を 選択 
2) 動 き の な い 画 像 を カラ ー 表 示す る と き は 、 ゆ 、②、③、⑦ の 後に 「 画 像 表示 」 を 選択 


3-1 MODE シス テム ーー3 つの エディ タ 


プ / MODEOEY 


実際 に デー タ を 作る 前 に サン プル デー タ を 読み 込ん で み ま し ょ う 。 


(① ド ラテ ライブ A ! 時 行 用 ダス が ディ ャ スタ ドジ イヴ B'「 実行 腹 デ ー ダ ディ スグ ク 」 を 入 
れ 、[RESET| ボ タン を 押し て 立ち 上 げ ま す ( ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し た 場合 は ド 
ライ ブ B を イン スト ー ル し た ドラ イブ に 置き 換え て くだ さい )。 

⑨② 次 の よう に MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 入 力 し て 、MODE を 起動 し ます 。 


B>mode sample 


この 場合 、 次 の ファ イル が 読み 込ま れ 、 後 述 す る ツリ ー エ ディ タ 画 面 が 表示 され ます 。 


sample.mod 
sarmple.mot 
sarmple.000 
sample.010 


bb 


モデ ルフ ァイル 

モー ショ ン フ ァイル 

0 コマ 目 の パ ラメ ー タ ファ イル 
10 コマ 目 の パ ラメ ー タ ファ イル 











ャ ウン 





3.2 MODE の 終了 


※ モ デル ファ イル は 、 物 体 の 形状 を 定義 し た ファ イル で 、 モ ーション ファ イル は 、 パ ラメ ー 
タフ ァイル と コマ 数 の 対応 を 示す ファ イル で す 。 ま た パラ メー タフ ァイル と は 、 あ る コ 
マ に お ける 変数 の 値 を 定義 し た ファ イル で す 。 


7 ワ ワ と の を ア 


何 も 編集 し な いで 、MODE を 終了 し て み ま し ょ う 。 


① 画 面 左上 の 「 Mode@」 上 で ドラ ッ グ (マウ ス ボ タ ン を 押し た まま 移動 ) し て マウ ス を 下 に 動 
か し 、「 終 了 」 の 上 で マウ ス ボ タ ン を 放し ます 。 ま た は [NFER | 十 [Q | ([ NFER ] と [o] を 同時 
に 押す ) を 押し ます 。 
この 操作 は 各 エ ディ タ に 共通 で す 。 

② MS-DOS の コマ ンド ライ ン に も どり ます 。 


※ デ ー タ を 編集 し た 場合 、「” と いう ファ イル を セー ブ し ます か ? (y or n) 」 と デー タ を ファ 
イル に 保存 する か どう か を 聞い て きま す の で 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


1) 保存 し て 終了 する 場合 は 、[Y] キー を 押し ます 。 

2) 保存 せ ず に 終了 する 場合 は 、[N] キー を 押し ます 。 もう一度 確認 の 意味 で 「 セ ー ブ し て 
いな い フ ァイル が あり ます が 、 終 了 し ます か ?(Y or N)」 と 聞い て きま す の で 、 
(SHIFT)+[Y] を 押し ます 。 な お 終了 を 取り や め て MODE に も どり た いと き は 
[SHIFT] + [N] を 押し ます 。 


5/ 

















3 章 MODE の 概要 


プ ヴ / ル 2 ら ,/ メ ニッ ィ ー 


それ で は MODE の 各 機 能 を 使っ て み ま し ょ う 。 再び mode sample [| を 実行 し て 
MODE を 起動 し て くだ さい 。 「 

MODE は ツリ ー エ ディ タ か ら 起 動 し 、 画 面 左上 に 「Mode」 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 こ 
こ へ マウ スカ ー ソ ル を 移動 きせ て ドラ ッ グ し て くだ さい 。 そ うす る と 画面 3-1 の 「 Mode」 
メニ ュー が 表示 きれ ます 。 


ディ イタ NFERH 
NFER+ 





画面 3-1 「Mode」 メ ニュ ー 画 面 


それ ぞ れ を 実行 する に は 、 ド ラッ グ し て 実行 し た い 項目 まで マウ スカ ー ソ ル を 移動 させ 、 
ボタ ン を 放し ます 。 

な お 、「Mode」 メ ニュ ー に ある 項目 は 、 キ ー ボ ー ド で も 選択 で きま す 。 使用 する キー は 次 
の 8 です 。 


ツリ ー エ ディ タ へ [NFER] 十 [T|([XFER] 二 [T]) 
ポリ ゴン エディ タ へ [NFgER] 二 [P]([XeR]+]) 
モー ショ ン エ ディ タ へ [NFER] 十 [M]([xFER] [Mj) 
ファ イル の 切り 替え 。 [NFER]+[Fl]([xFER] 二 [F]) 


シェ ル の 起動 [neR] + (5) (Ce + 8) 
画像 表示 (NFER] + [G) ([xFER) + [6]) 
画像 連続 表示 [NFER] 十 [Al([XFER] 十 [Al) 


MODE の 終了 [NFER]  [o] ([XFER]+ [Q]) 














3.3 半 Modeu ダ ニュ テ 





1 ウリ ー ア の オツ 


起動 直後 は ツリ ー エ ディ タ が 選択 きれ て お り 、 画 面 に は いま 読み 込ん だ デー タ が 表示 さ 
や ます 。 
rsample.mod」 の デー タ に は それ ぞ れ 以下 の よう な 意味 が あり ます 。 


画面 3-2 ツリー エディタ 画面 





samp le. mod 2 横 方 向 の 解像度 を 213 ドッ ト 、 視 界 を 64 度 に 指定 こ 
り 133, 4E 19。 ARNE 縦 方 向 の 解像度 を 133 ドッ ト 、 視 界 を 40 度 に 指定 
ER eooreesiies 背景 色 を 指定 (灰色 ) 

RT 光源 色 を 指定 (白色 ) 
b QR, (回 ,,) ee pg PI 光源 の 向き を 指定 
b RS (A ー1 ) 陳 和 et の 7 りあ 16076.9IW 光源 を 指定 
tz EQ ee 物体 を Z 軸 に そっ て 30 移動 
[ り O00 … 欄 …… 物体 を Y 軸 を 中 心 に し て 0 番 の 変数 だ け 回 転 
1 球 は コメ ント 
CO 36 ee 球 を 赤色 に 指定 
tu Ee 球 を Y 軸 に そっ て 5 移動 
に 拓 i CA 球 の 半径 を X 方 向 に 2 倍 に する 
SU Ee 球 の 半径 を Y 方 向 に 2 倍 に する 
SZ Ee 球 の 半径 を Z 方向 に 2 倍 に する 
| sphere. mod ee 球 の ポリ ゴン デー タ を 読み 込む 
H 立方 体 
必 3 RA SE ae 立方 体 を 黄色 に 指定 
を 答 
tS 
の 
Su 2 
szZ 2 
CUDG OG et sd 立方 体 の ポリ ゴン デー タ を 読み 込む 
H 四角 征 
な 全便 i Eri: 四角 鍵 を 水色 に 指定 
st 
iy 私 
a 
SX 4 
sy 4 
sz 4 
byramid. Mod wee 四角 氏 の ポリ ゴン デー タ を 読み 込む 
H 床 
〇 31 EE IR 床 を 緑色 に 指定 
| f loor.. mod RR TE 床 の ポ リ ゴン デー タ を 読み 込む 
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3 章 MODE の 概要 


ポリ ゴン エディ タ 





「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 を 選択 し て み ま し ょ う 。「Mode」 メ ニュ ー を ドラ ッ グ し て 、「 ポ リ ゴ 
ン エ ディ タ 」 で ボタ ン を 放す (また は [NER] 二 [P]) と 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


samb ls. moad Frame QA MN ANAAA Y 四 . MMMM Z Fi っ 





画面 3-3 「 ボ ポリ ゴン エディ タ 」 画 面 


それ で は ワイ ヤ フ レ ー ム を 動か し て み ま し ょ う 。 モ ーション ファ イル が 用 意 き れ て いる 
の で 、[ ス ペー ぇ | キー を 押す ご と に ワイ ヤ フ レ ー ム が Y 軸 を 中 心 に し て 動き ます 。 


0 











3.3 「Mode』。 ダ メニ ュー 


| ファ イル の 切り 替え 


「 フ ァイル の 切り 替え 」 は 、 複 数 の ファ イル を 切り 替え な が ら 編 集 で きる 機能 で す 。 
「Mode」 メ ニュ ー( ま た は [NFER] 十 [F]) で 「 フ ァイル の 切り 替え 」 を 選択 し て み ま し ょ 


ah |e. mad 
SB heTe. Mad 


obe. mad 
puramid. mad 
floor . mad 

fl onrsub. mad 





画面 3-4 「 フ ァイル の 切り 替え 」 画 面 


画面 に は 「sample.mod」 を 始め と し て 拡張 子 が 「*mod」 の ファ イル が 6 行 表 示さ れ て い 
泉 ま 。 

次 に この 中 の 「cubemod」 を 選択 し て み ま し ょ う 。 キ ー ボ ー ド か ら [J| ( 下 へ カー ソル 移 
動 ) を 押し て カー ソル を 「cube.mod」 に 合わ せ 、 を 押 も や ま 3R。 そ | うら する と ツリ ー エ 
ディ タ に も どり 、 今 度 は 「cube.mod」 の 内 容 が 表示 され ます 。 


画面 335 ツリ ー エ ディ タ 画 面 (立方 体 ) 


cube. mod POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 


この 状態 で ポリ ゴン エディ タ を 選択 する と 「cube.mod」 の 図形 だ けが 表示 され ます 。 
「sample.mod」 の 画面 に ち ど る と き は 、 再び 「Mode」 メ ニュ ー で 「 フ ァイル の 切り 替え 」 を 
選択 し 、[kK | (上 へ カー ソル 移動 ) 、 で 「samplemod」 を 選択 し ます 。 
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3 章 MODE の 概要 


シェル の 起動 


「Mode」 メ ニュ ー( ま た は [NFER| 十 [S |) で 「 シ ェ ル の 起動 」 を 選択 する と 、 い っ た ん MS 
-DOS の コマ ンド ライ ン に も どり ます 。 次 の よう に 入力 する と 、 再び MODE に も どっ て 
シェ ル を 起動 する 前 の 画面 を 表示 し ます 。 





B>exit [| 


モー ショ ン エ ディ イタ 





「sample.mod」 の 画面 に ちどり 、「Mode」 メ ニュ ー( ま た は [NFER | + [M]) の 「 モ ーション 
エディ タ 」 を 選択 する と 次 の 画面 が 現れ ます 。 


フレ ー ム =, 値 =9 





画面 3-6 「 モ ーション エディ タ 」 画 面 


ボリ ゴン エディ タ で 動画 表示 で きた の は 、 モ ーション デー タ が 作成 し て あっ た か ら で す 。 
モー ショ ン エ ディ タ は 、 い くつ か の コマ (時 間 ) の 変数 の 値 を ユー ザー が 指定 し (ツリ ー エ 
ディ タ で 'ry $0」 の よう に 変数 指定 を し )、 そ の 間 の コマ の 変数 の 値 が 滑ら か に 変化 する 
よう に 目 動 的 に 補っ て 、 モ ーション デー タ を 作成 し ます 。 画面 上 で は 同時 に 3 つま で 、 変 
数 の 時 間 に よ る 変化 を 表示 で きま す 。 モ ーション エディ タ で 指定 し た モー ショ ン デ ー タ の 
動作 は 、 前 述 の か よう に ポリ ゴン エディ タ で チェ ッ ク で きま す 。 


7Z 








33 「Moedei メ ニュ ー 





「 画 カラ ー で 表示 


カラ ー で 画像 を 表示 し て み ま し ょ う 。「Mode」 メ ニュ ー の 「 画 像 表示 」 を 選択 し ます (また 
は [NFER] 二 [e])。「recalc all animation (y/n)?」 と 聞い て き ます の で [Y | [| を 押す と 、 
し ば らく し て か ら 画 面 に カラ ー の 画像 が 表示 され ます (口絵 ⑲ 参 照 ] 

[Q] を 押す と MODE を 終了 し て MS-DOS の コマ ンド ライ ン に も どり 、 画像 が 画面 に 残 
りり ます 。 





アニ メー ショ ン 表 示 


続い て アニ メー ショ ン 表 示さ せ て み ま し ょ う 。 
まず 次 の コマ ンド を 実行 し て 、 画 面 上 に 残っ て いる 画像 を 消し ます 。 


B>cls3 [2| 


そし て 、 再 び mode sample | を 実行 し て 「sample.mod」 を 読み 込ん で くだ さい 。 

「Mode」 メ ニュ ー で 「 画 像 連続 表示 」 を 選択 する (また は + [Al) と 、「recalc all ani- 
mation (y/n)?」 と 聞い て きま す の で [Y| [2 を 押し ます 。 し ば らく し て か ら 画 面 に カラ ー の 
画像 が 1 枚 1 枚 ゆ っ くり と 表示 され ます (口絵 ⑳ 参 照 


「 画 像 連続 表示 」 も 「 画 像 表示 」 と 同様 に 、[Q | を 押す と MODE を 終了 し て MS-DOS の コ 
マン ドラ イン に も どり ます 。 


※ フ ロッ ピー ディ スク に 実行 用 ディ スク を 作成 し た 場合 は 9 コマ 目 ま で し か 表示 で きま せ 
ん 。 
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4 音 
ポリ ゴン エディ タ 


ポリ ゴン エディ タ で は ワイ ヤ フ レ ー ム を 画面 で 確認 し な が ら 作 成 で きま す 。 こ の エディ 
クタ に よっ て 作成 され る デー タ は 、 モ デル ファ イル 中 の ポリ ゴン デー ク だ け で す が 、 さ ま ざ 
まな 視点 か ら こ の 3 次 元 の デー タ を 眺め て 編集 で きま す 。 配置 する と き は ツリ ー エ ディ タ 
へ 行き 来 し な が ら 編 集 し ます 。 





ン ーー ニー ア 夕 乙 / 太 


まず コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し て MODE を 起動 し まし ょ う 。 
3>mode | ジン | 
MODE を 起動 する と ツリ ー エ ディ タ 画 面 が 表示 され る の で 、「 Mode」 メ ニュ ー を ドラ ッ 


グ し て [ポリ ゴン エディ ティ 久 (に 反転 表示 も 信 わ せ 、 マ ツメ ス ボ が 2 表す 。 ボ り 湊 w 王 デ ィ 
タ を 選択 する と 次 の 画面 が 表れ ます 。 


/5 


電 華 ポリ ヨシ エディ タ 


A 
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Frame MMM AE TTY .MMMM 2 


寺 デ ィ イッ キネ カ ー メ 形 


kK 


マウ スカ ー ソ ル 





画面 441 ポリ ゴン エディ タ の 画面 


「 上 面 図 」「 側面 図 」「 正 面 図 」「 透 視 図 」 に は 、 そ れ ぞ れ 現 在 編集 し て いる 物体 の 上 面 図 、 側 
面 図 、 正 面 図 、 そ し て 透視 図 (任意 の 方 向 か ら 物体 を 眺め た 図 ) を 表示 し ます 。 ま た 、 編 集 

画面 右 に ある 2 列 の アイ コン を 使い ます 。 

カー ソル に は 、 マ ウス の 動き に 合わ せ て 移動 する マウ スカ ー ソ ル と 、 各 ウィ ンド ウ の 中 
央 に 表示 され て いる エディ ッ ト カ ー ツ ル ( 十 印 ) が あり ます 。 マ ウス カー ソル は 画面 内 の 座 
標 を 指定 し 、 実 行 す る 作業 の 選択 な ど に 使い ます 。 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル は 、 物 体 を 作成 す 
る 座標 系 内 の 座標 を 指定 し 、 ポ リ ゴ ン の 頂点 の 座標 の 指定 な ど に 使い ます 。 エ ディ ッ ト カ ー 
ソル の 座標 は 、 画 面 の 最上 行 に 表示 され て いま す 。 

画面 の 最 下 行 に は 、 処 理 内 容 に 応じ た メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


カン ブン の / を ご 交 災 


ボリ ゴン を 作成 する に は 、 点 を 作り 、 点 を つない で ポリ ゴン を 作る 、 と いう 手順 が 必要 
て す 。 ます 、 ポリ ゴン シン を 桁 名 な WS に 


まし ょ う 。 使用 する アイ コン は / 訟 (選択 点 解 除 ) 、 "(選択 点 指定 モー ド ) 、 9 (カー 
ル 移動 モー ド ) 、 人 ( 点 作成 )、." ロ (ポリ ゴン 作成 )、 (削除 )、 県 (アン ドゥ ) です 。 








4.2 ポリ ゴン の 作成 と 削除 


男 ポリ ゴン の 作成 





園 点 を 作成 

座標 が 整数 値 に なる よう に 揚陸 (メッ シュ ) の アイ コン を クリ ッ ク し て メッ シュ を 表示 さ 
益 ま ず ず 。 

次 に マウ スカ ー ソ ル を 「 正 面 図 」 の 中 に 動か し 、 ド ラッ グ し て 座標 値 が 「1, 1, 0」 を 指し た 
ら 、 ボ タン を 放し て くだ さい 。 そ うす る と エディ ッ ト カ ー ソ ル が マウ スカ ー ソ ル の 位置 に 
移動 し ます 。 続 いて マウ スカ ー ソ ル を 「 側 面 図 の 中 に 動か し 、 ド ラッ グ し て 座標 値 が 「1, 
1。 1」 を 指し た ら 、 ボ タン を 放し て くだ さい 。 "側面 図 ヾ の タイ トル を クリ ッ ク す る と 、 エ 
閥 下條 必定 學 下 重層 置 に 上 が で き は ほ - う 3 坦 夫 粒 に し で 11。 1 あす ー 和 一 1。 1」、「 一 1 
1。 1」 の 座標 で 点 を 打ち ます 。 

も し 途中 で 違う と ころ へ 点 を 打っ て し まっ た と き は 、 時 。 (アン ドゥ ) の アイ コン を ク 
リッ ク し ます 。 こ の アイ コン は 、 直 前 の 処理 を 取り 消し で き 、 点 が 削除 され ます 。 


画 選択 点 か ら ポ ボ ポリゴン を 作成 
4 点 を 指定 し た ら 、 .“『 (ポリ ゴン 作成 ) の アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 各 点 が 線 で 結ば 
れ 、 正 方 形 の ポリ ゴン が で きま す 。 


Frame MM _ ぷ -1 .9MO99 Y 1 .MMM 2 1 .9M9M 
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画面 4-2 正方 形 の 表示 


7/ 


本 ボリ け ゴ ン エ ディ イタ 





ポリ ゴン の 削除 


一 点 を 選択 

本村 未 ら 印 で 姜 示 & れ 近 3 役 な め 記 の 挟 態 提灯 本 生 飼 いら を と きい 隊 説 の 
を 選択 点 と いい ます 。 こ こ で / 商 (選択 点 解除 ) の アイ コン を クリ ッ ク し まし ょ う 。 そ うす 
る と 、 点 が 見 を なくなり ます 。 この 点 の 状態 を 選択 きれ て いな いと 呼び ます 。 / 設 (選択 点 
解除 ) の アイ コン は 、 す べ て の 点 を 選択 きれ て いな い 状 態 に し ます 。 

再び ポリ ゴン 上 の 選択 きれ て いな い 点 を 選択 され た 状態 に する に は =“: (選択 点 指定 


モー ド ) の アイ コン を 使用 し ます 。:: : (選択 点 指定 モー ド ) の アイ コン を クリ ッ ク し まし ょ 
う 。 す る と 、* (カー ソル 移動 モー ド ) の アイ コン が 通常 表示 に な り 、" (選択 点 指定 モー 
ド ) の アイ コン が 反転 表示 に な り ま す 。 これ は 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を 動か せな く な る 代わ 
り に 、 点 を 選択 で きる 状態 に な っ た こと を 示し ます 。 マ ウス カー ソル を 選択 され て いな い 
点 の 上 に 持っ て いき 、 ク リッ ク し て くだ さい 。 点 が 作っ た と き と 同 じ よ うに 赤い ※ 印 で 表 


示さ れ ま す 。 選択 点 を も う 一 度 ク リッ ク す る と 、 選 択 さ きれ て いな い 状 態 に な り ま す 。 


一 選択 点 の 削除 

今度 は 正方 形 を 削除 し て み ま す 。 ま ず / 設 (選択 点 解 除 ) を クリ ッ ク し て 選択 点 を な くし 、 
(選択 点 指定 モー ド ) の アイ コン を 反転 表示 させ て 消し た い 点 を 選択 し ます 。 

すべ て の 点 を 選択 し た ら % 位 (削除) の アイ コン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 点 が 削除 きれ 
る こと で 、 ポ リ ゴ ン も 削除 され ます 。 

点 を 選択 する 方 法 に は 、 点 の 上 で クリ ッ ク す る ほか に も う 1 つ 方 法 が あり ます 。 適当 な 
位置 か ら ド ラッ グ し て マウ ス を 移動 させ る と 枠 線 が 表示 され ます 。 枠 線 が 選択 し た い 点 を 
囲む 位置 に きた ら マ ウス ボタ ン を 放し ます 。 す る と 枠 線 が 消え 、 株 内 の 点 が 選択 きれ ま 


す 。 こ うす れ ば 、 あ る 範囲 内 の 点 す べ て を 選択 で きま す 。 
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4.3 ポリ ゴン の 編集 こ 


プ ヴ カク フン の 龍 


この 節 で は 、 前 述 の 機能 も 含め 、 ポ リ ゴ ン エディ タ の 各 機 能 に つい て アイ コン を 5 つの 
種類 に 分 け て 説明 を し ます 。 


@ モ ー ド を 選択 する アイ コン 。 ポリゴン エディ タ の 2 つの モー ド を 切り 替え ます 

@ 選択 点 に 対し て 処理 を 行う アイ コン 。 こ こ に 属す る アイ コン で デー タ を 作成 し ます 
@ 画面 制御 用 の アイ コン 。 これら に は 画面 の 表示 状態 を 変え る 機能 が あり ます _ 

を ヴィン ドド BO アイ 

e その 他 の アイ コン 


次 の アイ コメ は スイ ッ チ な っ で いま す 。 デ 魔 クリ ッ ク す る と アキ コン が 友 転 王寺 に な 
り 、 そ の アイ コン の 機能 が オン に な り ま す 。 もう 一 度 ク リッ ク す る と 、 オ フ に な り 通 常 の 
表示 に も どり ます 。 


(選択 点 指定 モー ド ) 

*3* (カー ソル 移動 モー ド ) 
回 (透視 図 ) 

画 ) (正面 図 ) 

「 (側面 図 ) 

部 (上面 図 ) 

オキ (座標軸 ) 

本 (メッ シュ ) 

ノ  ( 法 線 表示 非 表示 ) 


の (HELP) 


月 
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4 章 ポリ ゴン エディ タ 


動作 モー ド 


ポリ ゴン エディ タ に は 2 つの モー ド が あり 、 常 に その うち の 1 つが 選択 きれ て いま す 。 





この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 選 択 点 を 指定 する モー ド に な り ま す 。 選択 点 は 、 選 択 
し た い 点 の 上 で クリ ッ ク す る か 、 マ ウス ボタ ン を 押し た まま マウ ス を 動か し て 範囲 を 指定 
比 身 理 。 

点 を 作成 する と き 以 外 は この モー ド に し て お いて くだ さい 。 


較 カーソル 移動 モー ド ( 避 ) 

ポリ ゴン エディ タ で 最初 に 選択 きれ て いる アイ コン で す 。 こ の アイ コン を クリ ッ ク す る 
と 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル が 移動 で きる モー ド に な り ま す 。 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル の 移動 に は 
2 通り あり ます 。 ウ ィ ン ド ツウ 内 で 移動 きせ た い 座 標 で クリ ッ ク し て 移動 きせ る か 、 エ ディ ッ 
トカ ー ソ ル を ドラ ッ グ し て 細か い 移 動 を させ る と いう 方 法 で す 。 My ( 点 作 成 )、「 上 面 図 」、 
「 側 面 図 」、「 正 面 図 」、「 透 視 図 」 を クリ ッ ク す る と カー ソル 位置 に 点 が 打 た れ ま す 。 


| 選択 点 に 対す る 処理 


J 


I 
8 
oe 
3 8 





国選 択 点 解 除 ( / 疫 ) 
この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 現 在 選 択 き れ て いる 点 す べ て を 選択 され て いな い 状 態 
に し ます 。 同時 に 画面 の 描き 直し も 行い ます 。 


一 ポリ ゴン 作成 (“ご ) 
この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 す べ て の 選択 点 を つない で ポリ ゴン を 作成 し ます 。 


画 削 除 ('@ ) 
この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 す べ て の 選択 点 を 削除 し ます 。 
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4.3 ポリ ゴン の 編集 


男 中 点 作 成 ( を ) 

この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 2 つの 選択 点 の 中 間 点 に 点 を 作り ます 。 た だ し 、 こ と の 2 
つの 選択 点 は それ ぞ れ 同じ ポリ ゴン の 頂点 と な っ て いな けれ ば な り ま せん 。 選択 点 が 2 つ 
以上 ある 場合 も 、 こ の 条件 に 合っ て いれ ば お の お の の 中 間 点 に 点 を 作り ます 。 

この 機能 は 、 ポ リ ゴ ン の 頂点 の 数 を 変え た た いと き な ど に 使用 し ます 。 た と えば 、 こ の ア 
イコ ン で 中 間 点 を 作り 、 そ の 点 を 適当 な 位置 に 移動 きせ ます 。 





画面 4-3 正方 形 を 三角 形 に 変形 


0 
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画 移動 

選択 点 指定 モー ド の 場合 、 選 択 点 を 移動 きせ ます 。 操作 方 法 は 、 こ の アイ コン を クリ ッ 
ク し 、 移 動き させ たい 距離 を エディ ッ ト カ ー ソ ル で 指定 し 、 も う 一 度 こ の アイ コン を クリ ッ 
の だ 

移動 距離 は 、 LAN ッ ト カ ー ソ ル の 座標 か ら 移 動 し た 距離 と な り ま 
す 。 こ の 距離 は 、 通 常 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル の 座標 が 表示 され て いる 場所 に 表示 され ます 。 
DFE PO RR CR RARE 
の 方 法 と 同じ で す 。 

移動 を 中 止 し た いと き は 、 終 了 す る 前 に th (アン ドゥ ) を クリ ッ ク し ます 。 


画 複写 ( 『- ) 
選択 点 、 ま た は 選択 ブロ ッ ク を 平行 移動 させ て 複写 し ます 。 操作 方 法 は “(移動 ) と 同 


a 
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画面 4-4 三角 形 を 複写 








4.3 ポリ ゴン の 編集 


園 回 転 ( で ) 

選択 点 、 ま た は 選択 プロ ッ ク を エディ ッ ト カ ー ソ ル の 座標 を 中 心 に し て 回 転 き せま す 。 
操作 方 法 は 、 こ の アイ コン を クリ ッ ク し て 回 転 角 を 指定 し 、 も う 一 度 こ の アイ コン を クリ ッ 
0 じ まほ 

回 転 角 は 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を 移動 きせ た 座標 で 指定 し ます 。 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を 
上 面 図 で 移動 させ た 場合 は 、 正 面 図 に 垂直 で 移動 前 の エディ ッ ト カ カー ソル の 座標 を 通る 直 
線 を 中 心 と し た 回 転 角 を 指定 し た こと に な り ま す 。 

回 転 を 中 止 し た いと き は 、 終 了 す る 前 に "He (アン ドゥ ) を ク リック し ます 。 





* 4 2 
園 回 QQ 


オキ 
と 虚 
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画面 4-5 三角 形 を 回 転 


00 





邊 て ボサ ゴ タ エ ディ タ 


一 拡 大 だ 縮小 ( ロロ | ) 

選択 点 、 ま た は 選択 プロ ッ ク を エディ ッ ト カ ー ソ ル の 座標 を 中 心 に し て 拡大 また は 縮小 
し ます 。 操作 方 法 は 、 ま ず こ の アイ コン を クリ ッ ク し て 拡大 率 ( 縮 小 率 ) を エディ ッ ト カ ー 
展 記 指定 し 、 も う 一 度 こ の アイ コシ ン 交 クリ ルック し ます 。 

拡大 率 (縮小 率 ) は 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を 移動 きせ た 座標 で 指定 し ます 。 移動 前 の エ 
ディ ッ ト カ ー ソ ル の 座標 を X、Y、Z 座標 に つき 1 倍 と し 、 各 軸 に つい て 正 の 方 向 に 移動 き 
せる ほど 拡大 され 、 負 の 方 向 に 移動 きせ る ほど 縮小 され ます 。 拡 大 率 (縮小 率 ) は 、 通 常 エ 
ディ ッ ト カ ー ソ ル の 座標 が 表示 され て いる 場所 に 表示 され ます 。 

拡大 また は 縮小 を 中 止 し た いと き は 、 麗 。 (アン ドゥ ) を クリ ッ ク し ます 。 


Frame MM 4M.MMMM Y eS.MgMM 2 Ao 2 


3 し 」 
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画面 4-6 拡大 で 三角 形 を 変形 


04 
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画面 制御 用 の アイ コン 


一 三面 図 と 透視 図 ( 時 ) 
三面 図 と 透視 図 を 表示 し ます 。 ポ リ ゴ ン エディ タ で 最初 に 選択 きれ て いる 画面 で す 。 





いずれ か の 図 を 画面 いっ ぱい に 表示 し ます 。 


圏 座標 軸 ( 十 ) 
この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 三 面 図 お よび 透視 図 上 に 原点 を 中 心 と し た 座標軸 が 表 
示さ れ ま す 。 もう 一 度 こ の アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 座 標 軸 は 消え ます 。 


田 メ ッシュ ( 慮 ) 

ご の アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 三 較 図 に メッ ジュ を 表示 し レ ます 。』 こ の 状態 牙 知 、 キ 
ディ ッ ト カ ー ソ ル は メッ シュ 上 以外 に は 移動 で きま せん 。 こ の メッ シュ は 、 エ ディ ッ ト カ ー 
ソル が 移動 する すべ て の 処理 に 適用 きれ ます 。 つ まり 、 移 動 や 拡大 な どの 処理 を する と き 
に も エディ ッ ト カ ー ソ ル の 動け る 座標 が メッ シュ 上 の み と な り ま す 。 メ ッシュ を 消す に は 
も er 度 こ の アイ る mse クリ ツク 

また 、 メ ッシュ の 間隔 は エディ ッ ト カ ガー ツル の 大 きき に 依存 し . ま すず す 。 


男 カ カー ソル 拡大 (  ) アカ ー ソ ル 縮 小 ( 下 , ) 

エディ ッ ト カ ー ソ ル の 大 きき を 拡大 、 縮 小 し ます 。 こ の アイ コン を 1 回 クリ ッ ク す る と 
1 段階 大 きき が 変化 し ます 。 表 示 の スケ ー ル を 変え た た め カ ー ソ ル が 適当 な 大 きき さ で 表示 
され な く な っ た と き に 使用 し ます 。 また 、 メ ッシュ の 間隔 を 変え たい とき に も 使用 し ます 。 
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Frame MM % .ZMM9B Z 2 





画面 4-7 カー ソル を 拡大 


ウィン ドウ 上 の アイ コン 


画 点 作 成 (上 面 図 」「 側 面 図 」「 正 面 図 」「 透 視 図 」) 

答 ウ ィ ン ド ウ の 中 の 「 上 面 図 」 や 「 側面 図 」、「 正 面 図 」、「 透 視 図 」 を クリ ッ ク す る と 、 エ 
ディ ッ ト カ ー ソ ル の 座標 に 点 を 作成 で きま す 。 作 られ た 点 は 、 選 択 さ れ た 状態 に な っ て い 
ます で 


一 上 下 左 石 移動 ( 語 ) 
大 き な 物 体 を 作っ た と き な ど は 、 ウ ィ ン ド ウ の 中 に 物体 の 全体 が 入り きら な いと き が あ 
り ま す 。 そ うい うと き は 、 こ の アイ コン を 使っ て 表示 され る 座標 の 範囲 を 指定 し ます 。 
この アイ コン 上 で ドラ ッ グ する と 、 ウ ィ ン ド ウツ 内 に 四角 い 枠 が 表示 され ます 。 こ の 枠 が 
マウ ス の 動き に 合わ せ て 動く の で 、 表 示さ せ た い 範囲 へ 移動 きせ て マウ ス ボ タ ン を 放し ま 
す 。 表示 範囲 は 梓 を 動か し た 方 向 と 逆 に 移動 し ます 。 
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圏 リ セッ ト ( 重 

この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 図 形 を 初期 状態 に ち ど し ます 。 た と えば 、 表 示 範 囲 の 
中 心 を 原点 に する 、 ス ケー ル を も と に も どす 、 視 点 を 原点 に し て 方 向 は Z 軸 方 向 に する 、 
な どの 処理 を 行い ます 。 


一 ス ケー ル 変 更 ( 本 ) 

表示 する 物体 の 縮尺 を 変更 し ます 。 操 作 方 法 は 、 こ の アイ コン 上 で ドラ ッ グ する と 画面 
に 長方形 の 枠 線 が 表示 され ます 。 こ の まま マウ ス を 動か し て 枠 線 の 大 き さ を 変化 させ て 縮 
尺 を 決定 し 、 ボ タン を 放し ます 。 こ の 枠 線 の 大 き さ を 小さ くす れ ば 拡大 、 大 きく すれ ば 縮 
0 


Frame MMM 


ーー 
と 問 
が 。 
¢ 
42 
ん 





画面 448 スケ ー ル 変更 の 枠 線 
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4 章 ボリ ゴン エディ タ 


00 


一 フィ ッ ト (「[ | ) | 

この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 縮 尺 を 変更 し て 編集 中 の すべ て の ポリ ゴン が ウィ ンド 
ツ の 画面 いっ ぱい に 表示 され ます 。 三面 図 の いずれ か で 行っ た と き は 、 三 面 図 すべ て が 画 
面 い っ ぱい に 表示 され ます 。「 透 視 図 」、 で 行っ た と き は 、「 透 視 図 」 だ けが 画面 いっ ぱい に 表 
示さ れ ま す 。 


一 セン ター (「CEN」) 
各 ウ ィ ン ド ウ 上 の 「CEN」( セ ンタ ー) アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を 
中 心 と し て 表示 し ます 。 


一 X 電視 点 回 転 ( 忌 )、Y 軸 視 点 回 転 ( 翌 )、Z 軸 視 点 回 転 (  ) 

この アイ コン を 使っ て 、 透視 図 の 視点 を エディ ッ ト カ ー ソ ル か ら X 軸 (Y 軸 、Z 軸 ) に 平 
行 に 伸ばし た 線 を 中 心 に し て 回 転 き せま す 。 こ の アイ コン 上 で ドラ ッ グ し て マウ ス を 左右 
に 動か し て マウ ス ボ タ ン を 放す と 、 透 視 図 上 を 線 が 回 転 し ます 。 こ の 線 の 向き で 回 転 角 を 
決定 し ます 。 この 機能 を 使う 前 に 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を 編集 中 の 物体 の 中 心 に 移動 きせ 
で お さす で と よい で て で し CF | 8 


田 有 後 移動 ( 刻 ) 

透視 図 の 視点 を 移動 し ます 。 操作 方 法 は 、 こ の アイ コン 上 で ドラ ッ グ する と 画面 に 長 方 
形 の 梓 が 表示 され る の で 、 こ の まま マウ ス を 動か し て 長方形 の 大 き さ を 変更 し 、 ボ タン を 
放し ます 。 この 長方形 の 大 き さ を 小さ くす れ ば 視点 を 前 方 へ 移動 、 大 きく すれ ば 後方 へ 移 
動 し ます 。 








43 ポリ ゴン の 編集 





その 他 の アイ コン 


一 法 線 生成 ( ぶ > ) 

法 線 ベ クト ル を 生成 し ます 。 法 線 さ クト ル は 、 画 像 ファ イル を 作る と き に ポリ ゴン の 頂 
点 を 滑ら か に 見 せる た め に 指定 し ます 。 

法 線 ベク トル を 表示 する た め に は 、 ま ず こ と この アイ コン を 選択 し て 法 線 ベ さ ク トル を 生成 す 
る 必要 が あり ます 。 


國 法 線 表 示 (  ) 


法 線 ベク トル の 表示 、 非 表示 の 切り 替え を 行い ます 。 > ( 法 線 生成 ) を クリ ッ ク し て 法 
線 生成 し た 後 、 続 け て この アイ コン を クリ ッ ク す る と 法 線 を 表示 し ます 。 


1 .999g9 


計 2 
園 寺 園 回 da 


x 
< 


Se 





画面 4-9 法 線 を 表示 


0J 


相 拉 ボリ ゴメ エディ タ 


dU 





園 法 線 変更 (12 ) 

三面 図 を 使っ て 法 線 ベク トル の 向き を 変更 し ます 。 変更 する と き は 、 まず 点 を 選択 (赤色 
の x 印 を 表示 ) し て か ら ノ ( 法 線 表示 ) を クリ ッ ク し て 反転 表示 させ 、 こ の アイ コン を ク 
リッ ク し ます 。 選択 点 か ら 赤 色 の 線 が 表示 され る の で 、 ド ラッ グ し て エディ ッ ト カ ー ソ ツル 
を 動か し な が ら 法 線 ベ クト ル の 向き を 変更 し ます 。 もう一度 多 ( 法 線 変更 ) を クリ ッ ク す 
る と 法 線 ベク トル の 向き が 決定 し て 緑色 の 線 で 表示 され ます 。 


画 センタリング ( ::: ) 
この アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 エ ディ ッ ト カ ー ソ ル を すべ て の 選択 点 の 中 心 へ 移動 さ 
せま す 。 


回 必 画 Mg 


オ - 
日 
は 
直 

/ 

べ 〉 


Ne 


画面 4-10 エディ ッ ト カ ー ソ ル を 三角 形 の 中 心 に 移動 





4.3 ポリ ゴン の 編集 


田 ア ンド ウ ( 中 ) 
直前 の 処理 を 取り 消し ます 。 2 度 続け て クリ ッ ク す る と 、1 度目 の アン ドゥ を 取り 消し ま 
ます 。 


田 HELP( の) 

この 大 イコ ン 間 ク = ei 8 
の 簡単 な 説明 が 表示 され ます 。 HELP を 終了 する に 一 麻 こ の アイ コン を クリ ッ タ ク 
i 


また の (HELP) が 反転 表示 中 に 他 の メニ ュー を 選択 し た 場合 に も HELP を 終了 し ま 
ず : 





Frame MM A. CANE Y -Q.33333 2 EN 


オン ライ ン ヘル プ 


に を ノッ ノド ワウ を 解説 し 
杉 記 の 包 し い ア イコ ン や ウ ・ 2 


イィ コン を 押す と 元 の 状態 に 戻り は チ TN 
’ 


L 
0 '〈 





画面 4-11 HELP の 表示 


4 章 ポリ ゴン エディ タ 


ググ チー パー に CAS 
ポリ ゴン エディ タ で で きる キー 操作 は 「Mode」 メ ニュ ー の 選択 、 動 画 表示 の 2 つ で す 。 


「Mode」 メ ニュ ー の 選択 に つい て は ポリ ゴン エディ タ 、 ツ リー エディ タ 、 モ ーション エ 
ディ タ 、 フ ァイル の 切り 替え で 共通 で す 。 


園 「Mode」 メ ニュ ー の 選択 
ポリ ゴン エディ タ で は マウ ス に よる 「Mode」 メ ニュ ー の 選択 を 次 の キー 操作 で 代用 で き 
ま は も 


[NFER] 寺 [T]([XFER] 寺 [T]) ツリ ー エ ディ タ ヘ へ 
LNFER] 十 [P] (|XFER]  [P]) ポリ ゴン エディ タ へ 
[NFER] + [M] ([XFER ] + [M]) モー ショ ン エ ディ タ へ 
[NFER] 二 [F] ([XFER] + [F]) ファ イル の 切り 替え 
| NFER | 十 [S | ([XFER | [$]) シェ ル の 起動 

LNFER] |G] ([XFER] +[G]) 画像 表示 
LNFER] 十 [A|([XFER] + [A]) 画像 連続 表示 
[NFER] 二 [Q]([XFER]+[o]) MODE の 終了 


思 動画 表示 
ポリ ゴン エディ タ に は モー ショ ン エ ディ タ で 作っ た モー ショ ン デ ー タ の 動き を 確認 する 
機能 もち も ありま す 。 次 の キー で コマ の 確認 を し ます 。 ツ 


IN] 次 の コマ を 表示 
| 次 の コマ を 表示 
| [P 前 の コマ を 表示 
| CerRL) + (9 前 の コマ を 表示 
| [erRr) + 画面 を 再 描画 
| lsHFT] [2 キー の 説明 を 表示 


な お 、 モ ーション デー タ が な いと き に | スペ ー ぇ | を 押す と 、 画 面 を 再 描画 し ます 。 
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- 埋 半 守 
リリ ー エ ディ イタ 


が ゲ ザ ー エ ディ イダ MODE の 中 は と な な も の です 。 ボリ ゴン エディ タダ タ で 作っ た ポ り ゴン 
の 配置 を 決め た り 、 モ ーション エ デ ネ タタ 人 で 作 つ を な モ ー シ ジョン デー タ で 動かす 部 分 を 第 定 し 
た り し ます 。 お も な 機能 は 次 の と お り で す 。 


@ ポリ ゴン の 表示 位置 指定 

@ 他 の ポリ ゴン デー タ の 読み 込み 
@ ブ ロッ ク の 作成 

@ ツ ソール の 使用 

@ モ ーション 部 分 の 指定 

@ ポリ ゴン の 人 色 指 定 ( 第 3 編 参 照 ) 


ら / ツノ ー テ テッ クタ 太 


MODE は 、 常 に ツリ ー エ ディ タ か ら 起 動 し ます 。「3 曹 MODE の 概要 」 で 紹介 し た 
「sample.mod」 の 画面 で 簡単 に 解説 し て み ま し ょ う 。 


画面 BC1 ツリ ー エ ディ タ 画 面 






samb lg. mad or GS 持 の き 字 … 横 方 向 の 解像度 を 213 ドッ ト 、 視 界 を 64 度 に 指定 
MISS3.450004 1 WS の] 縦 方 向 の 解像度 を 133 ドッ ト 、 視 界 を 40 度 に 指定 
は MS 0、 9, bp te ey 育 景色 を 指定 (灰色 ) 
ET 光源 色 を 指定 (白色 ) 
bE) ee 光源 の 向き を 指定 
ーー 光源 を 指定 
tz 30 re 物体 を Z 軸 に そっ て 30 移動 
FU OQ ee 物体 を Y 軸 を 中 心 に し て $0( 変 数 ) 度 回 転 
H 球 EGE ント 
IE tres rare 球 を 赤色 に 指定 
enet ts 球 を Y 軸 に そっ て 5 移動 
SX 2 ee 球 の 半径 を X 方 向 に 2 倍 に する 


TD 


9J 





ツリ テー 直 デ イタ 


画面 に は モデ ル デ ー タ が 文字 で 表示 され ます 。 こ の 1 行 が 1 つの モデ ル デ ー タ で あり 、 
同じ ブロ ッ ク に 属す る デー タ が 線 で 結ば れ て いま す 。 ブ ロッ ク に され た デー タ は 、 そ の プ 
ロッ ク の レベ ル が 低い ほど 右 に 表示 され ます 。 ま た モデ ル デ ー タ の 最上 行 の 左 に は 、 モ デ 
ル デ ー タ の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 

カー ソル ( 画 ) が モデ ル デ ー タ の 左 に 表示 され て いま す が 、 こ の カー ソル で 処理 の 対象 と 
な る デー タ を 指定 し ます 。 ま た 、 こ の カー ソル の 位置 に よっ て 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 表示 
され る デー タ の 範囲 が 変わ り ま す 。 表 示さ れる の は 、 カ ー ソ ル が 指定 し て いる デー タ の 属 
の アセ ロッ ツク だ け サ で すず 。 


ら の ぞ デ シン グ の 業 謎 


この 節 で は ツリ ー エ ディ タ を 使っ て ポリ ゴン エディ タ で 確認 し な が ら モ デリ ング し て み 
ます 。 


基本 的 な 操作 


- ツリ ー エ ディ タ で は お も に キー ボー ド 入 力 で 操作 を 行い ます の で 、 ま ず 基 本 的 な キー 操 
作 を 以下 に 示し ます 。 た だ し 最低 限 必要 な キー は [H]、[L]、[ リ ] 、[K] の 4 つ だ け な の で 
他 の キー は 必要 に 応じ て 覚え を て いけ ば よい で し ょ う 。 詳し い キ ー 操 作 は 「5.3 デー タ の 編 





集 」 で 説明 ( ゆ ま する 

な お 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト は 大 文字 ([SHiFr] + と 記述 ) と 小文字 を 区 別 す る の で 気 を 付け て く 
だ さい 。 

カー ソル 移動 キー 


次 ( 下 ) の デー タム 移動 


前 (上 ) の デー タム 移動 
1 つ 上 の レベ ル ( 左 )^ へ 移動 
1 つ 下 の レベ ル ( 右 )^ へ 移動 
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5.2 モデ サリ ング の 実際 





デー タ 編 集 キ ー 


[SHIFT |+[>] | カー ソル 位置 の デー タ の レベ ル を 1 つ 下 げ る (ブロ ッ ク 操 作 に 使用 ) 
[SHIFT |+[<] | カー ソル 位置 の デー タ の レベ ル を 1 つ 上 げ る (ブロ ッ ク 操 作 に 使用 ) 
カー ソル 位置 の デー タ を 削除 し 、 バ ッ フ ァ へ た め る (ブロ ッ ク 操 作 に 使用 ) 
バッ ファ の デー タ を カー ソル 位置 の 次 の 行 へ 挿入 (ブロ ッ ク 操 作 に 使用 ) 


"ミー の デー タ を を カー ソル 位置 の 次 の 行 へ 挿入 (デー タ の 書き 込み に 使用 ) 
[SHIFT ]+[C] | デー タ の タイ プ を 変更 (デー タ の 書き 込み に 使用 ) 
デー タ の 引数 を 変更 (デー タ の 書き 込み に 使用 ) 
[ SHIFT ]+($]」 | デー タ の 引数 が 定数 か 変数 か を 選択 
直前 の 処理 を 取り 消す 





キー 操作 が 分 か ら な く な っ た と き は 、 填 | ? | で ツウ リー エディタ の ヘル プ 画 面 を 表 
示し て 確認 し まし ょ う 。 


法 : この モー ド で の キー 割当 て 
面 : 
へ 和 0 する 


ソル 
; 2 < 動か す 
ガー に 

カー ソル を 右 に 

マー クス 移動 する 

a es 
: 押 i 

し い 枝 を カー ソル の 下記 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 


BR 
Cs 
di 
6: 
h: 
J5 
qd 
K 

k: 
l: 
Mm: 


oO の 





画面 5-2 ツリ ー エ ディ タ の ヘル プ 画 面 
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記 難 "ツリー 天 イ 釣 


| コマ ンド で 床 の 読み 込み 
まず mode [2| と 入力 し て MODE を 起動 する と 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


画面 5-3 ツリ ー エ ディ タ 画 面 





NONE 





(デー タ の 引数 を 変更 ) 、 [| で Ci” コマ ンド の 入力 )、 [上 ] (1 っ 下 の レ ベル へ 移動 )、 
と 続け て floor.mod | と 入力 し ます 。 そ うす る と 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


画面 5-4 ツリ ー エ ディ クタ 画面 





i floor.mod 





ここ で 「 ポ リ ゴ ン エディ タ ュ を 選択 する と 床 の ウ イヤ フレ ー ム が 表示 され ます 。 


Lua] 


中 賠 加 し E 


NN 


1 に ES §- = 


上 

0 

B ; 

4 

N の 
| UU & 





画面 5-5 ポリ ゴン エディ タ 画 面 


db 








5.2 モデ リン グ の 実際 


田 床 の 上 に 四角 鐘 を 配置 

今度 は 床 の 上 に 四角 鍵 を 配置 し て み ま し ょ う 。 

「 ツ リー エディ タ 」 を 選択 し て 、[sHFT」 十 |o] で 「NONE」 を 作成 し ます 。 先程 と 同様 に 
[c]、[」、[]、[c] と キー 操作 し て pyramid.mod | と 入力 し ます 。 

そし て |[H| キー で カー ソル を 先頭 位置 に 移動 し て 、「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 を 選択 し て 画面 
を 確認 し ます 。 


9.9gO9O 
を 





画面 5-6 ポリ ゴン エディ タ 画 面 
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本 コル リー モ ヂ ン ィ 夷 


画 "t コマ ンド で 位置 を 移動 
画面 で は 床 と 四角 鍵 が 離れ て 表示 され て いま す の で 、 く っ つけ て み ま す 。 
(メッ シュ ) を 選択 し て 「 正 面 図 」、 で マウ スカ ー ソ ル を 床 の 上 に 移動 し ます 。Y 座標 が 
「 一 5」 な の で 、Y 方 向 に 「 一 5」 移 動 す れ ば よい こと が 分 か り ま す 。 
「 ツ リー エディ タ 」 を 選択 し 、 最初 に [SHiFT] [Oo] で 「NONE」 を 作成 し ます 。[c]、[T|、 
[Y]、[L | 、[c] と キー 操作 し て 一 5 [| と 入力 し ます 。 
カー ソル は | H| キー で 先頭 位置 に も ち ど し て お きま し ょ う 。 


画面 5-7 ツリ ー エ ディ タ 画 面 
Mg ey 
| buramid.mod 
GOOG 


「 ポリゴン エディ タ 」 を 選択 し て 画面 を 確認 し ます 。 


_ Frame MMM .MMMM Y MM.MMMMM 2 9.MMMMM 





画面 5-83 ボリ ゴン エディ タ 画 面 


四角 鍵 だ け を 移動 し た つも り が 、 床 に くっ つい て いま せん 。 こ れ は ("コマ ンド が 両方 に 
きき Ms て し まっ た た だ ぬ め 、 府 刊 が ず 月 向 に ' 一 5 移動 し て し まっ だ の で すず 。 


d0 








5.2 モデ リン グ の 実際 


画 " > "コマ ンド で 階層 化 
それ で は 四角 鍵 だ け を 移動 する とき は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 一 部 に だ け そ の コマ 
ンド を 有効 に させ る た め に は 、 そ の 部 分 を ブロ ッ ク に (階層 化 ) し ます 。 ] 
「 ツ リー エディ タ 」 を 選択 し て [SHiFT] + [>] と する と 、「ty 一 5」 が 1 つ 下 の 階層 に 移動 し 


ます 。 次 に [| 」| キー で カー ソル を 移動 し て |[p] 、[k] 、[P] と 続け て 入力 し て 四角 鍵 の デー 
タ を 「ty 一 5」 と 同じ ブロ ッ ク に 移動 し ます 。 


終わ っ た ら |H] キ ー で カー ソル を 先頭 位置 に も ど し て お く の は 前 述 の と お り で す 。 


画面 5-9 ツリ ー エ ディ タ 画 面 


も り - こ ら 
| pyuramid.mod 


1 floor .mmQod 





「 ボ ポリ ゴン エディ タ 」 を 選択 する と 、 今 度 は 四角 鍵 が 床 に くっ つい て 表示 され ます 。 


Frame MO ※ .Mg 2 ゲー 
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で ツリ で 到 飲 イシ 
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画 "s "コマ ンド で 四角 錯 を 拡大 

四角 氏 が 床 に 対し て 小さ すぎ る の で 、 拡大 し て み ま し ょ う 。 拡大 に は “s 々 コマ ンド を 使い 
ます 。 

「 ツ リー エ ディ タ 」 で 、[L] キー で カー ソル を 「ty 一 5」 の 左 に 移動 し て [9] キ ー で 
「NONE」 を 作成 し ます 。[c]、[s]、[X] 、 し 上 、[C] と キー 操作 し て 4[ ツ ] と 入力 し ます 。 
これ で X 軸 に そっ て 4 倍 に 拡大 し ます 。 

同様 に [o]、[c]、[s]、[Y]、[ 全 ]、[c] と キー 操作 し て 4[ 忌 | と 入力 すれ ば Y 軸 に そっ 
て 4 倍 に 拡大 し ます 。 

また 、[o]、[c]、[s]、[z] 、[E]、[c] と キー 操作 し て 4 [| と 入力 すれ ば Z 軸 に そっ 
て 4 倍 に 拡大 し ます 。 

[H] キ ー を 2 回 押し て 先頭 位置 に カー ソル を も ど し て 「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 を 選択 する 
と 、 四 角 氏 が 床 の 上 に 拡大 し て 表示 され ます 。 


EN Y CAN 2 


画面 5-11 ボリ ゴン エディ タ 画 面 











ウル 





5.3 デー タ の 編集 


ファ イル を 保存 


これ まで 作っ て きた ファ イル を 「testmod」 と いう ファ イル 名 で 保存 し て お きま し ょ う 。 

「Mode」 メ ニュ ー で 「 終 了 」 を 選択 する と 、「" ツ と いう ファ イル を セー ブ し ます か ?(『 or 
n) 」 と 聞い て きま す の で 、[|Y| キー を 押し ます 。 

続い て 「 セ ー プ する モー ド の ファ イル 名 は : 」 と 聞い て くる の で test.mod [| と 入力 し ま 
※ も 


デー タ の の 背 和 


この 節 で は 、 前 述 の 機能 も 含め 、 ツ リー エディ タ の 各 機 能 に つい て 解説 し ます 。 


キー の 種類 


これ まで 説明 し て きた よう に 、 ツ リー エディ タ で は キー ボー ド の 操作 で 編集 を し ます 。 
刺 力 怪 デ ルル 人 式 六 直 誠実 活 店 必 文字 。 配 号 ご コシ ドリー ルキ と も だ 形 プ アベ ペッ トキ ー 
の 併用 な どの 方 法 が あり 、 そ れ ぞ れ の キー に 機能 が 割り 当て られ て いま す 。 

ブロ ッ ク の 操作 は 、 [SHiFT] + [>] や [SHiFT] + [<] の キー を 使い ます 。 また 、 データ を 削除 
し た り 作 成 し た りす る た め に 、[Dp]、[sHiFT] + [o]、 [9]、 [SHiFr] + [Pp] 、 [Pp] 、[Y] な どの 
編集 キー を 使用 し ます 。 

デー タ の 書き 込み に は 、[sHiFT] + [9] 、[6]、 [Snr] + [P]、 [P]、[Y]、 [Smir] + Cc) 、 
[| c] な どの キー を 使い ます 。 

ポリ ゴン エディ タ で 表示 する デー タ は 、 ツ リー エディ タ の カー ソル 位置 に よっ て 変わ り 
ます 。 表 示さ れる の は 、 カ ー ソ ル が 位置 する ブロ ッ ク 内 で 、 カ ー ソ ル よ り 下 に 表示 され る 
カー グ 

他 の デー タフ ァイル を 編集 する と き は 、[E] キー で 読み 込み ます 。 ま た 、 現 在 編集 中 の 
ファ イル の 中 か ら 編 集 す る ファ イル を 指定 する に は 、 カ ー ソ ル を その ファ イル 名 に 合わ せ 
て スペース | キー を 押し ます 。 

ポリ ゴン は も に ポリ ゴン エディ タ 上 で 作成 し ます が 、 た と えば 、 壮 の デー タキ を ポリ ゴ 
ン エ ディ タ で 作る の は 非常 に 大 変 で す 。 こ うい っ た 処理 は 専用 の ツー ル を 使え ば 簡単 に 作 
成 で きま す 。 ツ ー ル を 使用 する と き は 、[SHlFT| | ! | キー を 押し て コマ ンド 入力 モー ド に 
し レ 、 画 曽 本 ド 条 の ! 実行 する コマ ンド : 」 に 続け て コマ ンド を 入力 し ます 。 ツ リー エディ ダ タダ 
で 使用 で る タール だ に つい て は 「AppendixD コマ ンド リサ リファレンス ーー ツリ サー エディ アタ 
で 使え る ツー ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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= と 上 ERR 
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画 カー ソル 移動 キー 
カー ソル の 移動 方 法 に は 、 以 下 の よ うな も の が あり ます 。 


[CTRL]+[B] | 1 画面 上 に 移動 
[CTRL]+[U] | 半 画 面 上 に 移動 
[CTRL]+[F| | 1 画面 下 に 移動 
[CTRL]+[D) | 半 画面 下 に 移動 
[CTRL +[R) | カー ソル が 画面 の 中 心 に な る よう に 表示 


1 つ 高 い レ ベル ( 左 )^ へ 移動 。 最 上位 レ ベル で 押す と 、「 フ ァイル の 切り 替え 」 へ 

移動 

1 つ 低い レベ ル ( 右 )^ へ 移動 

1 つ 下 へ 移動 

1 つ 上 へ 移動 
[SHIFT]+[(J」] | 1 つ 下 の ブロ ッ ク ム 移動 
[SHIFT |+[K] | 1 つ 上 の ブロ ッ ク ム 移動 
IM カー ソル 位置 に 印 を 付け る 
RS] 印 を 付け た デー タ に 移動 





再編 集 機能 キー 
9) 


いま カー ソル が 指し て いる デー タ の 後ろ に 「NONE」 と いう ダミ ー の デー タ を 挿入 し ま 
す 。 こ の 機能 は 、 デ ー タ を 書き 込む と き に 使用 し ます 。 デ ー タ を 書き 込む と き は 、 ま ず こ 
の キー で 「NONE」 を 作り 、 そ れ か ら 十 |c」 キ ー で 他 の デー タ に 変更 する と いう 操作 
を し ます 。 ] 


[smr] + (0) 
いま カー ソル が 指し て いる デー タ の 前 に ダミ ー の デー タ を 挿入 し ます 。 [0] と の 違い は 、 
デー タ の で きる 位置 が 異な る だ け で す 。 


P」 
バッ ファ に ある デー タ を 取り 出し 、 カ ー ソ ル 位 置 の 後ろ に 挿入 し ます 。 取り出し た 後 も 
バッ プ ァ 内 に デー タ が 残っ て いる の で 、 同 じ デ ー タ を 好き な だ け 挿 入 で きま す 。 











5.3 デー タ の 編集 


ser + 


バッ ファ に ある デー タ を 取り 出し 、 カ ー ソ ル 位 置 の 前 に 挿入 し ます 。[P] と の 違い は 、 
デー タ の 挿入 され る 位置 が 異な る だ け で す 。 


1p」 


カー ソル 位置 の デー タ を 削除 し 、 バ ッ フ ァ に 入れ ます 。 実行 する と 、 こ の 機能 を 実行 す 
る 前 に バッ ファ に あっ た デー タ は な く な り ま す 。 


カー ソル 位置 の デー タ を 削除 せ ず に 、 バ ッ フ ァ に 入れ ます 。 実行 する と 、 こ の 機能 を 実 
行 す る 前 に バッ ファ に あっ た デー タ は な く な り ま す 。 


+ 
カー ソル 位置 の デー タ の レベ ル を 1 つ 下 げ 、 新 し い ブ ロッ ク を 作り ます 。 


sr] + に ] 
カー ソル 位置 の デー タ の レベ ル を 1 つ 上 げ 、 カ ー ソ ル 位 置 の ブロ ッ ク を 消し ます 。 た だ 


し 、 実 行 で きる の は カー ソル 位置 の ブロ ッ ク に デー タ が 1 つ あ る と きだ け で す 。 


デー タ の 引数 を 変更 し ます 。 引数 を と る デー タ は 、 ポリ ゴン 以外 の すべ て の デー タ で す 。 
適当 な 引数 を 入力 し た 後に 改行 を 押す と 、 引 数 の 変更 が 終了 し ます 。 ま た 、 引 数 の 変更 を 
中 止 す る に は 、 キー を 押し ます 。 

キー を 押す と 引数 が 数 値 を と る コマ ンド の 場合 は 変更 前 の 引数 は 表示 され ませ ん 
が 、 引 数 が 文字 列 を と る コマ ンド の 場合 は 変更 前 の 引数 が 表示 され ます 。 文 字 列 を 修正 し 
た い 場 合 は 、 二 [F] や [CTRL] + [8] で カー ソル を 移動 させ 、 間 違え た 文字 を + 
| p] で 削除 し 、 正 し い 文 字 列 を 入力 し ます 。 文字 列 を すべ て 入力 し 直し た らい 場合 は 、 
[cTRL) + [K] で 引数 を すべ て 削除 し た 後に 新しい 引数 を 入力 し ます 。 

次 に 引数 入力 に 使用 で きる 文字 と キー を 示し ます 。 
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りー ク リー ラン イ タク 
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数 値 や ファ イル 名 に 使用 

小数 点 を 表す 

不定 個数 の 引数 列 を 要求 する コマ ンド で 、 終 了 を 表す 
負 の 数 値 を 表す 


引数 を 確定 し て 終了 
引数 の 入力 を 中 止 し て 終了 
[CTRL ]+[F] | カー ソル を 右 へ 移動 
[ CTRL ]+[B] | カー ソル を 左 ^ へ 移動 
[ CTRL |+[H| | カー ソル の 前 の 1 文字 を 削除 
[ CTRL ]+[D] | カー ソル 位置 の 1 文字 を 削除 
[ CTRL ]+[U| | カー ソル の 前 の 文字 を すべ て 削除 
[ CTRL |+[K] | カー ソル の 後ろ の 文字 を すべ て 削除 





sr] + [6) 

デー タ の タイ プ を 変更 し ます 。 こ の 機能 で 変更 で きる デー タ は 、 ポ リ ゴ ン 以外 の すべ て 
の デー タ で す 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 画 面 左下 に 入力 で きる デー タ の 種類 が 表示 され る 
の で 、 入 力 し た い デ ー タ を 選ん で 入力 し ます 。 デ ー タ に よっ て は さら に も う 一 度 入力 する 
も の も あり ます (r、t、s コマ ンド )。 入力 が 終わ る と デー タ の ダミ ー の 引数 が 設定 され る の 
で 、c コマ ンド で 希望 する 数 値 に 変更 し ます 。 


[SHFT][$] 
デー タ の 引数 に は 定数 か 変数 を 使用 で きる の で 、 こ の 機能 で 選択 し ます 。 い ま の 引数 が 


定数 の と き は 変数 に 、 変 数 の と き は 定数 に 変更 し ます 。 引 数 が 定数 の と き は その 値 が 表示 
され 、 変 数 の と き は $ の 後に 0 か ら 9 まで の 数 字 の いずれ か が 表示 され ます 。 変 数 は 0 か ら 
9 まで の 10 個 が 使用 で き 、c コマ ンド で 選択 し ます 。 変数 の 値 は せ 、 モ ーション エディ タ で 
作成 され ん た パラ メー タフ ァイル に よっ て 与え を られ ます 。 

















5.3 デー タ の 編集 


画 その 他 の キー 操作 


指定 し た デー タ が ポリ ゴン デー タ な ら ば その 座標 デー タ を 表示 。「1| < ファ イル 
名 >」 な ら ば 「 フ ァイル 名 」 の ファ イル 編集 画面 に 移動 

[ CTRL |+[L| | 画面 を 再 描画 

1 つ 前 の 動作 を 取り 消す 


モデ ルフ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し 、 他 の モデ ルフ ァイル を 読み 込む 
デー タ を 画面 上 の ファ イル 名 で 保存 
ファ イル 名 の 変更 

LSHIFT |+[!] | ツー ル を 呼び 出す 

[SHIFT ]+[?] | 操作 方 法 の 一 覧 を 表示 





応用 操作 


田 繰り 返し 処理 

繰り 返し 同じ 操作 を 実行 させ る と き は 、 操 作 の 前 に 数 字 キ ー で 実行 回 数 を 入力 し ます 。 
この と き 入 力 し た 数 字 は 表示 され ませ ん 。 

た と えば 、10d と 入力 すれ ば 、 カ ー ソ ル 位 置か ら 下 10 行 分 の デー タ が 削除 され ます が 、 
10 行 デ ー タ が な か っ た 場合 は 、 あ る 分 だ け 削 除 さ れ ま す 。 こ の 人 性質 を 利用 し て 、 カ ー ソ ル 
位置 か ら 下 を すべ て 削除 し た い 場 合 は 、100d な ど 実 際 の 行 数 より 大 きい 数 字 を 入力 し ま 
の 

た だ し 、 ブ ロッ ク の 中 で 実行 し た と き に は ブロ ッ ク 内 だ け で 削除 きれ ます 。 


画 バッファ 

デー タ の 移動 や 複写 に は 、 バ ッ フ ァ を 利用 し ます 。 バ ッ フ ァ と は 一 時 的 に デー タ を た め 
て お く 場 所 の こと で 、 一 度 バ ッ フ ァ に 入っ た デー タダ タ は 新た に デー タ を バッ ファ に 入れ る ま 
で 消え ませ ん 。 

デー タ を 移動 きせ る に は 、 移 動き せ た い デー タ を [p| キー で 削除 し ます 。 こ の と き 削 除 し 
た デー タ は バッ ファ に た め ら れ て いま す 。 次 に カー ソル を 移動 先 に 置き 、[P] (また は 
[SHiFT| + [Pp] ) キー を 押す と デー タ 移 動 が 完了 し ます 。 

デー タ を 複写 する に は 、 [5] キー の 代わ り に [Y] キー を 使用 し ます 。 続け て 移動 の 場合 と 
同様 に 複写 先 で 複写 し た い 数 だ け [P] (また は [SsHirT] + [P]) キ ー を 使用 し ます 。 
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ら グ プ コン NO の OB 各 


ザー エア イク で 休ま の 天 簿 層 や 炎 を きき を を 愛 全 で ます 。 こと で は 入 
力 す る コマ ンド デー タ の 種類 と その 意味 お よび 引数 の 書式 を 説明 し ます 。 

コマ ンド デー タ の 引数 に は 整数 か 実数 また は 文字 列 を と り ま す が 、 引 数 が 整数 か 実数 の 
場合 は 定数 を 使用 する 代わ り に 変数 を 使用 で きま す 。 変 数 の 実際 の 値 は 、 モ ーション エディ 
タ で 出力 ざれ る パラ メデ タフ ァイル で 与え られ ます 。 

コマ ンド に は 次 の よう な 種類 が あり ます 。 


コメ 省 

ファ イル の 読み 込み 
回 転移 動 コ マン ド 
平行 移動 コマ ンド 
拡大 、 縮 小 コ マン ド 


ブリ ン シ ェ ー デ ィング (第 3 編 参照 ) 

表面 モデ ル 用 コマ ンド (第 3 編 参 照 ) 

光源 モデ ル 用 コマ ンド (第 3 編 参 照 ) 

横 方 向 の 解像度 (第 3 編 参 照 ) 

縦 方 向 の 解像度 (第 3 編 参照 ) 

色 拡 張 コ マン ド ( こ の パッ ケー ジ で は 使い ませ ん ) 


の < < ーーOQO ひ od っ - 吉 | 








ポリ ゴン の 配置 


田平 行 移 動 コ マン ド (Translation) 





tlxyz] < 距離 > 
Ko ;38 





t コマ ンド に は tx、 ty、 tz の 3 つが あり 、 そ れ ぞ れ X、Y、Z 方 向 に デー タ を 平行 移動 き 
せま す 。 距離 は 実数 で 与え ます 。 











_5.4 コマ ンド の 種類 
一 回転 移動 コマ ンド (Hotation) 


rlxyz| く < 角度 > 
ry 80 





た コマ ンド し 柱 YX こ 6 rz の 3 つが あり 、 そ れ ぞ れ X 軸 、Y 軸 、Z 軸 を 中 心 に し て デー 
タ を 回 転 き せま す 。 角度 の 単位 は 度数 を 実数 で 与え 、360 度 で 1 回 転 で す 。 


田 拡大 、 縮 小 コ マン ド (Scaling) 


slxyz] < 倍率 > 
Zz 6U 





s コ マン ド に は sx、sy、sz の 3 つが あり 、 そ れ ぞ れ X 軸 、Y 軸 、Z 軸 方 向 に 原点 を 中 心 
と し て 与え た 倍率 だ け 拡 大 きれ ます 。 倍率 に は 0 以外 の 実数 を 与え を ます 。 倍率 に 1 未満 の 
値 を 与え た れ ば 縮小 し 、 負 の 値 を 与え れ ば 各 軸 を は さん だ 反対 側 に 倍率 の 絶対 値 だ け 拡大 し 
i 


画 コマ ンド の 順番 

t、r、s と いっ た 座標 変換 コマ ンド は 、 コ マン ド 以 降 に 記述 され た デー タ に 対し て 影響 を 
及ぼ し ます が 、 デ ー タ に 近い 順に 作用 する こと に 注意 し て くだ さい 。 た と えば 後述 する ファ 
イル 読み 込み コマ ンド を 使う と 中 心 1。 0, 0)、 半 径 0.5 の 球 は 次 の よう に な り ま す 。 


1 X 方 向 に 1 移動 
sX 0.5 X 軸 を 0.5 倍 
sy 0.5 Y 軸 を 0.5 倍 
sz 0.5 Z 軸 を 0.5 倍 


i sphere.mod 中 心 (0, 0, 0)、 半 径 1 の 球 の デー タ 


これ を 次 の よう に tx コマ ンド の 位置 を 変え て 指定 する と 、XX 方 向 に 1 移動 し て か ら 縮 
小 す る の で 中 心 が (0.5。 0。0) と な っ て し まい ます 。 


sx 0.5 

sy 0.5 

Sz US 

MX 1 

| sphere.mod 
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< 





ファ イル 読み 込み 用 コマ ンド (Include) 


1 て テオ ルル 党 > 


i model.mod 





で ンド は 、 選 の モデ ルプ テ イル を 衣 み 込む っ そそ で ず 。 また コロ マン ギド で 読み 込 
ん だ ファ イル か ら 、 さ ら に “コマ ンド で 他 の ファ イル を 読み 込む せこ と も で きま す 。 

ぶ ツ コマ ンド を 使う と き 、 正確 な ファ イル 名 が 思い 出せ な い 場 合 が あり ます 。 そ うい うと 
き に 、「 シ ェ ル の 起動 」 を 使え ば MODE を 終了 せ ず に ファ イル 名 を 確認 で きま す 。 

「 Mode」 メ ニュ ー で 「 シ ェ ル の 起動 」 を 選択 する と 、 い っ た ん MS-DOS の コマ ンド ライ ン 
に も どり ます 。 

た と えば dir *.mod[ 選 | の よう に 入力 し て ファ イル 名 を 確認 し 、MODE に も どる と き は 
exit [| と 入力 し ます 。 

MODE に も どる と シェ ル を 起動 する 前 の 画面 を 表示 し ます 。 


コメ ント 





モデ ルフ ァイル 中 に コメ ント を 入れ る た め に は 、\ 祖 を 使い ます 。 コメント は モデ ルフ ァ 
イル 内 の どこ に で も 置く こと が で き 、“^ ま の 後に 他 の コマ ンド が 指定 さき され て いて も “# か ら 
行末 まで は 無視 され 、 実 際 の 処理 に は 影響 し ませ ん 。 


画面 bB-12 コメ ント 
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5.4 コマ ンド の 種類 


階層 化 コ マン ド (>、 く ) 


座標 変換 コマ ンド は 一 度 指 定 す る と デー タ の 最後 まで 影響 を 及ぼ し ます が 、 階 層 化 コマ 
ンド を 使っ て 効果 を 与え る 範囲 を 制限 で きま す 。 そ れ に (は ヾ >? とく ? を 使用 し ます 。 
階層 化 コ マン ド で 囲ま れ な た 範囲 を み ブ ロッ ク と 呼び 。、 ツ リー エディ タ で は ブロ ッ ク ご と に 
段 を 付け て 表示 し ます 。 

ブロ ッ ク 内 で 指定 きれ た コマ ンド は 、 ブ ロッ ク の 中 の デー タ に の み 有 効 で す 。 し か し 、 
ブロ ッ ク の 外 で 指定 され た 座標 変換 コマ ンド は ブロ ッ ク の 中 へ も 影響 を 及ぼ し ます 。 


画 ブロ ッ ク の 作成 

部 品 ご と に 色 や 配置 を 変え られ る よう に ブロ ッ ク を 作成 し ます 。 

た と えば 「cube.mod」 を 読み 込む と 、 画 面 に は 6 行 、POLYGON と 表示 され ます 。 

最初 に 、 上 か ら 2 つの デー タ を 1 つの ブロ ッ ク に し て み ま す 。 これ に は 、1 行 目 の デー タ 
で 新しい ブロ ッ ク を 作り 、2 行 目 の デ ー タ を 新しい ブロ ッ ク に 移動 きせ る と いう 手順 が 必 
要 で す 。 

[k] キー を 押し て カー ソル を いち ば ん 上 の 行 に 移動 させ ます 。 次 に [SHiFT] [>] キー を 
押し て 、 カ ー ソ ル 位 置 の デー タ で 新しい ブロ ッ ク を 作り ます 。 そ うす る と 、 カ ー ソ ル 位 置 
の デー タ が 右 に 移動 し て 表示 され ます 。 ツ リー エディ タ で は 、 ブ ロッ ク に よる 階層 化 の 深 
さ ( レ ベル) を 表示 位置 で 表現 し ます 。 右 に 表示 され る デー タ ほ ど 深 い 階 層 の ブロ ッ ク に 属 
まあ = ずっ 

次 に 2 行 目 の デー タ を いま 作っ た ブロ ッ ク に 移動 きせ ます 。[」] と 入力 し て カー ソル を 2 
行 目 に 移動 きせ 、[p] キー を 押す と 2 行 目 の デー タ は 削除 され ます 。 次 に 、 の ば し て 
カー ソル を 1 行 目 の デ ゲー タ に も ど し 、[P] キー を 押す と 削除 し た デー タ が カー ソル の 次 の 
行 に 表示 され ます 。 


画面 5-13 ブロ ッ ク の 作成 ① 





Cube . mod POLYGON 
FOLYGLIN 

POLYGON 

POLYGON 

FOLYGON 

POLYGON 
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の 本 グリー 主 デキ ャ 多 


| D] キ ー に よっ て 削除 され た デー タ は 一 時 的 に バッ ファ に 保存 きれ ます 。 バッ ファ と は 、 
一 時 的 に デー タ を 保存 し て お く 場 所 の と と で 、[P] キー に よっ て バッ ファ 内 の デー タ を 
カー ソル の 次 の 行 に 挿入 で きま す 。 こ れ を 利用 し て デー タ の 移動 を 行っ た わけ で す 。 

操作 中 に 間違え て デー タ を 消し て し まっ た ら 、 す ぐに [U] キー( ア ンド ッ ) を 押し て くだ 
さい 。 そ うす る と 、 ポ リ ゴ ン エディ タ と 同様 に 直前 の コマ ンド が 取り 消さ れ ま す 。 

今度 は 残り の 4 つの デー タ で ブロ ッ ク を 作り ます 。 同じ 様 に 3 行 目 に カー ソル を 移動 き 
せ 、[SHiFT] 十 [> | キー を 押し ます 。 次 に 4 行 目 に カー ソル を 移動 させ 、 今度 は [3 | 、[p] と 
ーー 入力 する と 、 3 行 分 の デー タ が 一 度 に 削除 され ます 。 続け て [上 、[P] と 入力 する と 3 行 分 
| の デー タ が カー ソル の 次 の 行か ら 表 示さ れ ま す 。 


画面 5-14 ブロ ッ ク の 作成 ② 





Cube ら . mad FOLYGQN 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 


この よう に コマ ンド の 前 に 数 字 を 入力 する と 、 指 定 回 数 だ け コ マン ド を 繰り 返し て 実行 
で きま す 。 ' 


一 ブ ロッ ク の 削除 

ブロ ッ ク 内 の すべ て の デー タ を 1 つ 上 の レベ ル の ブロ ッ ク に 移動 きせ る に は 、 ブ ロッ ク 
を 作る と き と 逆 の 操作 を し ます 。 ま ず プ ロッ ク 内 の いち ば ん 上 の デー タ を 残し て 削除 し 、 
残っ た デー タ ( い ちば ん 上 に あっ た デー タ ) を [SHiFT| 二 [<] キー で 移動 させ 、 移 動き せ た 
デー タ の 下 に 削除 し た デー タ を 挿入 し ます 。 

1 行 目 と 2 行 目 の デー タ を も と の 位置 に も ど し て み ま す 。 カ ー ソ ル を 2 行 目 に 移動 きせ 、 
| D] キ ー を 押し て 、 カ ー ソ ル 位 置 の デー タ を 削除 し ます 。 次 に カー ソル を 1 行 目 に 移動 させ 、 
[SHIFT| [<] キー を 押し て カー ソル 位置 の デー タ を 1 つ 上 の レベ ル の ブロ ッ ク に 移動 させ 
ます 。 最 後に [P] キー を 押し て 削除 し た デー タ を 挿入 し て くだ さい 。 


画面 b-15 ブロ ッ ク の 削除 





Cube . mod POLYGON 
POLYGON 

POLYGON 

POLYGCN 

POLYGON 

POLYGON 
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5.5 = モデ ル デ ー タ の 擁 


らら と デル デー タツ 六 バ 


新た に デー タ を 書き 込む に は 、 ま ず 書 き 込 みた い 位置 に カー ソル を 合わ せ 、[o] キー を 押 
し ます 。 そ うす る と カー ソル 位置 の 次 の 行 に 「NONE」 と いう デー タ が 書き 込ま れ ま す 
(デー タ の 先頭 に 書き 込む 場合 に は 、[SsHiFT] 十 [Oo | キー を 使用 し ます ) 。「NONE」 と は 、 モ 
デル デー タ が 空 の ダミ ー の デー タ で す 。 次 に [Cc] キー で デー タ の タイ プ を 変更 し ます 。 こ こ 
で は 「tx 10」 と いう デー タ を 書き 込ん で み ま す 。 [c] キー を 押す と 、 画 面 左下 に 変更 で きる 
デー タ の タイ プ が 表示 され る の で 、 こ れ を 見 て t を 入力 し ます 。 次 に 「x。y。z」 と 表示 きれ 
る の で 、 x と 入力 する と 、「NONE」 は 「tx 0」 に 変更 され ます 。 tx の 引数 は この 時 点 で 自動 
的 に 0 に 設定 され る の で 、 こ れ を 10 に 変更 し まし ょ う 。[L| キー を 押し て カー ソル を 引数 
の 位置 に 合わ せ 、[c] キー を 押し て 10 [| と 入力 し ます 。 こ こ て や て 入力 を 間違え た 場合 は 、 
[Bs ] キ ー を 押す と 修正 で きま す 。 | 


画面 5b-16 cube.mod を 編集 


cube . mod tx EB 
POLYGON 
POLYGQN 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 








いま 引数 を 定数 で 書き まし た が 、 こ れ を 変数 に 変更 し て み ま し ょ う 。 カー ソル を 引数 に 
合わ せ て [SHiFT| + [$] キー を 押す と 、 引数 が 「$0」 に 変更 され ます 。 次 に [C] キー で 「$」 の 後 
ろ の 数 字 を 任意 の 数 字 に 変更 し 、 使 用 する 変数 を 選択 し ます 。 変 数 は 0 か ら 順 に 使用 し て 
くだ さい 。 変 数 を 定数 に 変更 する と き は 、 カ ー ソ ル を 引数 に 合わ せ て 十 [$ | キー を 押 
し ます 。 


中 1 








リタ 


らら カー Ot 


カー ソル の 位置 に は 3 つの 意味 が あり ます 。 ツ リー エディ タ で コマ ンド の 対象 と な る 
デー タク の 指定 a ポリ ゴ シ エ ディ タダ で 表示 まる アデ ロ ッ ク の 指定 = そ を て ポリ ゴ シ エ ディタ で 
ポリ ゴン を 作る 位置 の 指定 で す 。 

ツリ ー エ ディ タ で の デー タ 指定 の 方 法 は 、 こ れ ま で の 操作 で 理解 で きた と 思い ます 。 そ 
に 飼 、 ツ サー エ デ リ タダ の か な かー デル が 本 由 ゴ ン エ デ ォ タダ タ で どの ま よう 影響 する か 実際 操作 
し て み ま す 。 

次 の 例 で カー ソル を 3 行 目 の デー タ を 指定 する 位置 に 移動 きせ て ポリ ゴン エディ タ を 選 
択 も て くだ さい ぃ い 。 そ うす る と 。 ポ リ ゴ ン が 4 つ だ は 表示 され ます 。 


画面 b-17 カー ソル の 位置 


cg. mad FOLYGON 
| ll POLYGCON 
POLYGODN 


POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 


ポリ ゴン シン エ デ ォ ィ ダ で 秋 、 ジ リー エディ タダ の 画面 で カー ツル の ある プロ ッ ク に 属し て いる 
も の だ け を 表示 する の で す 。 次 に ツリ ー エ ディ タ に も どっ て カー ソル を 1 行 下 に 移動 きせ 、 
また ポリ ゴン エディ タ を 選択 し て 《 だ さい 。 今度 は 3 つの ポリ ゴン が 表示 され ます 。 つま 
り ポ リ ゴ ン エディ タ で は 、 カ ー ソ ル の 位置 する ブロ ッ ク 内 で 、 カ ー ソ ル よ り 下 に 表示 され 
る デー タ を 表示 し ます 。 と この 性 質 を 利用 し て 編集 中 の プロ ッ ク だ け を 表示 させ れ ば 、 複 雑 
な デー タ を 作っ て いる と き で も 見 や すい 状態 で 編集 が で きま す 。 

また ポリ ゴン エディ タ で 作っ た ポリ ゴン は ツリ ー エ ディ タ で の カー ソル 位置 の 前 に 挿入 
され ます 。 








か 


ら ノ eg 


ポリ ゴン を 作成 する に は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ を 使用 する ほか に 、 ツ リー エディ タ で ツー 
ル を 使用 する 方 法 が あり ます 。 ツ ー ル を 使用 する と 、 複 雑 な 図形 な ども 簡単 に 作れ る よう 
に な り ま す 。 


是 ツー ル の 種類 

ツリ ー エ ディ タ か ら 使 用 で きる ツー ル に は 、 平 面 (PLANE) 、 球 (SPHERE) 、 円柱 
(TUBE) 、 円 雛 (CONE) 、 多 面体 (POLHD) を 作る コマ ンド な ど が あり ます 。 

ツリ ー エ ディ タ か ら [SHiFT] 十 [!] キー を 押す と ツー ル の 指定 画面 が 表示 され ます 。 


ツー ル の 使い 方 


ea 


マン ド 名 : PLANE 選択 点 の 順番 で ボリ ゴン を 生成 


PLRNE  [-] [ < ファ イル 名 >」] 


blanes 1 
blane - 


実行 する コマ ンド : 年 





画面 5-18 “" コ マン ド 画 面 (2 ペー ジ 目 ) 


ここ で [| キー を 押し て いく と 、 ツ リー エディ タ で 使え る ツー ル の 説明 が 順次 表示 され 
ます 。 書式 」 の と お り に ツー ル の 名 前 と その 引数 を 入力 し て [ 忌 | キー を 押し ます 。 実 行 する 
と 、 現 在 編 集中 の デー タ に ツー ル が 出力 する デー タ が 付け 加え られ ます 。 

ここ で は PLANE コ マン ド と SPHERE コマ ンド を 例 と し て 解説 し ます 。 その 他 の コマ 
ンド に つい て は 'Appendix D コマ ンド リフ ァ レ ンス ーー ツリ ー エ ディ タ で 使え る ツー 
ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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0 生 こ ソ リー で ディ タ 


平面 を 作成 (PLANE) 


ポリ ゴン エディ タ を 使っ て ポリ ゴン を 作る 場合 、 ポ イン ト を 結ぶ 順番 は 自動 的 に 決め ら 
れ て し まう た め 、 凹 部 が ある ポリ ゴン を 作ろ うと する と 多少 手間 が か か り ま す 。 そ うい う 
と き の た め に plane コマ ンド が あり ます 。 





還 起 動 と 終了 
ツリ ー エ ディ タ か ら 十 [!] キー を 押す と 画面 最 下行 に 「 実 行 す る コマ ンド : 」 が 表 
赤 ぎ 区 、 太 力 を 促 じ ます ず の で 、 次 の よう だ 入力 し で ぐだ きい 。 


plane 一 


そう する と 次 の 画面 が 表示 され ます 。 





画面 bB-19 PLANE 画面 
ま ヾ MS-DO ど の コマ ンド テオ と か が かめ 次 の よう に し て 緒 果 を ファ イル に 出力 で きま す 。 


plane < ファ イル 名 > [| 








5/ ツジ 王 導 


終了 する と き は 、 画 面 右上 の 「 終 了 」 を クリ ッ ク し ます 。 そ うす る と 、 ポ リ ゴ ン デー タ を 
RT また 「 中 止 」 を クリ ッ ク す る と 、 デ ー タ を 出力 せ ず に 終了 し ます 。 


※ PLANE コマンド で は 既存 の ファ イル の 編集 が で きま せん 。 す で に 存在 する く < ファ イル 
名 > を 岳 定 する と 上 書き され ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


一 点 の 作成 て 削除 

座標 平面 で マウ ス の 左 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 マ ウス カー ソル 位置 に 点 を 打ち ます 。 
マウ スカ ー ソ ル を 移動 し て クリ ッ ク す る と 、 ク リッ ク し た 位置 に 点 が 打 た れ て 1 つ 前 に 
作っ た 点 と 線 で 結ば れ ま す 。 こ の よう に し て PLANE コマ ンド を 終了 する と 、 最後 に 作っ 
た 点 と 最初 に 作っ た 点 と が 結ば れ て ポリ ゴン が で きま す 。 

座標 平面 で マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、1 番 最後 に 作っ た 点 が 削除 され ます 。 
続け て クリ ッ ク す る と 、 順 番 に 新しい 点 か ら 削 除 さ れ て いき ます 。 


一 平面 の 選択 

PLANE コマ ンド は 、「 側 面 図 」(X 平面 ) 、「 上面 図 」(Y 平面 )、' 正面 図 」(Z 平面 ) の い ず 
れ か の 平面 上 の 原点 を 中 心 と し 、1 辺 が 2 の 正方 形 の 領域 で 作業 を 行い ます 。 作 業平 面 を 変 
更 す る と き は 、 作 業 し た い 平 面 の 表示 を マウ ス で クリ ッ ク し て 反転 表示 させ ます 。3 つの 平 
面 は を れ ぞ れ ポ リ ゴ ン エディ タ の 三面 図 に 対応 し て いま す 。 





画面 5-20 PLANE 使用 例 ( グ ラス の 元 デ ー タ ) 


ま 業 く ツ リー エディタ 


PLANE コマ ンド で 作成 し た ポリ ゴン デー タ を ROT コマ ンド を 使っ て 回 転 体 に する 場 
合 は 、 ポ リ ゴ ン が Z 軸 を 中 心 に 回 転 す る た め 、「 側 面 図 か 「 上面 図 」 を 選択 し て くだ さい 。 
また THICK コマ ンド を 使っ て 厚み を 付け る 場合 に は 、Z 軸 方 向 に 厚み が 付く た め 「 正 面 
図 」 を 選択 し て くだ さい 。 


qlass. mad 8 . OO 


人 





画面 5-21 PLANE、ROT 使用 例 ( グ ラス ) 


球 を 作成 (GPHEHE) 


SPHERE コマ ンド を 使っ て み ま す 。 
ツリ ー エ ディ タ か ら [SsHiFT| 二 | ! | キー を 押す と 画面 最 下 行 に 「 実 行 す る コマ ンド : 」 が 表 
示さ れ て 入力 を 促し ます の で 、 次 の よう 入力 し て みて くだ さい 。 





sphere 10 





5 ゲー ツジ デ 和 


画面 5-22 球 の デー タ (SPHERE コマ ンド の 実行 結果 ) 


POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGON 
POLYGUN 
POLYGUN 
POLYGON 
POLYGQN 
POLYGON 
FOLYGON 
POLYGON 
POLYGON 





マラ く <T く TS<> ラ ラッ 5 モ ュー 


この 例 で は 「 分 割 数 」 を 10 に し た た め 、 全部 で 100(= ニ 10X10) の 面 で 球 の デー タ が 作ら れ 
3 ボ の が S 
続け て 「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 を 選択 すれ ば 、 球 が 表示 され ます 。 


Frame M1M 





画面 5-23 球 の 表示 


この よう に ツー ル を 使用 すれ ば 、 幾 何 学 的 な 物体 デー タ を 簡単 に 作れ ます 。 
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b 章 
モー ソヨン エディ イタ 


も ショ ジン エディ ネイ は 、 ポリ ゴン を 動か せる よう に する エディ タ ぞ 。 モ ーション ファ アイ 
ル と パラ メー タフ ァイル を 作成 し ます 。 モ ーション ファ イル と は 、 バ パラ メー タフ ァイル 
の ファ イル 名 と コマ (時 刻 ) を 示す ファ イル で す 。 拡 張子 は ^.mot” を 使用 し ます 。 パ ラメ ヌー 
タフ ァイル と は 、 あ る コマ に お ける 変数 の 値 を 与え を る ファ イル で す 。 拡 張子 は ". く コマ 
数 >” を 使用 し ます 。 

モー ショ ン フ ァイル を 読み 込ん で 編集 する と き は 、 次 の よう に MODE を 起動 し ます 。 





B>mode 一 m test.mot sample.mod[ の | … ベー スネ ー ム が モデ ルフ ァイル と 違 
うと き 

B>mode sample [2 … ベー スネ ー ム が モデ ルフ ァイル と 同 
じ と き 


た と えば 付属 の sample.mot と その パラ メー タフ ァイル の 内 容 は 、 以 下 の よ うに な っ て 
ます 。 


sample.mot 
0 sample.000 
10 sample.010 


sample.000 
0) 


Sample.010 
90.1639 








6 昔 キー ショ ン エ モデ ィ タ 


ど / モチ ーション エディ タタ EE 


画面 に は 、 横 に 伸び る 時 間 軸 が 3 本 と 4 種類 の メニ ュー(「Mode」「Motion」「Zoom in」 
「 ?.0」) が 表示 され て いま す 。 

この 時 間 軸 1 つが 1 つの 変数 に 対応 し て お り 、 時 間 軸 の 目盛 り 上 に キー フレ ー ム を 置い 
て 、 そ の 目盛 り に 対応 する コマ に お ける 変数 の 値 を 指定 し ます 。 時 間 軸 上 に は 、 す べ て の 
キー フレ ー ム を 通る 曲線 が 表示 され ます 。 こ の 曲線 が 各 コ マ に お ける 変数 の 値 の 推移 を 表 
し て いま す 。 キ ー フ レー ム の 存在 し な い コ マ で も 、 こ の 曲線 の 高き が その コマ の 値 と な り 
ます 。 

それ ぞ れ の 時 間 軸 が どの 変数 を 表し て いる の か は 、 時 間 軸 の 右上 に 表示 され た メニ ュー 
で 指定 し ます 。 変 数 の 数 は 「 ?0」 を ドラ ッ グ し て 「New」 の 表示 の 上 で マウ ス を 放す と 増 や 
せま す 。 表 示す る 変数 を 切り 替え を る と きも この メニ ュー で 選択 し ます 。 残 り の メニ ュー で 
は エディ タ 間 の 移動 、 キ ー フ レー ム の 作成 、 削 除 お よび 時 間 軸 の 縮尺 の 変更 を し ます 。 


* 2W「Zoomin」 メ ニュ ー 
1 罰 


「Motion」 メ ニュ ー 


ラレー ム を 通す 数 メニ ュー 


が か あり まま 


時 間 朝 





画面 6-1 モー ショ ン エ ディ タ の 画面 








5.2 ギー ジオ ゴジ デザ ギタ 


移 、 we 出 る 
「 モ デリ ング 実践 」 で 作成 し た 「test.mod」 を 動か し て み ま し ょ う 。 
モー ショ ン デ ー タ を 便 っ て 動か す た め に は 、 ツ リー エディ タ で ポリ ゴン の どこ を 動か す 
か を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
太 次 数 の 宣言 
Y 軸 に そっ て 回 転 き せる よう に 設定 し て み ま す 。 
まず 次 の よう に 入力 し て 「testmod」 を 読み 込み ます 。 


B テ mode test 


ツリ ー エ ディ タ 画 面 で [SHiFT] + [co] を 入力 し て 「NONE」 を 作り ます 。 続け て [c]、 [R]、 
[Y]、 ] 、 [smir) + [$] と 入力 し て 、 先頭 の 行 に 「ry $0」 を 挿入 し ます 。 す る と 「ry $0: 
0」 と 表示 され ます で":0”" は 0 コマ の 値 )。 


画面 6-2 変数 の 宣言 





test .mod FV $A:Q 
も つら S 
SX 4 
Sy 4 
sz 4 
| buyramid. mod 
| floor.mad 





※ モ ーション エディ タ で は マイ ナス の つく 変数 名 は 指定 で き な い の で 、 マ イナ ス 値 を 入れ 
な いよ 凌 s て くだ さき て ?。 


時 動き の 指定 

10 コマ で 約 90 度 回 転 す る よう に 作っ て み ま し ょ う 。 

に em ウン ディ ォ タ を 思 角 し て 、「 20,。 メ ニュ ー を も マウ ツ ス で ク き ッッ ジジ する と 表示 が 「0」 
に な り 、10 コマ 目 に O 印 が 表示 され ます 。 

次 に 10』」 の 上 で クリ ッ ク し で 、 キー フ レ ー ム を フレ ー ム 10 に 移動 し ます 。 そし て フレ ー 
ム 10 の 上 に ある O 印 を 「 値 =90」( 小 数 点 が つい て いて も 構い ませ ん ) に な る まで [方 に ド 
ウッズ 転 本 す 。 

移動 が 終わ っ た ら フ レー ム 0 で クリ ッ ク し て キー フレ ー ム を 0 コマ 目 に も ど し ま す 。 


121 





フレ ー ム = 19, 値 = 9g.3571 





画面 6-3 10 コマ 目 の 指 定 


園 動画 表示 
モー ショ ン の 確認 ポリ ゴン エディ タ で 行い ます 。 
「 ポリ ゴン エディ タ 」 を 選択 する と 、 画面 上 部 に 「Frame 000」 の よう に 表示 され て いま す 。 
ここ で | スペ ー ぇ | キー を 押す と 、1 コマ ずつ 画面 が 送ら れ て いき ます 。 


odg test . mad Frame MMT MM.MMMMM Y 





画面 6<-4 ポリ ゴン エディ タ 画 面 (7 コマ 目 ) 
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6.3 モー ショ ン デ ー タ の 作成 と 確認 


どう ーション デー タタ DEREER 


モー ショ ン エ ディ タ に よる モー ショ ン デ ー タ の 作成 は 、 変 数 の 宣言 、 キ ー フ レー ム の 作 
成 、 キ ー フ レー ム 値 の 決定 と いっ た 手順 に な り ま す 。 これら の 処理 は 、 お も に マウ ス 操 作 
で 行い ます 。 


モー ショ ン デ ー タ の 作成 


再 変数 の 宣言 

モー ショ ン エ ディ タ で は 、 ま ず 変 数 の 使用 を 宣言 し な けれ ば な り ま せん 。 最初 に 起動 し 
た 状態 で は 変数 は 1 つも 宣言 され て いな い の で 、 そ れ ぞ れ の 時 間 軸 の 右上 に 表示 され た 「? 
0」 を クリ ッ ク し て で 変数 を 宣言 し ます 。 マ ウス で ドラ ッ グ する と 「New」 と 表示 、 放 す と 「0」 と 
表示 され 、 時 間 軸 の 0 コマ 目 と 10 コマ 目 に 〇 印 で キー フレ ー ム が 表示 され ます 。 こ の メ 
ニュ ー は 、 こ の 時 間 軸 が 変数 $0 の デー タ を 表示 し て いる と と を 示し 、 ま た だ キー フレ ー ム の 
値 も 0 を 示し て いま す 。 

次 に 、「0」 と 表示 きれ た メニ ュー 上 で ドラ ッ グ する と 、 メ ニュ ー の 下 に 「' New」 と 表示 され 
ます 。 こ の まま マウ ス を 移動 きせ 、「New」 の 上 で ボタ ン を 放す と 今度 は 「1」 と 表示 され 、 変 
数 $1 が 宣言 され ます 。 以下 同様 に 、$2、$3 と モデ ル デ ー タ 内 で 使用 し て いる だ け の 変数 を 
し ます 





フレ ー ム =8, 値 = @ 
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6 章 モーション エディ タ 


画 キ ー フ レー ム の 作成 と 削除 

変数 を 宣言 する と 自動 的 に 始点 と 終点 の キー フレ ー ム が 作成 きれ ます が 、 キ ー フ レー ム 
を 1 つ 追 加 し て み ま す 。 ま ず 、 作 成 し た い コ マ 上 で クリ ッ ク し て モー ショ ンカ か カー ツル | 印 ) 
を 移動 きせ ます 。 次 に 「Motion」 上 で ドラ ッ グ し 、 そ の まま 移動 きせ て 「 新 し い フ レー ム を 作 
る 」 を 選択 し て ボタ ン を 放す と 、 モ ーション カー ソル 位置 に 新しい キー フレ ー ム が 表示 され 
ます 

作成 し た キー フレ ー ム の 初期 値 は 、 す で に 作成 され た キー フレ ー ム を 結ん だ 線上 、 ま た 
は その 延長 線上 に な り ま す 。 これ を 利用 すれ ば 、 任 意 の 値 を 持つ っ キー フレ ー ム が 簡単 に 作 
れ ま す 。 た と えば 、 0 コマ 目 に 0、1 コマ 目 に 36 の 値 を 持つ キー フレ ー ム を 作り ます 。 次 に 
10 コマ 目 に キー フレ ー ム を 作る と その キー フレ ー ム の 初期 値 は 360 と な り ま す 。 この よう 
に すれ ば 、 犬 き な 値 を 容易 に 設定 で きま す 。 

キー フレ ー ム を 削除 する に は 、 カ ー ソ ル を 削除 し た い キ ー フ レー ム 上 に 移動 きせ 、 作 成 
し た と き と 同 様 に 「Motion」 か ら 「 フ レー ム を 消す 」 を 選択 し ます 。 


フレ ー ム = 19, 値 = 363.393 





画面 6-6 1 コマ 目 に 36 を 指定 


圏 キ ー フ レー ム の 値 の 変更 

キー フレ ー ム の 値 ( キ ー フ レー ム の コマ の 変数 の 値 ) は 時 間 軸 上 が 0 で 、 上 が プラ ス 、 下 
9 マイ ナス を 表し まず す 。 

まず マウ スカ ー ソ ル を キー フレ ー ム の O 印 上 で ドラ ッ グ し て モー ショ ンカ ー ソ ル を 移動 
させ 、 こ れ を 上 下 い ずれ か に ドラ ッ グ し て 移動 し ます 。 そ れ ぞ れ O 印 が マウ ス に 合わ せ て 
移動 し 、 マ ウス ボタ ン を 放す と キー フレ ー ム の 値 が 変更 きれ ます 。 こ の と き の キ ー フ レー 
ム の 値 は 、 画 面 最上 行 に 表示 され ます 。 

キー フレ ー ム は 左右 に 移動 きせ れ ば それ ぞ れ の キー フレ ー ム が 指す コマ を 変更 で きま 
す 。 変更 は 上 下方 向 の 移動 と 同様 に ドラ ッ グ し て 行い ます 。 





6.4 キー 操作 


還 時 間 軸 の 縮尺 の 変更 

初期 状態 で は 、 1 画面 に は 0 か ら 10 まで の コマ が 表示 され て いま す が 、 コ マ 数 の 範囲 は 
変更 で きま す 。 Zoom in」 メ ニュ ー で 任意 の 倍率 を 選択 し ます 。“*” を 選択 する と 時 間 軸 の 
目盛 り の 間隔 が 拡大 、^/ を 選択 する と 縮小 し ます 。 


」 モー ショ ン デ ー タ の 確認 





モー ショ ン エ ディ タ で 作っ た モー ショ ン デ ー タ は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 表示 の 確認 が で 
きま す 。 モ デル ファ イル に 変数 が 使用 きれ て いる 場合 は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 表示 する と 
き の 変 数 の 値 に モー ショ ン エ ディ タ の カー ソル が 指し 示す コマ で の 値 が 使用 きれ ます 。 
モー ショ ン エ ディ タ で カー ソル を 任意 の コマ に 移動 きせ る と こと で 、 そ の コマ で どの よう な 
画像 が 得 ら れる か が 分 か り ま す 。 

また 、 ポリ ゴン エディ タ か ら で も 以下 の キー を 使用 し て 、 表示 する コマ を 指定 で きま す 。 


次 の コマ を 表示 


次 の コマ を 表示 
(P) 前 の コマ を 表示 
LCTRL +[H| | 前 の コマ を 表示 





な お 、 モ ーション デー タ が な いと き に | スペ ー ぇ | を 押す と 、 画 面 を 再 描画 し ます 。 


ブ プ チー 旋 だ た 


モー ショ ン エ ディ タ で は マウ ス に よる 操作 を 次 の キー 操作 で 代用 で きま す 。 


画 カー ソル 移動 
カー ソル を 移動 きせ る キー 操作 は ツリ ー エ ディ タ と 同じ で す 。 


カー ソル を 左 に 移動 


カー ソル を 下 の 時 間 軸 に 移動 
カー ソル を 上 の 時 間 軸 に 移動 
カー ソル を 右 に 移動 
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5 招 モー ショ ン エ ディタ 


画面 の 操作 


[SHIFT ]+[H] | 時 間 軸 の 表示 範囲 を 左 に 移動 


[SHIFT ]+[L] | 時 間 軸 の 表示 範囲 を 右 に 移動 
[CTRL]+[L| | 画面 の 再 描画 





一 表示 変数 の 変更 


内 きき 


[SHIFT ]+[」] | カー ソル 位置 の 時 間 軸 で 、 現 在 表示 し て いる 変数 の 次 の 変数 を 表示 
SHIFT |+[K] | カー ソル 位置 の 時 間 軸 で 、 現 在 表 示し て いる 変数 の 前 の 変数 を 表示 








還 縮尺 の 変更 


容 TI 
時 間 軸 の 目盛 り の 間隔 を 拡大 。 続 け て 実行 すれ ば 、 さ ら に 拡大 
時 間 軸 の 目盛 り の 間隔 を 縮小 。 続け て 実行 すれ ば 、 さ ら に 縮小 





一 その 他 の 操作 


モー ショ ン デ ー タ を ファ イル に 保存 
説明 を 表示 
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J 
tH 


イル の 切り 茶 え 


| 
て | 


MODE で は 複数 の モデ ル デ ー タ ファ イル を 読み 込め ます が 、 同 時 に は 編集 で きま せん 。 
実際 に 編集 し た い モ デル ファ イル を 「 フ ァイル の 切り 替え 」 で 指定 し ます 。 


モデ ルフ ァイル の 切り 替え は ツリ ー エ ディ タ で も で きま す が 、 複 数 の ファ イ "oe 
ん で いる 場合 は 、 「 ファ イル の 切り 替え 」 の は ほ まう が 目標 と する モデ ルフ ァイル 【 に 早く 到達 
きま て す 。 


ZT PLONE BE 


た と えば 「 モ デリ ング 実践 」 で 作成 し た 「test.mod」 を 読み 込ん で 「Mode」 メ ニュ ー て 
ファ イル の 切り 替え 」 を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


test Mad 


DuUFamid. mod 
floor . Cd 
floorsub. mod 





画面 7-1 ファ イル の 切り 替え 画面 (test.mod) 


画面 に は 、 い ま 読 み 込ん で いる モデ ル デ ー タ ファ イル 一 覧 と それ ぞ れ の ファ イル の 状態 
が 表示 され ます 。 フ ァイル の 状態 と は 、 エ ラー が な いか 、 読 み 込 まれ た 後に 編集 きれ た か 
の みう で 定 。 





7 草 ファ イル の 切り 替え 


/ ど チー 旋 / た 
「 フ ァイル の 切り 替え 」 で は ツリ ー エ ディ タ と 同様 に キー ボー ド で 操作 を し まず す 。 
ファ イル を 切り 替え る と き は 、 カ ー ソ ル を 編集 し た い フ ァイル の 前 に 移動 させ 、 


キー を 押し ます 。 フ ァイル を 選択 する と その ファ イル を 読み 込み 、 ツ リー エディ タム へ 移動 
し ます 。 カー ソル の 移動 の 方 法 は ツリ ー エ ディ タ と ほぼ 同じ で 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


画 カー ソル 移動 


NII 


[CTRL]+[B] | 1 画面 上 に 移動 
[CTRL |+[U| | 半 画 面 上 に 移動 


[CTRL]+[F] | 1 画面 下 に 移動 
[CTRL |]+[D] | 半 画 面 下 に 移動 
1 っ つっ 下 へ 移動 
1 つ 上 へ 移動 





画 その 他 の 操作 
その 他 の 機能 と し て 、 次 の も の が あり ます 。 


ファ イル 名 の 変更 
ファ イル を 確定 し 、 ツ リー エディ タム 移動 


[CTRL ]+[L] | 画面 を 再 描画 
[SHIFT ]+[ ?| | ファ イル の 切り 替え の 説明 を 表示 











7.3 ファ イル の 切り 替え の 実際 


Z ア の フフ ON の 先 父 


それ で は 実際 に 「 フ ァイル の 切り 替え 」 を 使っ て み ま し ょ う 。 
次 の よう に し て 「sample.mod」 を 読み 込み 、「 Mode」 メ ニュ ー で ' ファ イル の 切り 替え 」 を 


選択 (また は [NFER] 二 [F]) し て くだ さい 。 


B> mode sample || 


ファ イル 名 


lample. mod 


sphere. mod 
cube. mod 
buyuramid. od 
floor.mod 





画面 /72 ファ イル の 切り 替え 画面 
| J』] キー で 「floormod」 に カー ソル を 移動 し て [スペ ー ぇ | キー を 押す と 、 ツ リー エディ タ に 


移動 し て !floor.mod」 の 内 容 が 表示 され ます 。 
ここ で 「 ポリゴン エディ タ 」 を 選択 すれ ば 「floor.mod」 の ワイ ヤ フ レ ー ム が 表示 され ます 。 
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0 章 


モデ リン グ 実 時 


どど / 


この 章 で は 実際 の モデ リン グ の 例 を 示し て 、 ど の よう な 手順 で 物体 を 作り 上 げ て いく の 
か を 説明 し ます 。 


EF a a PA 


NO 


@ モ デリ ング する 前 に ラフ スケ ッ チ を 用 意 
@ 最初 は 大 ま か に 作成 

@ 基本 は ' 正面 図 」 

@ ツー ル を 利用 

@ 部品 ご と に ブロ ッ ク 化 


最初 は 誰 で も ポリ ゴン エディ タ だ け を 使っ て モデ リン グ し て みる で し ょ う 。 し か し 、 イ 
メー ジ ど お り に 形 を 作る の は な か な か むず か し いも の で す 。 そこで 、 次 の よう な 手順 を 踏 
こと を お 和 勧め し ます 。 

まず 下 準 備 と し て 、 紙 に ラフ スケ ッ チ を 描き ます 。 頭 の 中 で イメ ー ジ し た だ け で は 全体 
の バラ ンス が と り に く か っ た りす る か ら で す 。 

次 に ポリ ゴン エディ タ を 使っ て 実際 に モデ リン グ を 行い ます 。 た だ し 、 最 初 か ら 完 成 し 
た も の を 作る の で は な く 、 ポ リ ゴ ン の 点 の 数 は 少な 目 に 粗く 作り ます 。 後 で 点 を 減ら す の 
は 面倒 で す が 、 増 や す の は 簡単 だ か ら で す 。 

また 点 の 座標 は せ 、 き り の よい 値 に し まし ょ う 。 きり の よい 座標 な ら ば 軸 に 平行 な ポリ ゴ 
ン を 作り や すい し 、 後 で 点 を 移動 きせ る の も 簡単 だ か ら で す 。 

そし て 「 正 面 図 」 で 作業 し ます 。XXY 平面 内 だ け で な ら ば 形 も と りや すい し 、Z 軸 方 向 に は 
後 で ツー ル (THICK コマ ンド ) を 使っ て 厚み を 付け る こと が で きる か ら で す 。 
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8 章 モデ リン グ 実 践 


ある 程度 形 が と れ て きた ら 細 部 を 調整 し ます 。 頂 点 の 数 を 増やし て 曲線 に 近く 見 せる た 
め に は 、^ 中 点 作 成 " の 機能 を 使い ます 。 作 っ た 点 は 曲線 と な る よう な 位置 に 移動 きせ て 使 
いい ます 

以上 の よう に 、 ま ず 粗 く 作 っ て 全体 の 形 が と れ て か ら 細 部 を 作る よう に し ます 。 粗い ほ 
う が ポ リ ゴ ン エディ タ で の 描画 が 速く な る し 、 先 に 全体 の 形 が と れ た ほう が 後 で 大 き な 変 
更 を し な く て すみ ます 。 

ツリ ー エ ディ タ の s コマンド を 使 ら で 計 珍 さき ぜ 完 り 、 和 ーション シェ デル タ で 都 分 時 に 動 
か せる よう に 部 品 ご と に ブロ ッ ク に (階層 化 ) し て お きま し ょ う 。 

また 、 球 や 円 筐 な どの ボリ ゴン は 1 が か が から 作る と た に ら に へ ん な の で 、 ツ ー ル を 利用 し まし ょ 
ラ 。 


どの の / —Step 1- 


お も に ツー ル と ツリ ー エ ディ タ を 使用 し て 木 を 作っ て み ま す 。 


tres. mad Frame MM “ -M.19MM Y .MMM 2 SPALL 





画面 8-1 tree.mod( 完 成 例 ) 
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8.2 本 の 作成 一 Step 1 一 





間 幹 、 枝 、 葉 に 分 割 


まず 木 を どの よう な ブロ ッ ク に 分 け て 構成 する か を 考え ます 。 木 は 幹 、 枝 、 葉 に 分 けら 
れ ま す 。 ま た 枝 も 細い 枝 の ブロ ッ ク と 太い 枝 の ブロ ッ ク に 分 か れ ま す 。 

次 に これ ら の ブロ ッ ク を どの よう な 物体 で 見 立て る か を 考え ます 。 幹 は 先端 に いく ほど 
細く な り ま すか ら 、 細 長い 円 氏 で 表し ます 。 

円 氏 を 作る ツー ル は CONE で す 。 枝 は 幹 に 比べ れ ば 大 さき の 変 化 が あり ませ ん か ら 、 円 柱 
で 現し ます 。 葉 は 1 つ ず つ 作 っ て いた の で は 計算 量 が 増え を る だ け で すか ら 、1 つの 枝 に 付く 
葉 を まとめ て 球 で 現す こと に し ます 。 


ソー ル で 部 品 を 作成 


ブロ ッ ク の 構成 が 決ま っ た ら 、 そ れ ぞ れ の ブロ ッ ク の ポリ ゴン デー タ を 作り ます 。 こ の 
と き 、 必 要 以 上 に 細か い ポ リ ゴ ン デー タ を 作ら な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 部 品 の 配置 は 、 
ポリ ゴン エディ タ で ワイ ヤ フ レ ー ム を 表示 させ て 確認 し ます 。 

ポリ ゴン エディ タ で 表示 する と き 、 ポ リ ゴ ン の 数 が 多い と 表示 し 終わ る まで に 時 間 が か 
か っ て し まい ます 。 そこで 、 最 初 は 点 の 数 が 少な い ポ リ ゴ ン デー タ を 使い 、 配 置 が 終わ っ 
た ら ポ リ ゴ ン デー タ を 差し 替え て 完成 させ ます 。 ツ ー ル を 使う と き 、 最 初 は 分 割 数 に 小 き 
な 値 を 指定 し 、 最 後に イメ ー ジ し て いた 分 割 数 を 指定 し ます 。 

ここ で は 次 の よう に それ ぞ れ 分 割 数 を 5 に し て デー タフ ァイル を 作り ます 。 





B>cone 5 > cone.mod[2) … 幹 の デー タ 
B>tube 1 1 5 > tube.mod[2| … 枝 の デー タ 
B>sphere 5 > sphere.mod …ー 業 の デー タ 


以下 で は 、 こ の 3 つの デー タフ ァイル を 使っ た 組み 立て 方 を 説明 し ます 。 
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8 章 モデ リン グ 実 践 





| ポリ ゴン デー タ の 組み 合わ せ 


最後 に 作っ た ポリ ゴン デー タ を r、t、s、i コマ ンド を 使っ て 組み 合わ せま す 。 そ れ ぞ れ 
の コマ ンド の 引数 は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で ワイ ヤ フ レ ー ム を 確認 し な が ら 決 め ま し た 。 

まず 最初 に 大 き さ を 決め る た め に 幹 の デー タ 「cone.mod」 を s コマ ンド を 使っ て 加工 し 
ます 。 幹 の ポリ ゴン は 族 面 を XY 平面 に 持つ 高き 1、 半 穫 1 の 円 雛 で す 。 これ を 次 の よう な 
コマ ンド を 使っ て 高き 100、 太 さき 5 の デー タ に 加工 し ます 。 


画面 8-2 幹 
SX も 
きり 
ミア 1 の 底面 に 対し て 垂直 方 向 に 100 倍 
| cone, mand Re gle « bieitie 4d 幹 の ポ リ ゴン デー タ 


加工 が 終わ っ た ら 「tree._mod」 と いう 名 前 を 付け て お きま し ょ う 。 

次 に この 幹 の 大 き さ に 合わ せ て 校 を 取り 付け ます 。 と りあ え ず 幹 の 中 ほど に 1 本 取り 付 
け て み ま し ょ う 。 「branch.mod」 と いう ファ イル を 次 の よう な 内 容 で 作り ます 。 新た に ファ 
イル を 作る に は 、 ツ リー エディ タ の e コマ ンド を 使用 し て ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


画面 8-3 branch.mod 


branch.mod TZ Te 幹 の 中 腹 へ 移動 
。 | leaf . mod リー 枝 と 葉 の デー タ 


そし て 、「 フ ァイル の 切り 替え 」 で 「leafmod」 を 選択 し て 、「tube.mod」 を 加工 し ます 。 校 
の デー タ 「tube.mod」 は 、 旗 面 を XY 平面 に 持つ 高き 1、 半 径 1 の 円 村 な の で 、 こ れ も r コ 
マツ ド と ぁ s ゴ マン ド を 優 っ て し ます 。 


画面 8-4 leaf.mod 


leaf .mod FUT men 幹 に 対し て 70 度 の 角度 で 枝 を 付け る 
es 4M OLK 枝 の 長 さ を 40 に 
も 0 od Pte 円 柱 の ポリ ゴン デー タ 
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8.2 本 の 作成 一 Step 1 一 


続い て 「 フ ァイル の 切り 替え 」 で 「tree.mod」 を 選択 し 、 次 の よう に 中 branch.mod」 を 追 
加 し ます 。 


画面 8-5 tree.mod 





tree. mod SX 5 
sy 5 
sz 1MM 
| 


corns. mod 
a NN Md 





これ で 幹 に 1 本 の 枝 が 付き ま し た 。 続け て も っ と た くさ ん の 校 を 付け まし ょ う 。' ファイ 
ル の 切り 替え 」 で 「branch.mod」 を 選択 し て 加工 し ます 。 これ ら の 校 は 、 幹 (Z 軸 ) を 軸 に し て 
回 転 きせ な が ら 取 り 付 け て いき ます 。 回 転 の 角度 は 、1 周 し た と き に ずれ る よう に 130 度 と 
し ます また 、 要 は に 行 ぐ 桶 ど 短 か く な る よう に し ます 。 講 こ 机 名 浮 タ に する と 、 以 下 
の さす うに な りり ます 


画面 8-6 branch.mod 





brarch.mor 呈 UN 4 onvyenon 1 本目 の 枝 の 位置 (0, 0, 50) 
| gaf mod の の … 1 本 目 の 枝 の ポリ ゴン デー タ 
2 いい 2 本 目 の 枝 の 位置 (0. 0, 55) 
ou 1 本 目 の 枝 に 対し て 幹 を 中 心 に し て 130 度 回 転 
SX 8 ee 1 本 目 の 0.8 倍 の 長 さ 
A Od で で で rt 2 本目 の 枝 の ポリ ゴン デー タ 
の Or すさ りす っ Snkxskk 3 本 目 の 枝 の 位置 (0. 0, 60) 
ON 1 本 目 の 枝 に 対し て 幹 を 中 心 に し て 260 度 回 転 
個 芝 | 凍 二 の の 205 1 本 目 の 0.64(=0.8 * 0.8) 倍 の 長 さ 
| | gaf mad CS EE 3 本目 の 枝 の ポリ ゴン デー タ 
当っ 
rz 13M < 
Sx A.8 以下 繰り 返し 
| leaf.mod 
で 
FZ 18 
sx MM.8 
| leaf .mod 
| 8 
『 も 8M 
sx QU.8 
| leaf.mad 
の) 


135 


8 章 モデ リン グ 実 践 


最後 に 枝 に 葉 を 付け ます 。 葉 の デー タ 「sphere.mod」 は 半径 1 の 球 の ポリ ゴン デー タ で 
す 。 これ を X 軸 方 向 に つぶ れ た 形 に 拡大 し て 、 それ ぞ れ の 枝 に 取り 付け ます 。「 フ ァイル の 
切り 替え 」 で 「leafmod」 を 選択 し て 画面 8-7 の 内 容 を 追加 し て くだ さい 。 

「sphere.mod」 の よう な デー タ を 作る と き は 、 順番 に 注意 する 必要 が あり ます 。 r、 t、s コ 
マン ド は 、 コ マン ド よ り も 後ろ に ある ポリ ゴン デー タ に 影響 を 与え 、 ポ リ ゴ ン デー タ に 近 
い ほ うか ら 作 用 する こと は 説明 し まし た 。1 行 目 と 2 行 目 を みる と 、 葉 の ポリ ゴン デー タ は 
Z 軸 方 向 に 30 移動 し て か ら 、Y 軸 を 中 心 に 70 度 回 転 し て いる こと が 分 か り ま す 。 こ の コマ 
ンド に よっ て 、 葉 の ポリ ゴン の XX 座標 は マイ ナス に な り ま す 。 

し か し 、 こ の コマ ンド を 逆 の 順序 で 実行 し た ら ど うな る で し ょ うか 。 まず Y 軸 を 中 心 に 
し て 回 転 し ます 。 初め 葉 の ポリ ゴン は 原点 を 中 心 に し て いま すか ら 、 位 置 は 変わ り ま せん 。 
次 に Z 方 向 に 30 移動 し ます か ら 、 結 局 X 座標 は 0 の まま で 、 葉 の ポリ ゴン は 幹 に 埋もれ た 


まま で す 。 

画面 8-7 業 
ee eco 枝 に 合わ せ て 幹 に 対し て 70 度 の 角度 を 持つ 
CZ EP tt 枝 の 先 の ほう に 葉 を つけ る た め に 移動 
RY X 方 向 に 10 倍 に 拡大 
きり | OOPPPDPPLPYYY を か 方 向 に 20 倍 に 拡大 
SZ OD ee Z 方 向 に 20 倍 に 拡大 
1 spbhere. mod ee 球 の ポリ ゴン デー タ 





ここ まで に 使用 し じ た モ デル ファ イル 中 の i ユマ ンド の み を 取り 出す と 次 の よう に な われ わ ま 





図 8-1 tree.mod 


組み 立て が 完成 し た の で 、 今度 は それ ぞ れ の ポリ ゴン デー タ を も っ と 細か いも の に 取り 
替え ます 。 と は いえ 、 あ まり 細か くし すぎ る と 画像 ファ イル を 作る と き に 時 間 が か か り ま 
すか ら 、 ほ ど ほ ど に し まし ょ う 。 
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8.2 示 の 作成 一 Step 1 一 


それ で は 完成 例 を 表示 し て み ま し ょ う 。 イ ンス トー ルプ ログ ラム で は コピ ー さ れ な い の 
で 、 次 の よう な 準備 を し て くだ さい 。 





①「 実行 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ A に 入れ て MS-DOS を 起動 (以下 の 手順 は フ 
ロッ ピー ディ スク の み の シ ステ ム 構 成 )。 

② 初 期 化 済み の ディ スク を ドラ イブ B に 入れ る (初期 化 の 手順 は 「 イ ンス トー ル 」 を 参照 )。 

③「 実行 用 シス テム ディ スク 」 を 「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 と 入れ 換え る 。 

④ 次 の よう に 入力 。 


B>copy a:\tree b: 
B>copy a:\color b: 


⑤「 保存 用 シス テム ディ スク 」 を 「 実 行 用 シス テム ディ スク 」 と 入れ 換え 、 次 の よう に 入力 。 
B> mode tree ご | 


「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 で 画面 いっ ぱい に 表示 きせ た の が 画面 8-1 で す 。 
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BF ガッ 人 の を 錠 一 7 一 


次 に ロボ ッ ト を 作っ て み ま し ょ う 。 手足 を 動か し て 歩く よう に デザ イン し ます 。 


Fobot mod .MMMM Y -. BMMMM Z .GgMgg 





画面 8-8 robot.mod( 完 成 例 ) 





| 頭 、 胴 体 、 手 足 に 分 割 


まず 、 ロ ボッ ト を どの よう な ブロ ッ ク に 分 け て 構成 する か を 考え ます 。 ロ ボッ ト は 頭 、 
胴体 、 右 手 、 左 手 、 右 足 、 左 足 に 分 けら れ ま す 。 次 に これ ら の ブロ ッ ク を どの よう な 図形 
で 作る か を 考え ます 。 簡略 化す る た め に どの ブロ ッ ク も 基本 的 に 円 柱 、 球 、 直 方 体 で 作り 
ます 。 手 足 の 関節 な どの 動か す 部 分 は 動き を きれ い に す る た め に 球 や 半球 に し て お きま す 。 
胴体 は CUBE コマ ンド で 直方 体 の 角 を 削っ て 作り ます 。 











8.3 ロボ ッ ト の 作成 一 Step 1 一 


「 画 ツー ル で 部 品 を 作成 


ブロ ッ ク の 構成 が 決ま っ た ら 、 そ れ ぞ れ の ブロ ッ ク を 作成 する の に 必要 な ポリ ゴン デー 
タ の ファ イル を 作り ます 。 こ とこ こ で は 次 の よう な デー タフ ァイル を 作り まし た 。 

「sph 一 hmod」( 半 径 1 の 半球 ) と 「cube1mod」(1 辺 20 の 立方 体 ) は 部 品 集 に ある も の を 
使用 し 、 後 は ツー ル を 使っ て 作り ます 。 





B>sphere 4 >sph.mod [2 … 半径 1 の 球 

B>tube 一 t 1 10 10 >tube.mod[2| … 底面 の 半径 1、 高 き 10 の 円 筒 形 

B>cube 12 1 >cube2.mod[ ジ | … 1 辺 12 の 角 を 削っ た 立方 体 
- 画 大 き さ を 決定 





ポリ ゴン デー タ を 組み 合わ せる 前 に どの くら い の 大 き さ の ロボ ッ ト を 作る の か 、 お お 
ざっ ぱに 決め まず 。 た と えば 次 の よう に し ます 。 


全長 =40 
足 =20 
胴体 15 
頭 と 首 三 5 
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各 ブ ロッ ク を 作成 


田 胴体 を 作成 
身体 の 中 心 で ある 胴体 か ら 作 り ま す 。 大 き さ は 前 項 で 決め た よう に 15 くら いで 、 ま た 形 
と し て は 腰 を 円 柱 、 そ の 上 下 を 「cube2.mod」 の 角 を 削っ た 立方 体 で 表す こと に し ます 。 
最初 に ツリ ー エ ディ タ で t、s、i コマ ンド を 使っ て 「cube2.mod」 と 「tube.mod」 を 自分 が イ 
メー ジ し た よう に 結合 し ます 。 次 に ポリ ゴン エディ タ で 表示 し て バラ ンス を 確か め ま す 。 
これ を 何 度 も 繰り 返し て コマ ンド の 引数 を 決め ます 。 こ の よう に し て で きた ファ イル が 
「body.mod」 で す 。 「 





画面 8-9 body.mod 


bodu. mod 


5 
2 Mod ee 1 辺 12 の 角 を 削っ た 立方 体 


den RR 底面 の 半径 1、 高 さ 10 の 円 筒 形 
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8.3 ロボ ポッ ト の 作成 一 Step エー 


画定 を 作成 

まず 、 後 か ら 動 か す 部 分 を 決め ます 。 ここ で は も も の 付け 根 と 膝 を 動か すこ と に し ます 。 
この 2 つの 部 分 は + コマ ンド の 引数 を 変数 と し て 動か す の で 、 球 また は 半球 を 使う と よい 
で し ょ う 。 そ の 他 の 部 分 は 足 を 直方 体 で 、 も も と すね を 円 筒 形 で 表し ます 。 

足 を 作る 場合 に 重要 な の は 変数 の 値 を いろ いろ 変え て も 足 全 体 が 足 の 形 を 成 し て いる と 
9 あと で す 。 と と が ポ ボッ を 作る 上 で 最も むず か し いと ご み に な り ま す 。 

膝 を 例 に 説明 する と 、 ま ず 膝 を 構成 する 球 の 中 心 が 原点 に くる よう に 膝 か ら 下 を 作り ま 
す 。 次 に その 部 分 を 1 つの ブロ ッ ク と 考え て ブロ ッ ク 全 体 を いつ で も 原点 中 心 に 回 転 させ 
られ る よう に r コ マン ド (rx、ry、rz) を 挿入 し て お きま す 。 引 数 は 0 で も 構い ませ ん 。 最後 
に r コ マン ド を 含め た 全体 を 膝 か ら 上 と の 結合 点 へ 移動 し ます 。 同様 に も も の 付け 根 も 作 
り ま す 。 も も の 付け 根 は 「sph 一 hmod」( 半 径 1 の 半球 ) 、 膝 は 「sph.mod」 (半径 1 の 球 )、 足 
は 「cube1.mod」(1 辺 20 の 立方 体 ) を それ ぞ れ 加工 し て 作り 、 も も の 付け 根 と 膝 、 足 の 間 は 
「tube.mod」( 底 面 の 半径 1、 高 き 10 の 円 筒 形 ) で 結び ます 。 


画面 8-10 foot 一 r.mod 








foot-F . mod H あや の 付け 根 
ド 18d 
sx 1 5 
呈 り 1 5 
OO 
i sph-h.mod ee 半径 1 の 半球 
| 
Q 
tz = 18 
Sz MM.6 
kB. の の OL 底面 の 半径 1、 高 さ 10 の 円 筒 形 
tE BE36 
oe re 膝 を 動か す た め の r コマ ンド 
人 Pes sores 膝 を 動か す た め の r コマ ンド 
Fz  …… iii 膝 を 動か す た め の 「 コ マン ド 
H 膝 
Sx 1.5 
ご り ] 0 
に 
| sph. Mad ee 半径 1 の 球 
= を 1 18 
E> 
sz MM.7 
| tube.mod 
HH 正 
も ~$ 
te] 
sx Q.2 
Su Q.4 
sz QW.1 
1 cubel. mod ee 1 辺 20 の 立方 体 


8 姜 モデ リン グ 実 中 


一 腕 を 作成 | 

腕 も 足 と 同様 に 作成 し ます 。 肘 と 肩 を 動か し た い の で 、 こ れ ら の 部 分 と 手 は 球 で 表し ま 
す 。 そ の 他 の 部 分 は 円 筒 を 使い ます 。 こ こ で 重要 な こと は 肩 と 胴体 と の 接合 部 を どう する 
か と いう こと で 、 腕 を 動か し て も きれ い に 見 える よう に 考え て みて くだ さい 。 こ こ で は 
「should.mod」 と いう 別 の ファ イル に し て いま す 。 


画面 8-11 hand 一 r.mod 


hand-r mad ru 18M 

shou ld mod ee 肩 と 胴体 と の 接合 部 
の SA 
人 
「 り 
ドス 


nn 0 つ BE Go = 
cw 
Ca 


RS べべ 
「 ウ 


日 


h.mQd 


{ 


Ko いや 当 ト や 」 
(co 
「 


tz 


| tube.mad 
26. 118 
EX $b 
FU 回 
rz Q 
H 肘 
ST 
知り いす 5 
に 5 
1 sph.mod 
まっ 1 18 
で pe 
sz MM.5 
| tube.mod 
1 





還 首 ご 頭 を 作成 
ここ まで に で きた だ た 部品 と の バラ ンス を 考え て 首 と 頭 を 作り ます 。 とりあえず 首 を 円 仙 、 


頭 を 球 に し て あり ます が 、 頭 は 自分 で 作っ て みて くだ さい 。 








8.3 ロボ ポッ の 作成 Step = 


画面 8-12 head.mod 





head . mod t 首 
sz MM. ど 
C 3M 
| tube.mod 
H 9 
tz 』.8284 
SOX. 
sy 3 
SZ 3 
8 32 
| sph. mod 





組み 立て 





最後 に すべ て の 部 品 を 組み 立て て ロボ ッ ト を 完成 させ ます 。 フ ァイル 名 を 「robot.mod」 
に し て 1 コマンド で 各 ポ リ ゴ ン デー タ を 読み 込み 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 各 パ ー ツ の バラ ン 
ス を 見 な が ら 組 み 立 て ます 。 


画面 8-13 ファ イル 名 を 「robot.mod」 に 指定 


robot . mod H 左足 
tX 3 
も る 2 
| foot-| .mod 
# 右足 
tx =3 
ld 
| foot=r, mod 
H 身体 
tz CM 
| bodu.mod 
H 明 
0 2 の 
| head.mod 


坂 そ 8 

te Be 

| hand-]. mod 

H 石 腕 

っ 舞 ら 

【 ト る 3 の | 
| hand-F.mod 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー Oo 
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動 さ を 付加 


これ で 一 応 ロ ボッ ト が で きま し た の で 、 今度 は モー ショ ン エ ディ タ を 使っ て 動か し て み 
ます 。 で は 右腕 を X 方 向 を 軸 に 回 し て み ま し ょ う 。 

まず 最初 に 肩 を 成す 球 の と ころ に あら か じ め 入 れ て お いた r コ マン ド の うち rx の 引数 
を 変数 $0 に 置き 換え ます 。 次 に モー ショ ン エ ディ タ で 「 フ レー ム 」 と 「 値 」 の 推移 を 指定 し ま 
す 。 フ レー ム 数 と 値 の 大 き さ は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 表示 し て 確認 し な が ら 決 め ま す 。 こ 





こ で は '「 フ レーム ニテ 10」、。.「 値 360」 に 指定 し あま: 


フレ ー ム = 1g, 値 = 363.393 





画面 8-14 動き の 付加 


それ で は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 表示 し て 動き を 見 て み ま し ょ う 。 [スペース] キー を 押し て 次 
の フレ ー ム を 表示 させ て いく と 、 ロ ボッ ト の 右腕 が 少し ずつ 回 転 し て いき ます 。 
この よう に ロボ ッ ト に いろ いろ な 動き を させ て みて くだ さい 。 





8.3 ロボ ッ ト の 作成 一 Step 1 一 


robot .mod Frame QUA “% -6. と MMMM Y .M9 2 oc 


EE お 


了 
の 


IT 
| 





画面 8-16 腕 の 回 転 (5 コマ 目 ) 
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作例 の 表示 


それ で は 完成 例 を 表示 し て み ま し ょ う 。 イ ンス トー ルプ ログ ラム で は コピ ピー されない の 
で 、 次 の よう な 準備 を し て くだ さい 。 


①「 実行 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ AK 入 れ て MS-DOS を 起動 (以下 の 手順 は フ 
ロッ ピー ディ スク の み の シ ステ ム 構 成 )。 

② 初 期 化 済み の ディ スク を ドラ イブ B に 入れ る (初期 化 の 手順 は ほ 「 イ ンス トー ル 」 を 参照 )。 

③' 実行 用 シス テム ディ スク 」 を "保存 用 シス テム ディ スク 」 と 入れ 換え る 。 

④ 次 の よう に 入力 。 


B>copy a:\robot b: 
B>copy a:\color b・ 


⑥「 保存 用 シス テム ディ スク 」 を 「 実 行 用 シス テム ディ スク 」 と 入れ 換え 、 次 の よう に 入力 。 
B>mode robot| ン | 
「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 で 画面 いっ ぱい に 表示 させ た の が 画面 8-8 で す 。 スペース | キー を 押 
す と 、 次 の フレ ー ム が 表示 され ます 。 “ 


また 、mode robot2 [| と 入力 し て 「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」 を 選択 すれ ば 、 横向 き の ロ ボッ 
ト が 表示 され ます 。 








Part ど で は ワイ ヤ フ レ ー ム の 末 僚 作成 まで を 解説 し まし た が 、 
Part づ で は カラ ー 存 衣 を 表 去 する た め の 
コマ ンド デー タ に つり て 説明 し ます 。 
董 で ば 邑 病 定 の 万 法 に つり 1 て 説明 し 、 
7 り 音 で な 童 で 作っ た ど つ の 作 記 に 色 を 合 ブ まず 。 








9 音 


所 情報 


物体 や 背景 に 色 を 付け る に は ツリ ー エ ディ タ 上 で いく つか の 指定 を し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 こ こ で は 人 色 指 定 に 必要 な 視野 モデル 用 コマ ンド 、 背 景色 の 指定 コマ ンド 、 光 源 モ デル 
用 コマ ンド 、 表 面 モ デル 用 コマ ンド 、 シ ェ ー デ ィング パラ メー タ 指 定 用 コマ ンド に つい て 
説明 し ます 。 ま た 、 簡 単に 背景 色 を 作成 で きる カラ ー エ ディ タ に つい て も 解説 し ます 。 


gl を 族 蛇 の 族 昔 


カラ ー で 画像 を 表示 する た め に は 、 か な ら ず 次 の 指定 を し な けれ ば な り ま せん 。 





① 横 方 向 の 解像度 、 視 野 の 角度 … 視野 モデ ル 用 コマ ンド で 指定 
② 縦 方 向 の 解像度 、 視 野 の 角度 … 視野 モデ ル 用 コマ ンド で 指定 


③ 背 景色 … 光源 モデ ル 用 コマ ンド で 指定 
④ 光 源 色 … 光源 モデ ル 用 コマ ンド で 指定 
⑤ 光 源 の 向き … シェ ー デ ィング パラ メー タ 指 定 用 コマ ンド で 指定 
⑥ 光 源 … シェ ー デ ィング パラ メー タ 指 定 用 コマ ンド で 指定 
⑦ 物 体 色 … 表面 モデ ル 用 コマ ンド で 指定 


第 2 編 で 説明 し た 「sample.mod」 で も 画面 9-1 の よう に 指定 し て いま す 。 


画面 9-1 「sample.mod」 の 色 指 定 


ambh ese. mad X の 


CID 0" すい や の 横 方 向 の 解像度 を 213 ドッ ト 、 視 野 の 角度 を 64 度 に 指定 
り 99。 4 に "の …… 縦 方 向 の 解像度 を 133 ドッ ト 、 視 野 の 角度 を 40 度 に 指定 
な MS で で や 背景 色 を 指定 (灰色 ) 
放す ルミ OEE 光源 色 を 指定 (白色 ) 
OO ReGen 光源 の 向き を 指定 
Ne 光源 を 指定 


以下 で は 各 コ マン ド ご と に その 使い 方 を 紹介 し ます 。 





9 章 色情 報 


de WBETTHITN 


x < 横 方 向 の 解像度 >< 視 野 の 角度 >[< 分 割 し た 画像 の 位置 >< 分 割 数 >] 
y < 縦 方 向 の 解像度 >< 視 野 の 角度 [< 分 制 し た 画像 の 位置 > く < 分割 数 > 





x 640, 40 … 640X400 ドッ ト で 視野 角 40 度 に 指定 
400。 40 
80。 4 0 3 

x いい S12 た 550 05 4 … 3 分 割 す る 場合 の 最後 の 画像 
80。140。 の 3 


視野 モデ ル 用 コマ ンド は 、 生 成す る 画像 の 解像度 (ドッ ト 数 ) と 視野 の 角度 を 指定 し ます 。 
この コマ ンド に よっ て クリ ッ ピ ング や 透視 変換 の 設定 が 変更 され ます 。 これ ら の デー タ は 
画像 の 生成 に か な ら ず 必要 な も の で すか ら 、 モ デル ファ イル の 先頭 に 1 回 だ け 指定 し ます 。 
画像 の 解像度 は 、 出 力 機器 に 合わ せ た 値 (本 パッ ケー ジ で は 最大 640 メ 400 ドッ ト ) を 整数 
値 で 指定 し ます 。 視野 の 角度 は 、 単 位 を 度 で 表し た 視野 の 広 さ の こと で 、 実 数 で 指定 し ま 
す 。 大 きけ れ ば (上 限 は 180 度 ) 広 角 レ ンズ の よう な 効果 を 生み 、 小 さけ れ ば 望遠 レン ズ の 
よう な 効果 を 生み ます 。 通常 は 40 度 ぐ らい を 指定 し て お け ば 、 自 然 な 画像 が 得 ら れ ま す 。 
また 視野 モデ ル 用 コマ ンド は 、 画像 を 分 割 し て 生成 する た め の 指 定 も 行い ます 。 MODE 
シス テム で は すべ て メモ リ 上 で 処理 する た め 、 大 き な 画 像 を 生成 する 場合 メモ リ 不 足 と な 
る と こと が あり ます 。 そ うい うと き は 画像 を 分 割 し て 生成 し 、 後 か ら 結合 し ます 。 画像 の 分 
割 は 終 と 横 の 両方 向 に 可能 で す が 、 横 方 向 に 分 割 し た 画像 を 結合 する 方 法 が な い の で 、 通 
常 は 終 方 向 の 分 割 を 利用 し ます 。 た だ し 、 画 像 の 一 部 を 見 る と き は 横 方 向 の 分 割 を 利用 で 
きま す 。 

画像 を n 個 に 分 割 し て 生成 する 場合 は 、 画 像 の 位置 は 0 か ら nー1 の 値 を と り ま す 。 つま 
り 、 画 像 を 生成 する ご と に 画像 の 位置 を 0 か ら 1、 2、 3 と 書き 換え て 、n 個 の イメ ー ジ ファ 
イル を 生成 し ます 。 生成 し た ファ イル の 結合 は MS-DOS の COPY コマ ンド を 使っ て 次 の 
て 


B>copy /b image1 十 image2 十 image3 image[2| 


これ で imagel、image2、image3 の 3 つの ファ イル が 結合 され 、image と いう 1 つの ファ 
イ ル だ な り ま す 。 





9.3 シェ ー デ ィング 用 コマ ンド 


ぐ ek " $ 1 
9 シテ ァ ー テ ケッ ング フ ビン 人 
シェ ー デ ィング 用 コマ ンド に は 、 光源 モデ ル 用 コマ ンド (1) 、 表面 モデ ル 用 コマ ンド ck 
シェ ー デ ィング パラ メー タ 指 定 用 コマ ンド (b) が あり ます 。 


ョ 光源 モデ ル 用 コマ ンド 


1 < 光源 番号 >,< 赤 >,< 青 >, く 緑 > 
b < シェ ー デ ィング 情報 番号 >,(X,Y,Z) 











1 0, 0, 0, 0 … 背景 色 を 黒 に 指定 
民生 1 バ 全 拓 … 光源 色 を 黄 に 指定 
bB 、0。 40..0 … 光源 の 向き を 指定 
も で 1 ht) … 光源 を 平行 光源 に 指定 


? コ マン ド は 、 シ ェ ー デ ィング の 際 に 必要 と な る 色情 報 を 光 の 3 原色 で 指定 し ます 。 赤 
(Red) 、 青 (Blue) 、 緑 (Green) の 割合 を 0 か ら 1 まで の 実数 で 記述 し ます 。 

どの よう な 色情 報 が 必要 に な る か は 、 後 述 す る 表面 モデ ル 用 コマ ンド (c) で 指定 され ま 
す 。c? コ マン ドド に よっ て 光源 番号 と その 光源 の 種類 (平行 光源 や 点 光 源 な ど ) が 指定 され ま 
す 

と 碗 ば 、 人 Ke 所 の シー ディ ング 方 式 (c? コ マン ド に よっ て 指定 され る ) で 光源 番号 

_ 1 番 が 平行 光源 と し て 使用 きれ ます 。 この 平行 光源 の ベク トル を 指定 する の に "b "コマ ンド 

を 使用 し ます 。 ベ クト ル は 、 シ ェ ー デ ィング 情報 番号 1 番 で 設定 され た 座標 か ら 0 番 で 設 
定 さ れ た 座標 の 向き に 指定 され ます 。 

た だ し 、 光 源 番号 0 番 (1 0) だ け は 例外 で 、 シ ェ ー デ ィング 方 式 に 関係 な く 常に 背景 の 色 
情報 を 設定 する の で 、^b” コ マン ド は 不要 で す 。 

表 9-1 に シェ ー デ ィング 番号 と シェ ー デ ィング 方 式 の 対応 を 示し ます 。 
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光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 (1 番 か 
ら 0 番 の 向き の 平行 光源 ) 


光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 
光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 
光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 
光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 


光源 番号 1 番 、 2 番 ( 点 光 源 ⑳) 、 3 番 ( 点 光源 ⑧⑤) シェ ー 
ディ ング 情報 番号 0 番 、1 番 、2 番 ( 点 光源 の ④ の 位置 )、4 
番 ( 点 光 源 ⑧⑤ の 位置 ) 















白 一 色 の 塗り つぶ し 


白色 の シェ ー デ ィング 
(ラン バー トモ デル ) 


NZ デ 浴 ョ 白色 の フォ ン シ ェ ー デ ィング 
白色 の ブリ ン シ ェ ー デ ィング 
4 黄色 の プラ スチ ッ ク 風 


黄金 色 の 金属 風 


2 つの 点 光 源 に 照ら され た 
白色 の プラ スチ ッ ク 
















































高度 差 に よっ て 変化 する 色 
の TE 
(プン が 直近) 






光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 、6 番 
( 球 の 中 心 )、7 番 ( 球 面 上 の 点 ) 











光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、 1 番 、 8 番 
(波紋 の 中 心 1)、9 番 ( 波 の 到達 点 1)、10 番 (波紋 の 中 心 
2)、11 番 ( 波 の 到達 点 2) 


光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 、12 番 
(円 の 中 心 )、13 番 (円 弧 上 の 点 )、14 番 (円 弧 上 の 点 ) 


光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 、15 番 
(画像 平面 の 原点 )、16 番 (画像 平面 の X 軸 上 の 点 )、17 番 
(画像 平面 の Y 軸 上 の 点 ) 画像 ファ イル `map.pic? 


光源 番号 1 番 、4 番 (天頂 の 色 )、5 番 (地平 線 の すぐ 上 の 
色 )、6 番 (地平 線 の すぐ 下 の 色 )、7 番 ( 天 頂 と 反対 側 の 色 ) 
シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 、18 番 、19 番 (18 番 
か ら 19 番 の 向き が 天頂 ) 


光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 、20 番 
(画像 平面 の 原点 )、21 番 (画像 平面 の X 軸 上 の 点 )、22 番 
(画像 平面 の Y 軸 上 の 点 ) 画像 ファ イル ^map.pic? 
光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 
シェ ーー ディ シン グ パ ラメ ー タ ファ イル “Shade.20? ~ 
^Shade.29? 
光源 番号 1 番 シェ ー デ ィング 情報 番号 0 番 、1 番 
シェ ー デ ィング パラ メー タフ ァイル “Shade30* と 
^Shade.39? 





青色 の ラン バー トモ デル と 
(0/ プ マッ ロ ピング 


木目 の ノ ソリッド テク スチ ャ 
と ラン バー トモ デル 


画像 の マッ ピン グ 
(ソリ ツリ 単 基 人 ス 光 < が) と 
芝 アタ mr 必 電 本 ルル 































グラ デー ジョン の 
リフ レク ショ ンマ ッッ ピ シ ング 
る ツリ ジン ショー ディ シグ 















画像 の リフ ラク ショ ン 
(屈折 ) マ ッ ピ ング 










フォ ン シ ェ ー デ ィング 











プリ ン シ ェ ー デ ィング 





表 9-1 シェ ー デ ィング 番号 に 対応 し た シェ ー デ ィング 方 式 
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ラン バー トモ デル と は 最も 簡単 な と シェー ディ ング モデ ル で 、 ラ ン バ ー ト (Lambert) の 反 
射 則 入射 し た 光 は すべ て の 方 向 に 等 し く 拡散 する 」 を 用 いて 光 の アン ビエ ント 成分 と デ 
プ 生 身 成 分 だ け を 計算 する も の で す 。 

フォ ン シ ェ ー デ ィング と は スペ キュ ラー 成分 を 取り 入れ た 初期 の モデ ル で 、 物 体 の 表面 
の ざら つき まで 計算 に 入れ る も の で す 。 た だ し 、 表 面 の 粗 さ を 自然 数 n で 決め る た め 、 細 
か な 調節 が で きま せん 。 ] 

プリン シェ ー デ ィング と は 、「 物 体 の 表面 を 細か く 見 れ ば 実際 に は ラン ダム な 方 向 を 向い 
た 小さき な 面 の 集合 か ら な る 」 と いう 考え の も と に 作ら れ た シェ ー デ ィング モデ ル で す 。 ブ リ 
ン の シェ ー デ ィング モデ ル は 、 フ ォ ン の シェ ー デ ィング モデ ル よ り も 多く の 計算 時 間 を 必 
要 と し ます が 、 鋭 い ス ペ キ ュ ラー を 持つ 物体 や 浅い 角度 か ら 入 射 し て くる 光 も リア ル に 表 
現 で きま す 。 

それ ぞ れ の シェ ー デ ィング モデ ル の 計算 式 が 必要 な 方 は 『 応 用 グラ フィ ックス 』 を 参照 し 
て くだ さい め 。 

添付 の ディ スク に は 以下 の 10 色 の 背景 色 フ ァイル が 用 意 き れ て いる の で 、 使 っ て み ま 
RS 

ツリ ー エ ディ タ で 読み 込む と き は i コ マン ド を 使っ て 次 の よう に 指定 し ます 。 


1 “ファ イル 名 > 


YELLOW.CLR 
GREEN.CLR 
SKYBLUE.CLR 
BLUE.CLR 
PURPLE.CLR 
PINK.CLR 
RED.CLR 
WHITE.CLR 
GRAY.CLR 
BLACK.CLR 


黄 
緑 
水色 
青 
EE 


「\ 


自首 で 
“yy 


財 
押 語 





これ ら の ファ イル の 内 容 は 以下 の よう に な っ て いま す (2 行 目 は 共通 )。 


+ 全休 ] 人 て でき な く 細 > 
と 上 |。 3 。 
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表面 モデ ル 用 コマ ンド 


Cc 〈 く シェーディング 番号 > 
b < シェ ー デ ィング ダ 情 報 番号 >。.(X。』Y。 2Z) 


物体 の 表面 に 色 を 付け る に は 、^c"” コ マン ド を 使用 し ます 。 色 指 定 の 方 法 は 、 あ ら か じ め 
用 意 さ れ た 色 の 中 か ら 選 び 、 そ の 色 に 付け られ た シェ ー デ ィング 番号 を 記述 し ます 。 こ の 
コマ ンド で 人 色 が 指定 され る と 、 次 に ^c* コ マン ド が 指定 され る か 、 また は ブロ ッ ク の 最後 ま 
で 有効 で す 。 つま り 、 同じ 色 の 物体 ど と と に ブロ ッ ク に し て 、 そ の ブロ ッ ク の 内 部 で *c? コ マ 
ンド を 使用 すれ ば 物体 ご ど と の 色 指 定 が 簡単 に で きま す 。 

色 指 定 と 述べ まし た が 、“^c” コ マン ド は 正確 に は シェ ー デ ィング 方 式 を 指定 し ます 。 つま 
り 色 だ け で な く 、 シ ェ ー デ ィング 方 式 や マッ ピン グ な ども 同時 に 指定 し ます 。 こ の た め 、 
任意 の 色 を 指定 する の は 光源 色 の 指定 に 比べ て 複雑 で す 。 

シェ ー デ ィング 番号 の 20~39 が ュー ザー 定義 用 に 用 意 さ れ て いま す 。20~29 が フォ ン 
シェー ディ ング 、30^*99 が プリ ン シ ェ ー デ ィング で す 。 ぃ ずれ の 場合 で も “shade. < シェ ー 
ディ ング 番号 >"( た と えば ~^shade. 20?) と いう ファ イル を 次 の よう な 内 容 で 作成 し ます 。 





ar ag ab 
dr- OE ---4b 
FE cb 


SS 





63? 8 > お 3 
128 128 128 
64 64 64 

6 


ar、ag、ab は 、 物 体 の 環境 光 ( ア ン ビ エン ト ) 成 分 と し て rgb の 値 を 指定 し た も の で す 。 
dr、dg、db は 、 物 体 の 拡散 反射 光 ( デ フュ ー ズ ) 成 分 と し て rgb の 値 を 指定 し た も の で す 。 
sr、 sg、 sb は 、 物体 の 鏡面 反射 光 ( ス ペ キ ュ ラー) 成 分 と し て rgb の 値 を 指定 し た も の で す 。 
ss は スペ キュ ラー の 鋭さ を 表し ます 。rgb の 値 は 0 か ら 255 の 範囲 の 整数 で 指定 し ます 。ss 
は フォ ン シ ェ ー デ ィング の 場合 は 正 の 整数 、 プ リン シェ ー デ ィング の 場合 は 正 の 実数 で 指 
定 し ます 。 

環境 光 成 分 と は 、 物 体 上 の 光 が 直 接 当 た ら な い 部 分 の 色 で す 。 物 体 の 回 り の 物 か ら の 反 
射 光 な ど に よっ て 、 直 接 光 が 当たら な い 部 分 に も 色 が 付き ます 。 
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拡散 反射 光 成 分 と は 、 物 体 本 来 の 色 の こと で す 。 赤 い 物 体 に し た けれ ば 、 こ の 拡散 反射 
_ 光 成分 の rgb の 値 を 赤 に し ます 。 

鏡面 反射 光 成 分 と は 、 物 体 上 で 光 を 反射 し た 部 分 の 色 の こと で す 。 ハ イラ イト と か テカ 
リ りな ど と いい ます 。 表面 が 滑ら か な 物体 で は 、 物 体 の 表面 上 の ご くわ ず か の 部 分 だ けが 鋭 
く 光輝 きま す 。 一 方 、 表 面 が 粗い 物体 で は 、 反 射 は 鈍く な り ま す 。 こ れ を 指定 する の が 、 
スペ キュ ラー の 鋭さ き の 値 で す 。 ブ リン シェ ー デ ィング の 場合 は 、 ス ペ キ ュ ラー の 鋭さ の 値 
が 小さ きく な れ ば な る ほど 光 の 反射 の 面積 が 小さ く な り 、 大 きく な れ ば な る ほど 光 の 反射 面 
積 が 大 きく な り ま す 。 フ ォ ン シェ ー デ ィング の 場合 は この 逆 で す 。 

添付 の ディ スク に は 以下 の 10 色 の 物体 色 フ ァイル が 用 意 き れ て いる の で 、 使 っ て み ま 
し ある 9 


SHADE.30 
SHADE.31 
SHADE.32 
SHADE.33 


党 。 
信 第 澤 


SHADE.34 
SHADE.35 
SHADE.36 
SHADE.37 
SHADE.38 
SHADE.39 


MM 
自首 ヾ 茜 弄 
NN 


財 
環 和 





指定 は 、 次 の よう に し ます 。 

c < シェ ー デ ィング 番号 > 

これ ら の ファ イル の 内 容 は 以下 の よう に な っ て いま す (3、4 行 目 は 共通 ) 。 
1 行 目 : } 放 "ag- ab 

2 奉 全 も 本 " 員 : 


本 7 96 06 126 
4 行 目 : 0.1 
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プ グ ブ 


プ ら 





居 作 表 


た と えば mode sample [2 を 実行 し て 、 3 章 で 使っ な サン プル ファ イル を 読み 込み 、 背 
景色 や 物体 色 を 変え て みて くだ さい 。 

視野 モデ ル 用 コマ ンド 、 光 源 モ デル 用 コマ ンド 、 表面 モ デル 用 コマ ンド の 指定 が 終わ っ 
た ら 、 画 像 を 表示 し て み ま し ょ う 。 

' Mode」 メ ニュ ー の 「 画 像 表示 」 を 選択 する (また は [NFER] 二 [|) と 、「recalc all anima- 
tion (y/n)7」 と 聞い て きま す 。[Y| [2 を 押す と 、 し ば らく し て か ら 画 面 に カラ ー の 画像 が 
表示 され ます 。 

「 画 像 表示 」 を 終了 する と き は [Q] を 押し ます 。 そ うす る と MODE を 終了 し て MS-DOS 
の 0 コ 0m ン ドウ イシ に も どり ます 。 

画面 上 に 残っ て いる 画像 を 消す と き は 、 次 の コマ ンド を 実行 し ます 。 


B>cls3 [| 
視野 モデ ル 用 コマ ンド で 、 解 像 度 を 小さ くす れ ば 、 画 像 の 表示 速度 を 速く で きま す 。 


※ 実 際 に カラ ー 画 像 が 表示 され る まで に は sample.mod で 約 10 分 ほど か か り ま す (PC 
-9801VX を 使用 )。 


RE RT 


Mode」 メ ニュ ー で 「 画 像 連続 表示 」 を 選択 する (また は + [A]) と 、「recalc all ani- 
mation (y/n)?」 と 聞い て きま す 。 を 押す と 、 し ば らく し て か ら 画 面 に カラ ー の 画像 
が 1 枚 ず つゆ っ くり と 表示 され ます 。 

画像 連続 表示 」 を 終了 させ る と きも 「 画 像 表示 」 と 同様 に [Q] を 押し ます 。 そ うす る と 
MODE を 終了 し て MS-DOS の コマ ンド ライ ン に も どり ます 。 

画面 上 に 残っ て いる 画像 を 消す と き は 「 画 像 表示 」 と 同様 に cls3 [2 を 実行 し ます 。 


※ カ ラー 画像 が 表示 され る まで に は sample.mod で 1 画面 あたり 約 10 分 ほど か か り ま す 
(PC-9801VX を 使用 )。 





96 カラ ー エ ディ タ 


の カラ ー テ エディタ 


MODE で は 色 を 表現 する 方 法 と し て RGB 方 式 を 使用 し て いま す が 、 数値 を 指定 し て イ 
メー ジ ど お り の 色 を 作る こと は 非常 に 困難 で す 。 そ こ で 画面 を 見 な が ら 色 作成 が で きる 
CEDIT と いう カラ ー エ ディ タ が あり ます (口絵 ⑳ 参照 ) 。 


RGB 方 式 と HSV 方 式 


CEDIT で は RGB 方式 と HSV 方 式 の 2 通り の 方 式 で 色 を 作り 、“1 n, r, g, D”" の 形 で 
デー タ を 測 妨 し まず 。 





田口 OB 方 式 
RGB 方 式 で は 、 色 を R( 赤 ) 、 G( 緑 ) 、B( 青 ) の 3 色 ( い わ ゆ る 光 の 3 原色 ) で 表現 し ます 。 


色 は この 3 色 そ れ ぞ れ の 含ま れる 割合 に よっ て 決ま り ま す 。CEDIT で は 白色 を R=G 
B=1.0 と 定め て いま す 。 


画 H ら SV 方 式 
HSV 方 式 は 人 間 の 感覚 を も と に し た 表現 方 法 で す 。 こ の 方 式 で は 色 を H (Hue) 、S(Stur- 
ation) 、V(Value) の 3 つの 要素 で 表現 し ます 。。H、S、V の それ ぞ れ の 意味 は 次 の と お り 


Ke 
H 「 青 j「 黄 緑 」 な どの 色相 を 表す 
S 「 白 っ ぽい 」「 灰 色っぽ い 」 な どの 色 の 飽和 度 を 表す 
V 「 明 る い 」「 暗 い 」 な どの 明度 を 表す 
この 方 式 は 次 の よう な 絵の具 を 使っ て の 色 の 作り 方 と 似 て いま す 。 
① 基 本 と な る 色 を パレ ッ ト に 置く ( 有 H) 
② 白 色 を 加え て 明る くす る (9S) 
③ 黒 色 を 加え て 暗く する (V) 


RGB 方 式 の 特徴 は 機械 (モニ タ な ど ) が 人 色 を 表現 する の に 便利 な 方 式 で ある の に 対し 、 
HSV 方 式 は 人 間 の 感覚 を も と に し て いる の で 、 人 間 が 色 を 作成 する の に 優れ て いま す 。 
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9 章 色情 報 


操作 万 法 


一 起動 と 終了 
CEDIT を 起動 する に は 、 ツ リー エディ タ か ら ^!" コ マン ド を 使っ て 、 





cedit 一 


と 入力 し ます 。 また 、 MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 実行 し て 結果 を ファ イル 
に 出力 で きま す 。 


cedit < ファ イル 名 >|| 


終了 する と き は 、 画面 左上 の 「 終 了 」 を クリ ッ ク し ます 。 そ うす る と 、「 フ ァイル に 保存 し 
ます か ? YES/NO/CANCEL」 と 聞い て くる の で 、 い ずれ か を クリ ッ ク し ます 。 ] 

すべ て の 色 を 保存 する と き は 、「YES」 を クリ ッ ク し た 後 「 ど の 色 を 保存 し ます か ? 」 と 開 
いて くる の で 「ALL」 を 選択 し ます 。 


Sample Color Editor 2.7 
ッ ア ッ ルル に 
ーー 較 閣 軒 圧 圏 圏 瑞 
CHNCEL 


Rn 


aE] » 





画面 9-2 CEDIT 画面 (「 終 了 」 っ 「YES」 っ 「SELECT」 を 選択 ) 


150 








9.6 カラ ー エ ディ タ 


いく つか の 色 だ け を 保存 する と き は 「 ど の 色 を 保存 し ます か ?」 と 聞い て きた と き 
「SELECT」 を クリ ッ ク し 、「0」 て 「7」 の うち 保存 し た い ア イコ ン だ け を クリ ッ ク し て 反転 表 
示さ せま す 。 保存 する 色 が 決ま っ た ら 「SAVE」 を 選択 し ます 。 

保存 し な いで 終了 する と き は 「NO」 を クリ ッ ク し ます 。 

また 、 終 了 し な いで 編集 作業 を 続け た いと き は 「CANCEL」 を クリ ッ ク し ます 。 「 


男色 を 作成 

CEDIT を 起動 する と 、 左 側 に RGB、 右側 に HSV の スラ イド スイ ッ チ (アナ ログ 的 に 数 
値 を 入力 する 画面 上 の スイ ッ チ ) が 表示 され 、 上 方 に 作っ た 色 を 記録 する 領域 が 8 つ 表 示さ 
れ ま す 。 長方形 の スラ イド スイ ッ チ は 、 ス イッ チ 内 に 表示 され て いる 針 ( 横 線 ) の 位置 で 値 
を 示し て お り 、 上 に 行く ほど 大 き な 値 を 示し ます 。 円形 の スラ イド スイ ッ チ は 、 針 の 位置 
で 色相 を 示し て いま す 。 ] 

スラ イド スイ ッ チ の 使い 方 は 、 針 の 上 で マウ ス を ドラ ッ グ し て 動か し ます 。 動か すご と 
に スラ イド スイ ッ チ の 示す 色 が パレ ッ ト て で 変化 し ます 。 また 、 RGB また は HSV の スラ イ 
ドス イッ チ を 動か す と 、 同 じ 色 を 示す よう に も う 片 方 の スイ ッ チ が 変化 し ます 。 


脅 色 の 記録 

画面 上 に 0 か ら 7 まで の 数 字 の つい た 領域 が あり ます 。 ここ を 使っ て 8 つま で 、 作 っ た 
色 を 記録 で きま す 。 記 録 の 方 法 は 、 マ ウス カー ソル を 数 字 の 上 に 移動 きせ て 2 回 クリ ッ ク 
らい 表す 。 

また 、 記 録 し た 色 の 編集 も 可能 で す 。 方 法 は 、 領 域 の 番号 を 1 回 クリ ッ ク し 、 次 に 「 パ レッ 
ト 」 を クリ ッ ク し ます 。 そう する と 「 パ レッ ト 」 が 指定 し た 領域 と 同じ 色 に な り 、 ス ライ ドス 
イッ チ が 該当 する 値 を 示し ます 。 


一 出力 
CEDIT は 次 の 形式 で 結果 を 出力 し ます 。 


| 析 。 ル 数 独 
こと で は mode の コマ ンド デー タ で す 。 n は 光源 番号 で 、 領域 に 付け られ た 番号 に 対 
応 し ます 。 r、 g、b は それ ぞ れ の 光源 の RGB 成分 の 明る さき を 0 か ら 1 の 範囲 で 表し た も の 


生 。 


例 | 0, 1.000000, 1.000000, 1.000000 … 育 景色 に 白 を 指定 
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10 章 
ソ ェ ー テ イン ツク 実直 


ここ で は 8 章 で 作成 し た 木 と ロボ ッ ト に 色 を 付け て み ま す 。 


// / AOR 57 ら / グー 


まず 木 に 色 を 付け て み ま し ょ う 。 幹 と 葉 、 背 景 の 3 つ に タ 
し て 水色 に 指定 し ます 。 


田 色 の 指定 


まず 解像度 と 視野 角度 を 次 の よう に 指定 し ます 。 


へ 


画面 10-1 解像度 と 視野 角度 の 指定 


ly 2 
て ヤヤ 
アプ 

の い 
し 
て プ 





し eS Cd に 1 3 dU, [ee X 方 向 を 213 ドッ ト 、40 度 に } 
UES UG 1-0 i Y 方 向 を 133 ドッ ト 、25 度 に } 


eC 
日 
ヒビ 
日 


定 
定 





10 章 シェ ー デ ィング 実践 


育 景色 は 水色 、 光 源 は 次 の よう に 指定 し ます 。 


画面 10-2 背景 色 と 光 源 の 指定 













tree, mod x 213, 9, 1: 
り 1 , 4 
| SlMBTL EC a 水色 の 背景 色 フ ァイル の 読み 込み 
b 2, QO, 0 00 光源 の 向き を 指定 


) 1 CO) や re …… で 爾 光源 を 平行 光源 に 指定 
sx も 
su 5 
sz 1MM 
| COTB. mad 
| branch,mad 





幹 は 灰色 、 葉 は 緑色 に 指定 し ます 。 


画面 10-3 物体 色 の 指定 


x 20a 4M, 9。 1 
Wa ま ) 
| kublue.clr 
b QB, EE, A, 19M) 
b 1, (10,eQ,8Q) 
な 本 OO 幹 を 灰色 に 指定 


thes. Mad 









| 和紀 
Cc 31 上 ぬ …………… 葉 を 緑色 に 指定 
| b 
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10.1 木 の 作 成 一 Step 2 一 


一 カラー 表示 
それ で は 完成 例 を カラ ー 表 示し て み ま し ょ う 。 


①「 実行 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ A に 入れ る 。 以下 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み の シ ス 
テム 構成 で 説明 し ます 。 

②「 第 2 編 8 章 モデ リン グ 実 践 」 で 作成 し た ディ スク を ドラ イブ B に 入れ る 。 

③ RESET] ボタ ン を 押す 。 

④ 次 の よう に 入力 。 


B>mode tree3 


「 Mode」 メ ニュ ー の 「 画 像 表示 」 を 選択 する (また は [NFER|] 十 |e]) と 、「recalc all anima- 
tion (y/n)?」 と 聞い て きま す 。 を 押す と 、 し ば らく し て か ら 画 面 に カラ ー の 画像 が 
表示 され ます (口絵 ⑫ 参照 )。 


※ カ ラー 画像 が 表示 され る まで に は PC-9801VX で 約 10 分 か か り ま す 。 


※「 画 像 表示 」 を 終了 する と き は [Q| を 押し ます 。 画面 上 に 残っ て いる カラ ー 画 像 を 消去 す 
る と き は CLS3 コマ ンド を 使い ます 。 


※ カ ラー 画像 を 表示 せ ず に エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し た まま に な る こと が あり ます 。 だ た と 
えば 、 同 じ デ ィ レ クト リ に 必要 な ファ イル が 足り な いと 「File open error」、 解 像 度 と 視 
野 角 度 の 指定 が な いと 「resolusion not specified」 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ま 
す 。 い ずれ の 場合 も [o] で 終了 し て ファ イル 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 

※ tree3.mod の 「 画像 表示 」 す る に は 約 300K バイ ト の 空き 容量 (ハー ド デ ィ スク で 2K バ 
イト クラ スタ の 場合 ) が 必要 で す 。 “ 
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10 章 シェ ー デ ィング 実践 


/ の の ワッ 人 の / を 光一 7 どー 


次 に ロボ ッ ト に 色 を 付け て み ま し ょ う 。 背 景色 は 白 、 胴 体 は 赤 と 黄色 、 頭 は 青 と 黄色 、 
腕 と 足 は 青 、 黄 、 緑 で 配色 し ます 。 


一 色 の 指定 
まず 、 解像度 や 視野 角度 、 光 源 、 背 景色 な ど を 次 の よう に 指定 し ます 。 


画面 10-4 解像度 、 視 野 角度 、 光 源 と 背景 色 の 指定 


obot mad 










x 80,40, A, 1; 

GiB 

RE 背景 色 を 白 に 指定 
he 

ba, (A, A, OD) 

Dr 

H 左足 


i foot-| .mmod 
H 石 足 
XS 
Zz eM 
| faoot-r.mod 
H 身体 
tz cH 
| body.mod 
H 豆 


2 [る 











続い て 各部 分 の 色 を 次 の よう に 指定 し ます 。 


①「body.mod」 を 選択 し て 胴体 の 色 を 指定 。 


画面 10-5 body.mod の 内 容 


bodu.mod H 胸 
ZS 
Su QU.5 
0 TO 
C 35 RII GE 胸 を 赤 に 指定 
| Cubec. mmQd 
HH 


C 3 i 腰 を 黄色 に 指定 
| tube.mod 

H 

tz 2 

su U,.b 

5Z Q.3333 

A Ri aia: 腰 下 を 赤 に 指定 


1 CUheco. mad 


10.2 ロボ ッ ト の 作成 一 Step 2 一 





②「head.mod」 を 選択 し て 首 と 頭 の 色 を 指定 。 


画面 10-6 head.mod の 内 容 





head. med H 百 
sz MM. ど 
i 首 を 黄色 に 指定 
| tube.mod 
H 頭 
tz 4.8284 
Sx 3 
Su 3 
sz 3 
SS iorsieserisun, 頭 を 青 に 指定 
| Sph.mod 
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10 章 


シン エ 夫 人 婦 守 シダ 実践 


③「 hand 一 rmod」 を 選択 し て 右手 の 色 を 指定 。 
「hand 一 1mod」 も 同様 に 指定 し ます 。 


画面 10-7 hand 一 r.mod の 内 容 





hand-r. mad 


tx 


「X 


6 
FZ 


2 


FU 18M 
C 3 回 NER 黄色 に 指定 
| should.mod 
CEO 
所 : ロ 
回 
M 
H 局 
FU SM 
sx 2 
Sy - 
3 回 A Se fat 黄色 に 指定 
1 sph. mad 
"he 
tr 
=Z MM.5 
い 31 EC RR 緑 に 指定 
| ibe. mod 
tZ chalkiS 
x 89 
Fu MM 
re 
H 肘 
X35 
Su. 1.5 
Sz 1.5 
い 3 回 EE EE 黄色 に 指定 
1 sph. mad 
も Z = ES 
be 
さる RS 
6 3] VT ER EN 緑 に 指定 
| tube.mad . 
H 手 
GS 
Sgx 1.5 
お 1。 ち 
あす, 
C 33 RE RE 青 に 指定 
| Sph.mod 








10.2 ロボ ッ ト の 作成 一 Step 2 一 


の 「foot 一 rmod」 を 選択 し て 右足 の 色 を 指定 。 
「foot 一 rmod」 も 同様 に 指定 し ます 。 


画面 10-8 foot 一 r.mod の 内 容 





foot-r.mod H や や の 付け 相 
rx 18M 
ay 5 
1 
に 
3 回 7 お の すみ @ は さも 黄色 に 指定 
sph-h. mod 


で う 


@ 
| 
ド X $s 
FU 回 
FZ MM 
eo 人 
sz MEF 
a A 緑 に 指定 
| tubg mead 
t2 ~-8.Z36 
FX 3:0 
『 り 
『Z 


rn ri EO 
トニ こっ 


NE ご 迄 


nn 


に 


(Fu ev 


C 3M NR CNRS 黄色 に 指定 
| sph. mod 
tz -1.118 
な の やす 
sz 回 .『 
C 31 Te EI tts 緑 に 指定 
| tube.mod 
H 足 
も 8 
Ei テ 1 
sx EQ.E 
Su 0.4 
sz QU.1 
0 3 eee 青 に 指定 
| Gube1.mad 


em 
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10 章 シェー ディ ング 実践 


田 カ ラー 表示 
それ で は 完成 例 を カラ ー 表 示し て み ま し ょ う 。 


①「 実 行 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ .A に 入れ る 。 以 下 フ ロッ ピー ディ スク の み の シ ス 
テム 構成 で 説明 し ます 。 

②⑦ 第 2 編 8 章 モデ リン グ 実 践 」 で 作成 し た ディ スク を ドラ イブ B に 入れ る 。 

③ IREsET] ボタ ン を 押す 。 

④ 次 の よう に 入力 。 


B>mode robot2 


' Mode」 メ ニュ ー か ら 「 画 像 連続 表示 」 を 選択 する (また は + [Al) と 、「recalc all 
animation (y/n)?」 と 聞い て きま す 。 を 押す と 、 し ば らく し て か ら 画 面 に カラ ー 画 
像 が 連続 し て 表示 され ます (口絵 @ー⑨ 参照 ) 。 


※ カ ラー 画像 が 表示 され る まで に は 1 画面 あたり PC-9801VX で 約 10 分 、 合 計 約 90 分 か 
か り ま す 。 

※「 画 像 連続 表示 」 を 終了 する と き は [Q] を 押し ます 。 画 面 上 に 残っ て いる カラ ー 画 像 を 消 
去 す る と き は CLS3 コマ ンド を 使い ます 。 

※ カ ラー 画像 を 表示 せ ず に エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し た まま に な る こと が あり ます 。 た と 
えば 、 同 じ デ ィ レ クト リ に 必要 な ファ イル が 足り な いと 「File open error」、 解 像 度 と 視 
野 角度 の 指定 が な いと 「resolusion not specified」 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ま 
す 。 い ずれ の 場合 も [Q] で 終了 し て ファ イル 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 

※ robot2.mod の ' 画像 連続 表示 」 す る に は 約 1160K バイ ト の 空き 容量 (ハー ド デ ィ スク で 
2K バイ トク ラス タ の 場合 ) が 必要 で す 。 な る べく ハー ド デ ィ スク で 使用 し て くだ さい 。 








ーー 








て 
一 
こと 
に つ - 
=. 

= 














ーーーーーー テ ーー テーーーーーーー 











ここ で は テキ スト エディ タ を 使っ た 店 所 例 や 
_ 仁 司 の ソー ス フ ァ イル の コン バイ ル 方 法 を 説明 し 、 
バ パッケージ に ある 全 実 行 フ ァイル を 一 覧 に し て し ます 。 




















Appendix A 


テス ト エ デイ タ な 使っ た デー ケタ 編集 


RA SL EE 
tno cs ee まっ だ ポリ ゴン を 入力 する 場合 ゃ 簡単 な 引数 の 変更 を 行う 
場合 な ど に 利用 さあ My で しょ : 今 。 

ctsded string hi ida ih: 


| 画 使用 で きる 文字 


IO EN 1 
012 一 9 数 字 数 値 や ファ ァイル 名 に 使用 
ABC—Z 大 文字 ファ イル 名 に 使用 
abc 一 z 小文字 コマ ンド や ファ イル 名 に 使用 
1 カン マ 引数 列 の 区 切り に 使用 
ピリ オド | 小数 点 を 表す 
る 不定 個数 の 引数 列 を 要求 する コマ ンド で 終了 を 表す 
ー 負 符 号 負 の 数 値 を 表す 
+ 正 符号 正 の 数 値 を 表す 
( 左 カ ッ コ 座標 を 表す 
) 右 カ ッ コ | 座標 を 表す 
{ 左 中 カッ コ コマ ンド の 階層 化 に 使用 
) 石 中 カッ コ | コマ ンド の 階層 化 に 使用 
# イタ | コメ ント に 使用 
$ ドル マー ク 変数 を 表す 








表 A-1 使用 で きる 文字 一 覧 


モデ ル デ ー タ 内 で 使用 で きる 文字 は 、 表 A-1 お よ び ス ペー ス 、 タ ブ 、 改行 で す 。 英字 の 
大 文字 と 小文字 は 区 別 し ま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 

これ ら の 文学 の 並び か ら ト ー ク ン が 構成 され ます 。 トークン に は 、 シ ジ シンボル 、 数 値 、 カ 
ンマ 、 セコ 全 が ツッコ が あり ます 。 
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シン ボル は 、 コ マン ド 名 や ファ イル 名 を 表す の に 使用 し ます 。 数 値 せ 、 コ マン ド へ の 引 
数 と し て 使用 し 、 符 号 ( 十 、 一 ) 、 数 字 、 ピ リオ ド (小数 点 ) で 表し ます 。 変数 は 、^$” と 数 字 
で 表し ます (た と えば $16)。 カ ンマ は 、 コ マン ド の 引数 列 の 区 切り に 使用 し ます 。 セミ コロ 
ン は 、 不定 個数 の 引数 列 を 要求 する コマ ンド で 終了 を 表す の に 使用 し ます 。 カ ッ コ は 、 父 、 
Y、Z か ら な る 座標 を 表す た め に 使用 し ます 。 中 カッ コ は 、 階層 化 コ マン ド と し て 使用 し ま 
EN 

スペ ー ス や タブ な どか ら な る 空白 は 、 ト ー ク ン 間 の 分 離 に 使用 し ます 。 空 白 を 挿入 で き 
る の は 、 行 の 先頭 と 終端 、 そ し て 続く コマ ンド の 書式 の 説明 の 中 で 、 ス ペー ス の 存在 し て 
いる 位置 で す 。*# か ら 行 末 ま で は 、 コ メン ト と し て 解釈 され ます 。 


コマ ンド の 書式 


テキ スト エディ タ と ツリ ー エ ディ タ と の 表示 上 の 違い は 階層 化 コ マン ド ({ } ) と 形状 モ 
デル 用 コマ ンド (p) で す 。MODE の ツリ ー エ ディ タ で は ポリ ゴン の 数 値 を 直接 入力 で きま 
せん が 、 テ キス ト エ ディ タ で は ポリ ゴン の 数 値 を 直接 変更 で きま す 。 

モデ ルフ ァイル 中 の 1 行 は 、2 文字 以内 の コマ ンド 名 と それ に 続く 引数 か ら 構 成 さ れ ま 
す が 、 空 白 や 区 切り 文字 な どの 位置 で 途中 で 改行 し て 2 行 に 分 け て も 構い ませ ん 。 ま た 、 
引数 の 個数 が 不定 の 場合 は 、 終 端 を セミ コロ ン で 示し ます 。 


国 形状 モデ ル 用 コマ ンド 
MODE の ポリ ゴン エディ タ に 相当 する の が 形状 モデ ル 用 コマ ン ド で す 。 次 の よう に 記述 
も ます 。 


D(x。% 20。 で 5 さ EZ) ・ 
D(x。 yz, Te 志水 Nn ys nA 


生生 包ま っ ーー ナー ルト | 款 3 


コマ ンド 名 は \p” で す 。 引 数 は 、 ポ リ ゴ ン を 構成 する 点 の 座標 を カン マ で 区 切っ て すべ て 
記述 し 、 最後 に セミ コロ ン を お きま す 。 こ の コマ ンド で 指定 され る ポリ ゴン は 、 座 標 を 指 
定 さ れ た 順番 に 結ん だ も の と な り ま す 。 座標 は 最低 3 つ 指定 する 必要 が あり ます 。 
「nx。ny, nz」 の 引数 は 、 各 点 に お ける 法 線 ベク トル を 指定 し ます 。 法 線 ベ クト ル と は 、 
レン ダリ ング の 際 に 使用 する 値 で 、 各 点 の 座標 の 後に 続け て 記述 し ます 。 











Appendix A テキ スト エディ タ を 使っ た デー タ 編 集 


一 階層 化 コ マン ド 








階層 化 コ マン ド は 引数 を 持た ず 、 て? と て す "で 対 に し て 使用 し 、 び て” と) の 間 に あ 
る デー タ を ブロ ッ ク と し て 指定 し ます 。 こ の コマ ンド に よる 階層 化 は 何 重 に な っ て も 構い 
ませ ん 。 

エディ タ で 入力 する 際 、 階 層 化 コマ ンド で 囲ま れ た 行 は 、 次 の よう に 先頭 に タブ を 入れ 
る と データ の 位置 する デ ロ ッ プ が 分 か りや すく な び ま ず 。 ま た 、 ミ コマ ンド で 読み 込む モデ 
ルフ ァイル は 、 読 み 込む 側 の デー タ に 影響 を 及ぼ さ な い よう に 、 全 体 を 階層 化 コ マン ドド で 
囲む 必要 が あり ます 。 





( 
tx10 
{ 
ry45 
| sphere.mod 
) 


| Cube.mod 
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Ampendix B 


リー ス 7 ァ イル の コッ ルイ 


> 
に 


添付 の ディ スク に は 本 書 で 紹介 し た プロ グラ ム の ソー ス フ ァ イル を 掲載 し て いま す 。 
こ で は それ ぞ れ の プロ グラ ム の コン パイ ル 方 法 を 示し ます 。C 言 語 に 関す る コン パイ ル 
ノー ス の テス ト は 米国 Microsoft 社 の Microsoft C Professional Development System 
Version 6.0( 以 下 MS-C と 記述 )、 ア セン ブル に つい て は 同 Microsoft Macro Assembler 
10( 以 下 MASM と 記述 ) を 使っ て 行い ます 。 


に 


V ersion 5. 


園 用 意 す る も の 


・ Microsoft C Professional Development System Version 6.0 


・ Microsoft Macro Assembler Version 5.10 
・"MS-DOS SOFTWARE TOOLS 1』 (弊社 刊 ) の RM コマ ンド (MODE コマ ンド を MA- 


KEFILE を 使っ て コン パイ ル す る と き に 必要 で す ) 
空き 容量 を 確認 し て くだ さい ) 


・ 初 期 化 済 み の デ ィ ス ク ( ハ ー ド ディ スク を 使う 場合 は 、 タ 


Appendix B ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 


画 コン パイル 手順 
「 根 存 用 ゾー スズ ディ スグ 」 に は 各 コ マン ド ご と に SR VS 


¥CEDIT CEDIT コマ ンド 

\CONE CONE コマ ンド 

\CUBE CUBE コマ ンド 

\DITHER DITHER コマ ンド 

\DRAW DRAW コマ ンド 

\CLS3 「 GLS6 コマ ラド 

\GLOAD GLOAD コマ ンド 

\GSAVE GSAVE コマ ンド 

\LGBIOS クラ イッ タテ すず ア あて HAPIO ど 
\MODE MODE コマ ンド 
\MODE\BITMAPS | MODE コマ ンド (アイ コン デー タ ) 
\MODEL MODEL コマ ンド 

\MOTION MOTION コマ ンド 

\PLANE PLANE コマ ンド 

\POLHD POLHD コマ ンド 

\RENDER RENDER コマ ンド 

\ROT ROD オマ マッド 

\SPHERE SPF 民 朋 E* コ ユマ ンド 

\THICK THICK コマ ンド 

\TUBE TUBE コマ ンド 





表 B-1 「 保 存 用 ソー ス デ ィ ス ク 」 の ディ レク トリ 


以下 の 説明 で は 、 ハー ド デ ィ スク か ら MS-DOS を 立ち 上 げ ( ド ライ ブ A) 、 「 保存 用 ソー 
ス デ ィ ス ク 」 を ドラ イブ BB 一 じ 却 い フ ァイル を コピ ー す る デ 叶 スク の ドラ イブ を ドラ 
4 アデ と し て 説 財 し ます 。 


① MS-C お よび MASM の ある ディ レク トリ に パス が 通っ て いる か どう か 確認 する 。 


⑨「 保存 用 ソー ス デ ィ ス ク 」 か ら コ ン パ イル し た い フ ァイル を 選ん で 別 の ディ スク に コピ ー 
を っ 
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還 MUDE コ マン ド 


MODE コマ ンド は \MODE、\MODE\BITMAPS ディ レク トリ の 中 に ある ファ イル す 
べ て か ら 作 成 し ま す 。 


@ フ ァイル の 内 容 


MODE コマ ンド の ソー ス フ ァ イル は 、 ぎ MODE、\MODE ぎ BITMAPS に あり ます 。 フ ァ 
イル の 内 容 は 次 の と お り で す 。 


MAKEFILE 
BUFFER.C 
COMMANDS.C 
DATA.H 
EXTERN.H 
FILEIO.C 
GEDIT.C 
GEDIT.H 
GRAPHICS.ASM 
GRAPHICS.OBJ 
GSELECT.C 
GUNDO.C 

IO.C 

ITEM.C 
MAIN.C 
MATRIX.C 
MEINU.C 
MOTION.C 
SCREEN.C 
STRUCTC 
STRUCT.H 
SYSTEM.C 
SYSTEIM.H 
REE. じ 
WINDOW.C 





メイ ク フ エ イル 

それ ぞ れ の エディ タ の 画面 情報 を 管理 

ボ ポリ ゴン エディ タ の それ ぞ れ の 機能 を 実現 
変数 、 定 数 な ど を 定義 

様々 な 関数 を 宣言 

ファ イル 入出 力 用 

ボリ ゴン エディ タ を 実現 

ポリ ゴン エディ タ で 利用 し て いる 変数 、 定 数 な ど を 定義 
グラ フィ ックス を 描画 

グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ GRAPHICS? 
ポリ ゴン エディ タ で 点 や ポリ ゴン を 選択 
ポリ ゴン エディ タダ で アン ドウ を 実現 

ノー ド エ デ ィ タ で ノー ド を 編集 

ポリ ゴン エディ タ で メッ シュ な ど を 表示 
モー ド の 起動 

行列 計算 用 

メニ ュー の 表示 、 選 択 用 

玉生 ディ イタ 
画面 上 で 文字 列 を 編集 

ポリ ゴン な どの 構造 体 を 変更 する た め の 関 数 を 収録 
ポリ ゴン な どの 構造 体 を 定義 

シス テム に 依存 し た 部 分 を 収録 

シス テム に 依存 し た 部 分 に つい て 定義 
ダリ ンプ キジ 

ポリ ゴン エディ タ の ウィ ンド ウ を 描画 


表 B-2 \MODE の 内 容 





AIL 。 )。) 
* 法 線 生成 アイ コン 


ATNORM.ICN 
AXIS.ICN 
CENTER.ICN 
CLR.ICN 
COPY.ICN 
CSR.ICN 
DELETE.ICN 
FOUR.ICN 
FRONT.ICN 
HELP.ICN 
INSERT.ICN 
MAKEPOL.ICN 
MESH.ICN 
MOVE.ICN 
MOVEXYJICN 
MOVEZ.ICN 
NRMV.ICN 


座標 軸 *” アイ コン 

シタ リル グッ ィ ュ シレ 
選択 点 解除 ” アイ コン 

* 要 写 ” アイ コン 

* カ ー ソ ル 移 動 モ ー ド ” アイ コン 
* 削 除 ? アイ コン 

^ 三 面 図 と 透視 図 ”" アイ コン 
"前面 図 * アイ コン 

ルッ マツ アイ ゴン 

* 中 点 作成 ′ アイ コン 

"りり ヨン 作成 "デイ ヨン 
PS の 沿 
移動” アイ コン 

^ 上 下 左 右 移動 ” アイ コン 

* 前 後 移 動 ” アイ コン 

^ 法 線 表 示 ノ 非 表示 ” アイ コン 


Appendix B 


NRMVED.ICN 
PERS.ICN 
POINT.ICN 
REDUCT.ICN 
RESET.ICN 
ROTATE.ICN 
ROTX.ICN 
ROTY.ICN 
ROTZ.ICN 
SCALE.ICN 


SCALEDWN.ICN 
SCALEUP.ICN 
SETPOINT.ICN 


SIDE.ICN 
SUIT.ICN 
TOP.ICN 
UNDO.ICN 





表 B-3 \MODE\BITMAPS の 内 容 


@ コ ン バ パイル 方 法 


ソー ス フ ァ イル の コン パイ イル 


* 法 線 変 更 ” アイ コン 
透視 図 ”" アイ コン 
選択 点 指定 モー ド ” アイ コン 
* ス ケー ル 変 更 ” アイ コン 
ポー クイ と 
本 アイ コン 

* 視 点 回 転 X 軸 "アイ コン 
* 視 点 回 転 Y 軸 アイ コン 
* 視 点 回 転 Z 軸 アイ コン 
I x か イ キン 
プル レ 本 が アイ コン 
* カ ガー ソル 抜天” アイ コン 
>tEA デイ ジン 

^ 側 面 図 ” アイ コン 

イー ツル ニー ゲイ コシ 
ーー デイ コン 

2 の ドッ クーナ イサ 半 


①\MODE、 \MODE\BITMAPS ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 初期 化 済 あみ の デ ィ ス ク に 


a 

A>c: 

C>md bitmaps [2 

C>copy b:\mode c: 

C>copy b:\mode\bitmaps c:bitmaps| ジ | 
② 次 の よう に 入力 (MODE.EXE は 省略 可能 ) 。 


C>nmake mode.exe 


※ NMAKE は MS-C に 付属 の コマ ンド です 。 
※ MAKEFILE の 内 容 は コマ ンド ご と に 違い ます 。 複数 の コマ ンド を コン パイ ル す る と き 
は 、 か な ら ず 別 の ディ スク か 別 の ディ レク トリ に コピ ー し て か ら 行 っ て くだ さい 。 


そう する と 、 ド ライ ブ C の ルー トディ レク トリ に 「mode.exe」 が 作成 され ます 。 


17/ 








| CEDIT コ マン ド 


MAKEFILE メイ な スス HSV2RGB.C kV2RGB ソー ス フ ァ イル 
CEDIT.C し kEMM こ イス ご ガイル MSG.H MSG ヘッ ダフ ァイル 
CEDIT.H CEDU< な ん ダチ イ ルル PLOT.C gt2| ソー スプ と チ イル 
DATA.H DATA ヘッ ダフ ァイル SINCOS.C SINGOS ソー スプ ファ イル 
DITHER.C DIIT 想 品 プー ス ファ イル STRUCT.H SRUCT ヘッ タフ ズ ァ イル 
EXTERN.H EXUERNA へ cw ダ オア ァイル SYSTEM.C SYe1BM ソー スル 
GRAPHICS.ASM GRAHICS ソー ス フ ァ イル SYSTEIM.H SYSTEM ヘッ ダフ ァイル 





①¥CEDIT ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake cedit.exe | と 入力 。 


PLANE コ マン ド 


MAKEFILE メイ ク フ ァ イル GRAPHICS.ASM GRAPHICS ソー ス フ ァ イル 
MOUSE.C マウ ス ノ 画 面 入 出力 ルー チン GRAPHICS.H GRAPHICS ヘッ ダフ ァイル 
PLANE.C PLANE ソー ス フ ァ イル GRAPHICS.OBJ グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ ヾ GRAPHICS? 




























①\PLANE ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
②nmake plane.exe | と 入力 。 


L 画 DRAW コ マン ド 


MAKEFILE 2 ア と 
DRAW.C DRAW ソー ス フ ァ イル 
















①\DRAW ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake draw.exe || と 入力 。 
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Appendix B ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 





| CLSd コ マン ド 


MAKEFILE メイ グフ メル 


CLS3.C CLS3 ソー ス フ ァ イル 
LGBIOS.OBJ グラ フィ ッ チ クラ テイ テラ フーFELGBIGS* 





CLS3.C は 現在 画面 上 に 表示 され て いる グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 する プロ グラ ム で す 。 
この プロ グラ ム で は 、^LGBIOS.OBJ” を 使い ます 。 


① ま CLS3 ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
②nmake cls3.exe | 選 と 入力 。 





CUBE コ マン ド 


MAKEFILE パイク グフ アァ マル 
CUBE.C CUBE ツー スプ ア イル 





①\CUBE ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake cube.exe|| と 入力 。 





CUINE コ マン ド 


MAKEFILE 02 キー ゲー プ ルフ ピ 
CONE.C CONE ソー ス フ ァ イル 





①\CONE ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake cone.exe | と 入力 。 
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PULHD コ マン ド 


MAKEFILE メイ ダダ プア イコ 7 も 
POLHD.C POEND ウ ソー スズ デイ リツ 





①\POLHD ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake polhd.exe | と 入力 。 





田 「UBE コ マン ド 


MAKEFILE 
TUBE.C 





①\TUBE ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake tube.exe | と 入力 。 


IHOT コ マン ド 


MAKEFILE ゲイ プア デ テイ 北 
ROT.C RC アー スプ チイ 


①¥ROT ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake rot.exe | と 入力 。 
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Appendix B ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 


THICK コ マン ド 





MAKEFILE メイ ジア Hb 
THICK.C THICK ソー ス フ ァ イル 





① ぎ THICK ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake thick.exe |2| と 入力 。 





IMODEL コ マン ド 


MAKEFILE ベク テキ ポル 


MODEL.C MODEL ソー ス フ ァ イル 
LGBIOS.OBJ グン アイ タッ ツラ イブ ラリ 0 *LGBIOS" 





NODEL し まほ モデ プリ ング * ジ サメ シス ラム プロ グラ ム で ず 。 この プロ Es RF 
フレ ー ム 表示 の た め に ヾ LGBIOS.QBJ^ と いう アセ シン ブラ の ルー チン を 使い ます 。 


①\MODEL ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake model.exe | と 入力 。 


SPHERE コ マン ド 







RR 


MAKEFILE オダ デ ァ ゴイ ルル 
SPHERE.C SPHERE ジー ネフ ァイル 


SPHERE.C は 球面 を 近似 する ポリ ゴン を 出力 する プロ ゲタ み で す 。 コ シッ イル 偽 次 の よ 
う に 行い ます 。 






① ぎ \SPHERE ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
②nmake sphere.exe | と 入力 。 
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IMUTIUN コ マン ド 


MAKEFILE メイ ファ ず 小 
MOTION.C MOTION ソー ス フ ァ イル 





MOTION C は モー ショ ン デ ザイ ン ・ サ プシ ステ ム で す 。 コン パイ ル は 次 の よう に 行い ま 
誠 。 


① ぎ \MOTION ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake motion.exe | と 入力 。 


RENDER コ マン ド 





MAKEFILE プイ ツア メア 導 馬 
RENDER.C RENDER ソー ス フ ァ イル 





RENDER.C は レン ダリ ング ・ サ ブシ ステ ム で す 。 通常 は 次 の よう に し て コン パイ ル し ま 
す 。 


①¥RENDER ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake render.exe | と 入力 。 
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Appendix B ソー ス フ ァ イル の コン パイ ル 


DITHEH コ マン ド 





ー ラ ティ ル 名 


MAKEFILE メイ 等 ブイ 6 


DITHER.C DENR ーー スジ メイル 
LGBIOS.OBJ ババ マ マイ ww 多 チキ フラ スリ kGBIOS" 





DITHER.C は タイ リン グ と ディ ザ リ ン グ を 使っ て 画面 に 画像 を 出力 する プロ グラ ム で 
す 。 こ と この プロ グラ ム に も ^LGBIOS.OBJ” が 必要 で 、 コ ン パ イル は 次 の よう に 行い ます 。 


①¥DITHER ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② nmake dither.exe | と 入力 。 








画 GBSAVE コ マン ド 
ファ イル 名 


GSAVE.ASM GSAVE ソー ス フ ァ イル 


GSAVE.ASM は 、 PC 一 9800 シリ ー ズ (XA を 除く ) の 画面 (グラ フィ ッ ク メ モリ ) の デー 
タ を ファ イル と し て 保管 す を た め の プ ログ ラム で す 。. ア セン ブル は 次 の よう に し て で 行い ま 
ま 。 
① ぎ GSAVE ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② 次 の よう に 入力 し て “GSAVE.OBJ” を 作成 。 





し じ テ masm gsave , 


⑧^LINK" コ マン ド を 使っ て GSAVE.EXE” を 作成 。 


C>link gsave.obj, gsave.exe, NUL ; 
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GLOAD.ASM 65bQAD ツー ス フ ァ イル 


GLOAD.ASM は GSAVE コマ ンド で 作成 し た ファ イル を 読み 込ん で 画面 に 表示 する た 
ぬ め の ② の デ セ ロ グ タム で すす 。 
アセ ンプ ブル と リン ク の 方 法 は 、 次 の よう に な り ま す 。. 


①¥GLOAD ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② 次 の よう に 入力 。 


C テ masm gload , . 
C>link gload.obj, gload.exe, NUL ; 


「 ン フフ イッ クラ イブ フラ リロ EBI 





LGBIOS.ASM LGBIOS メー スプ ファ ィ イル 


^LGBIOS.ASM” は PCー9800 シ ジ シリーズ (XA を 除く ) 用 の グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ で す 。 
ら の デア ロダ タム は 次 の @ よ うし る そる アセン プル し ます 。 


①¥LGBIOS ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー。 
② 次 の よう に 入力 。 


C>masm /MX lgbios : 
アセ ンプ ブル する と ^LGBIOS.OBJ” が 作成 され ます 。 こ こ で ^/MX? オ プシ ョ ン を 忘れ る と 


MODEL コマ ンド 、DITHER コマ ンド を コン パイ ル す る 際 に リン ク で きま せん の で 注意 
し て くだ きい 5。 











ADDBHHIX [し 


クイ ッ ク リ ファ レバ 





ーー RA 


し, / 


書 式 
機 能 
オプ ショ ン 


| 実行 例 


りり と の を 逐 


MODE [一 m < モー ショ ン フ ァイル > < モデ ルフ ァイル >] [< モー ショ ン フ ァイル と モ 
デル ファ イル の ベー スネ ー ム >] 


MODE コマ ンド は 、 く モー ショ ン フ ァイル と モデ ルフ ァイル の ベー スネ ー ム > で 指定 され た 


ベー スネ ー ム で モー ショ ン フ ァイル (拡張 子 。 moO と モデ ルフ ァイル (拡張 子 . mod) を 作成 
以 事 ず 。 
ーー 剖 モデ ルフ ァイル と 違う ベー スネ ー ム の モー ショ ン フ ァイル を 読み 込む 。 


MK 旧 電 コマ ンド 対 。、 モ デリ ング と モー 8 シン デザ イン を 行う エディ タ で す 。< く 舞 デ ル ラ アァ イ 
ル > の み 指 定 し た 場合 は モデ ルフ ァイル だ け を 読み 込み ます 。 モ ーション ファ イル だ け を 読 


み 込 みた い 場 合 は 'mode 一 m < モー ショ ン フ ァイル >」 と し ます 。 


mode 一 m test.mot sample.mod 


mode sample 
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し の 捕り だ メニ スー 


NFER+「 
NFER+F 
> FER+I1 
NFER+F 





メニ ュー 間 の 移動 を キー 操作 で 行う 


リク io 
ポリ ゴン エディ タ へ ヘ へ 
モー ショ ン エ ディ タ へ 


ファ イル の 切り 替え 
シェ ル の 起動 

画像 表示 

画像 連続 表示 
MODE の 終了 





画面 C-1 MODE メニュー 画面 


[NFER ]+[ 和 (DXFER]+[) 
[NFER |+[P([XFER +) 
[NFER ]+ [MI([XEER ]+ MM) 
[NEER ]+[F((XEERJ+[F) 
[NEER ]+ (8 ((XFER)+(S) 
[NEER ]+ [6]([XFER +[G) 
[NEER ]+ [AI([XFER]+[A) 
[NEER ]+ [Q]([XFER]+[G) 


場合 は 次 の よう に し ます 。 こ の キー 操作 は 「 ツ リー ェ エ 
ディ タ 」、「 ポ リ ゴ ン エディ タ 」、「 モ ーション エディ タ 」、「 フ ァイル の 切り 替え 」 に 共通 で す 。 





Appendix C クイ ッ ク リ ファ アレ ンス 一 一 - MODE シス テム 


/ ヴ カク フン テア テッ 


画 概 要 
ポリ ゴン エディ タ で は 、 ポ リ ゴ ン の 作成 、 編 集 、 そ れ に 動画 の チェ ッ ク が で きま す 。 編 
集 作 業 は 、 画 面 右 に 配置 され た アイ コン を マウ スカ ー ソ ル で クリ ッ ク し て 実行 し ます 。 
ポリ ゴン は 、 カ ー ソ ル 移 動 モ ー ド で 点 を 作り 、 選 択 点 指定 モー ド で 任意 の 点 を 選択 点 と 
し て 作成 し ます 。 編集 する と き は 、 選 択 点 指 定 モ ー ド で 任意 の 点 を 選択 点 と し 、 編 集 内 容 
を 表す アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 編集 は 常に 点 に 対し て 行わ れ 、 ポ リ ゴ ン に は 作用 し ま 
せん 。 









Frame MM .MMMMMY .MMM 2 














普天 ーー ーー 柚 


il ts sa 也 廊 引 較 。 時 





画面 C-2 ボリ ゴン エディ タ 画 面 
画 動作 モー ド 


@ 選択 点 指定 モー ド 選択 点 を 選択 する モー ド 
ー ソ ル 移 動 モ ー ド エディ ッ ト カ ー ソ ル を 移動 きせ る モー ド 











すべ て の 点 を 選択 され て いな い 
状態 に する 


っ 世宗 ) | 選択 点 指定 モー ド に する 
カー ソル 
才 視 図 de 
( 遂 視 図 ) 肖 視 図 の み を 表示 
ァ ー 5 ee エディ ッ ト カ ー ソ ル を 中 心 に し 
| 上 が 正面 図 の み を 補 示 て 選択 点 を 拡大 また は 縮小 
“ a クリ ッ ク し た 場所 の アイ コン な 
時 —* い saa Ss lk 林 亜 [- 占 
ォ + | 選択 点 を つなぎ 、1 つの ポリ ゴン EE 
| ポリ ゴン (! 示 3 
選択 点 を 削除 (スケ ー ル 変更 ) | 透視 図 の 視点 を 移動 
RR の 寺 se 


選択 点 の 間 を 等 分 し た 座標 に 点 エディ ッ ト カ ー ソ ル が 画面 の 中 
を 作成 心 に な る よう に 表示 


透視 図 の 視点 を X 軸 を 中 心 に し 
て 回 転 


透視 図 の 視点 を Y 軸 を 中 心 に し 
て 回 転 


法 線 ベ クト ル を 生成 昌 


示 / 法 線 ベク トル の 表示 、 示 の 
上 (eegm 法 線 ベ クト ル の 変更 を 開始 






が (選択 点 解除 ) 


MM 




















エディ ッ ト カ ー ソ ル を すべ て の 
選択 点 の 中 心 へ 移動 




































Ci 
















べ > ( 法 線 生成 「・* (2 電視 吉 回 転 ) 

















男 キー 操作 


IN 


P」 

LCTRL | 
LCTRL + し ) 
LSHIFT ]+[?) 





NEE _ グイ ッッ グリ り フ デレ ンズ ーー MODE ニチ 


次 の コマ を 表示 


次 の コマ を 表示 
前 の コマ を 表示 
前 の コマ を 表示 
画面 の 再 描画 
キー 操作 の 説明 を 表示 


ン レイ ウレ ーー エ テア ツア 


画 概 妥 


ツリ ー エ ディ タ で 行う 処理 は 、 コ マン ド デ ー タ の 編集 と プロ ッ ク の 操作 、 そ し て ツー ル 
の 呼び 出し で す 。 ツ リー エディ タ で は すべ て の 操作 を キー ボー ド か ら 行 いま す 。 

コマ ンド デー 志 の 編 集 と は 、 ポリ ゴン 以外 の デー タ r、 ts。。x。yY。 cC、D、!】、 1、 妹 の 挿 
入 や 削除 な どの 作業 で す 。 ブ ロッ ク の 操作 と は 、 階 層 化 コマ ンド を 使用 し て デー タ を 階層 
化す る こと で 、 階層 化 の 状態 を 視覚 的 に 分 か りや すく 表示 し ます 。 ツー ル の 呼び 出し と は 、 
特定 の 図形 デー タ を 作る た め の プ ログ ラム を 呼び 出す 作業 で す 。 


脅 キー 操作 


@ カー ソル 移動 


LCTRL |B) 
LCTRL |U 
LCTRL |+[F) 
LCTRL ]+[D] 
LCTRL [RI 
回 


回 
(9) 
LSHIFT |+J) 
LSHIFT |+[K) 
IM」 
[SHiFT + 





1 画面 上 に 移動 

半 画 面 上 に 移動 

1 画面 下 に 移動 

半 画面 下 に 移動 

カー ソル が 画面 の 中 心 に な る よう に 表示 
1 つ 高 い レ ベル ( 堪 )^ へ 移動 
1 つ 低 い レ ベル ( 右 )^ へ 移動 
1 つ 下 ^ へ 移動 

1 つ 上 へ 移動 

1 つ 下 の ブロ ッ ク へ 移動 
1 つ 上 の ブロ ッ ク ム 移動 
カー ソル 位置 に EI を 付け る 
EI を 付け た デー タ に 移動 
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"ミー の デー タ を カー ソル 位置 の 後ろ に 挿入 
[SHiIFT ]+[0) "ミー の デー タ を カー ソル 位置 の 前 に 挿入 
Pp) バッ ファ の デー タ を カー ソル 位置 の 後ろ に 挿入 
[SHIFT |+[P] | バッ ファ の デー タ を カー ソル 位置 の 前 に 挿入 


回 カー ソル 位置 の デー タ を 削除 し 、 パ バッ ファ に 入れ る 
カー ソル 位置 の デー タ を バッ ファ に 入れ る 

[SHIFT ]+[>] | カー ソル 位置 の デー タ の レベ ル を 1 つ 下 げ る 

[SHIFT ]+[<] | カー ソル 位置 の デー タ の レベ ル を 1 つ 上 げ る 

デー タ の 引数 を 変更 

[SHIFT |+[C) | デー タ の タイ プ を 変更 

[SHIFT ]+[$] | デー タ の 引数 が 定数 の と き は 変数 に 、 変 数 の と き は 定数 に 変更 





@ その 他 の 操作 


ポリ ゴン デー タ の 座標 を 表示 。 ま た は i コ マン ド て 読み 込み 指定 し た ファ イル 
の 編集 


[CTRL]+[L] | 画面 の 再 描画 
直前 の 動作 の 取り 消し 


LE] 他 の ファ イル の 編集 

デー タ を 画面 上 の ファ イル 名 で 保存 

[R| ファ イル 名 の 変更 

[SHIFT ]+[!] | ツー ル の 使用 

| SHIFT |+[ ?] | 説明 を 表示 

数 字 キ ー 繰り 返し 処理 。 操作 の 前 に 数 字 キ ー で 繰り 返し た い 回 数 を 入力 





190 





Appendik. CC タイ ツク リタ ジテ アレ ンス 一 一 iMOOE シネ テム 


の りら ーー ン ラ ン ア テア 


画 概 要 

モー ショ ン エ ディ タ は 、 ツ リー エディ タ で 書き 込ん だ 変数 に 値 を 与え る パラ メー タフ ァ 
イル を 作る た め の エ ディ タ で す 。 

基本 的 な 操作 は 、 横 に 伸び る 時 間 軸 の 上 に キー フレ ー ム を お き 、 そ の 時 間 で の 変数 の 値 
を 指定 し ます 。 使用 を 宣言 し た 変数 の 数 だ け 指 定 し ます 。 


系 じ ー ム = こめ 値 =? 変 者 が あり ませ ん 
っ 





画面 CC3 モー ショ ン エ ディ タ 画 面 


英 メニュー の 操作 





@ Motion 


新しい フレ ー ム を 作る カー ソル 位置 に 点 を 作成 
フレ ー ム を 消す カー ソル 位置 の 点 を 削除 


@ /oom in 
時 間 軸 の 縮尺 を 変更 し ます 。 
@ 変数 (画面 右 の メニ ュー) 
変数 の 使用 を 宣言 し ます 。 
田 キー 操作 
@ カー ソル 移動 


カー ソル を 左 に 移動 
カー ソル を 下 に 移動 
カー ソル を 上 に 移動 
カー ソル を 右 に 移動 


[SHIFT +[H) 間 軸 の 表示 範囲 を 左 に 移動 
[ SHIFT ]+[L] | 時 間 軸 の 表示 範囲 を 右 に 移動 
[ CTRL ]+[L| | 画面 の 再 描画 








BDSRGKR CO グイ ツル グリ プア レシ ジス ーー MOBE ジテ 


@ 変数 の 変更 


[SHIFT ]+[J] | 次 の 変数 を 表示 
[SHIFT ]+[K] | 前 の 変数 を 表示 





@ 縮尺 の 変更 


[SHIFT)+(*] | 時 間 軸 の 間隔 を 拡大 
時 間 軸 の 間隔 を 縮小 





@ その 他 の 操作 


モー ショ ン フ ァイル と パラ メー タフ ァイル に デー タ を 書き 込む 
[SHIFT |+[?| | 説明 を 表示 
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りり ファ アル の グ 施 そ 


画 概 妥 
MODE は 複数 の デー タフ ァイル を メモ リ に 読み 込ん で 編集 で きま す 。 し か し 、 ポリ ゴン 


ェ デ ロタ や ツリ ツリ テ ェ エディ タ で は 同時 た に 2 つつ 以上 の デー タフ ァイル を 編集 で きま せん 。 そこ 
で 、 ど の ファ イル を 編集 する か を 選択 し ます 。 


エラ ー 編集 中 





画面 CC4 ファ イル の 切り 替え 画面 


画 カー ソル 移動 


[CTRL]+[B] | 1 画面 上 に 移動 
[CTRL]+[U] | 半 画面 上 に 移動 
[CTRL]+[F] | 1 画面 下 に 移動 
[CTRL]+[D] | 半 画 面 下 に 移動 
左 へ 移動 
右 へ 移動 
1 つ 下 ^ 移 動 
1 つ 上 へ 移動 





一 その 他 の 操作 


TITmTWo oo キャ | 
カー ソル 位置 の ファ イル を 編集 


[CTRL]+[L] | 画面 を 再 描画 
[R) ファ イル 名 を 変更 
[ SHIFT |+[ ?| | 説明 の 表示 














Appendix 1 


コマ ント ドリ ファ レン 


ーー ツリ ー エ ディ イタ で 使え る ツー ルー 一 





ポリ ゴン は 、 ポ リ ゴ ン エディ タ で 作る 以外 に 、 ツ リー エディ タ 上 で ツー ル を 使っ て 作る 
こと も で きま す 。 ツ ー ル を 使用 すれ ば 、 幾 何 学 的 な 物体 で も 簡単 に 作れ ます 。 








色情 報 の 生成 
書 式 CEDIT [一 ] [< ファ イル 名 >] 
| 機 能 CEDIT コマ ンド は 、 ツ リー エディ タ の コマ ンド で 使用 する 色情 報 を 生成 し ます 。ー? を 
旧 定 する と 結果 を 標準 出力 に 出力 し 、< フ ァイル 名 > を 指定 する と 結果 を ファ イル に 出力 し 
: 
| オプ ショ ン = 結果 を 標準 出力 に 出力 する 。 
解 説 CEDIT コマ ンド は 、“"1 0"ー1 7/ ま で の 色情 報 を 生成 する ツー ル で す 。 < ファ イル 名 > を 


指定 する と き 拡 張子 (.clr) は 省略 で きま す 。 


| 実行 例 cedit sample 


cedit | 一 
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PLANE 


選択 点 の 順番 で ポリ ゴン を 生成 








PLANE [一 ] [<〈 肥 アァ アイ え 名 ”] 


「 機 能  " PLANE コ マン ド は 、 選 択 点 の 順番 で ポリ ゴン を 生成 し ます 。 パー? を 指定 する と 結果 を 標 
準 出力 に 出力 し 、 く < ファ イル 名 > を 指定 する と 結果 を ファ イル に 出力 し ます 。 


オブ プション ー 結果 を 標準 出力 に 出力 する 。 
| 解 説 ポリ ゴン エディ タ を 使っ て ポリ ゴン を 作る と 、 選 択 点 を 結ぶ 順番 が 自動 的 に 決め られ て し 


まう た め 、 凹 部 の ある ポリ ゴン を 作る と き な ど は 多少 手 間 が か か り ま す 。PLANE コマ ン 
ド で は 選択 点 を 作っ た 順に ポリ ゴン が 作成 で きま す 。< く ファ イル 名 > を 指定 する と き 拡 張子 
(mod) は 省略 で きま す 。PLANE コマ ンド で は 既存 の ファ イル の 編集 は で きま せん 。 


| 実行 例 plane sample 


plane 一 








円 鈴 の ポリ ゴン デー タ を 生成 





(⑥ 6 | | こ 


CONE < 分 割 数 > 





CONE コマ ンド は 、 < 分 割 数 > で 指定 され た 面 の 数 で 円 雛 の 側面 を 近似 し て 、 円 氏 の ポリ ゴ 
ン デ ー タ を 半 成 し ます 。 


| 解説 CONE コマ ンド は 、 円 雛 の デー タ を 作る ツー ル で す 。 < 分 割 数 > は いく つの 面 で 円 を 近似 す 
る か を 表し 、 自然 数 で 与え ます 。 ポリ ゴン デー タ は 、 円 雛 の 頂点 が (0, 0, 1) に 、 底面 は XY 
平面 上 に 作成 され ます 。 





cone 10 






































Appendix D コマ ンド リフ ァ レ ンス 一 一 ツリ ー エ ディ タ で 使え る ツー ル 





立方 体 の 角 を カッ ト し た ポリ ゴン デー タ を 生成 


CUBE < 辺 の 長 さ > < 角 の 長 さ > 


CUBE コマ ンド は 、 く 辺 の 長 さ > で 指定 され た 立方 体 の 辺 の 長き とく < 角 の 長 さき > で 指定 きれ た 
カッ ト し て で きる 三角 形 の 辺 の 長 さ に し た が っ て 、 立 方 体 の 角 を カッ ト し た ポリ ゴン デー 
タ を 生成 し ます 。 


CUBE コマ ンド は 、 立 方 体 の 角 を 削っ た 図形 の デー タ を 出力 する ツー ル で す 。 引数 は 、 辺 
の 長き さと 角 を 削る 幅 を 実数 で 与え ます 。 辺 の 長 さ は 立方 体 の 辺 の 長き さ 、 角 を 削る 幅 は 角 を 
削っ て で きた 正三 角形 の 1 辺 の 長 さ で す 。 朋 を 削る 幅 は 、0 か ら 立方 体 の 辺 の 長き の 1/sqr 
(2) 僅 まで の 範囲 で 指定 し ます 。 

この ツー ル で 得 ら れ た デー タ を 組み 合わ せ て 文字 の 形 な ど を 作る と 、 見 栄え の よい も の が 
で きま す 。 


cube 10 3 





球 の ポリ ゴン デー タ を 生成 


SPHERE < 分 割 数 > 


SPHERE コマ ンド は 、< 分 割 数 > で 指定 され た 面 の 数 で 近似 し た 球 の ポリ ゴン デー タ を 生 
成 し ます 。 


SPHERE コマ ンド は 、 原 点 を 中 心 に し た 半径 1 の 球 の デー タ を 生成 し ます 。 く < 分割 数 > と 
は 、 い くつ の 面 で 球 の デー タ を 近似 する か を 表す 数 の こと で す 。 た と えば 分 割 数 が 10 な ら 
ば 、 全 部 で 100( 三 10X10) の 面 で 球 の デー タ が 作ら れ ま す 。 分 割 数 が 大 きい ほど 球 に 近い 
デー タ が 得 ら ちら れ ま す が 、 デ ー タ が 大 きく な っ て ポリ ゴン エディ タ で の 表示 が 遅く な り ま す 。 
中 心 が 原点 で 半径 1 と いう の は 固定 な の で 、 必 要 に 応じ て \t? コ マン ド で 移動 きせ 、*s? コ マ 
ンド で 大 き さ を 変え て 使い ます 。 


sphere 10 


9/ 





POLHD 








| 実行 例 


TUBE 








EE i 
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正 多 面体 の ボリ ゴン デー タ を 生成 


POLHD < 面 数 > 

POLHD コマ ンド は 、 く 面 数 > で 指定 され た 値 で 正 多 面体 の ポリ ゴン デー タ を 生成 し ます 。 
POLHD は 、 正 多面 体 の デー タ を 作る ツー ル で す 。 面 数 に は 実際 に 存在 する 多面 体 の 面 数 
だ けが 指定 可能 で す 。 つま り 、4、 6、 8、 12、 20 の いずれ か に な り ま す 。 多面 体 の 大 き さ は 、 


半径 1 の 球 に 収まる 程度 に な り ま す 。 


polIhd 20 





円 柱 の ポリ ゴン デー タ を 生成 


TUBE [一 t] < 半径 > < 厚み > [< 分 割 数 >] 


TUBE コマ ンド は 、< 半 径 > で 指定 され た 半径 の 長 さ 、 く < 厚み > で 指定 され た 円 桂 の 長き 、 く 分 
割 数 > で 指定 され た 面 数 で 円 柱 側面 を 近似 し て ポリ ゴン デー タ を 生成 し ます 。 


et 族 面 と 上 面 の ポリ ゴン デー タ を 作ら な い (円 筒 を 作成 )。 


TUBE は 、 円柱 の ポリ ゴン デー タ を 作る ツー ル で す 。 引数 は < 半径 > と く 厚 み > を 実数 で 、 そ 
し て 分 割 数 を 目 然 数 で 与え ます 。 く < 半径 > は 底面 お よび 上 面 の 半径 の 長き で 、< 厚 み > は 円 柱 
の 長 さ で す 。 < 分 割 数 > は いく つの 面 で 円 を 近似 する か を 表し 、 省略 し た 場合 は 半径 の 12 倍 
と? まゆ: ます 。 

出力 され る デー タ は 、 側 面 、 上 面 、 底 面 の 順に 作成 され る の で 、 上 面 や 底面 が 必要 な いと 
き は 最後 の 2 つの ポリ ゴン デー タ を 削除 し ます 。 


tube 1 10 10 











ABeeedleD コペン シド リフ アァ レン ーー ツリ ー エ ディ クタ で 使え あぁ ウー テール 





ポリ ゴン デー タ を も こと に 回 転 体 を 作成 





ROT < モデ ルフ ァイル > < 分 割 数 > 





「 機 能 ROT コマ ンド は 、 く < モデ ルフ ァイル > で 指定 され だ ポリ ゴン デー タタ を も と に < 分 割 数 > で 指 
定 さ れ た 面 数 で 回 転 体 を 生成 し ます 。 


ROT コマ ンド は 、 く < モデ ルフ ァイル > で 指定 され た ポリ ゴン デー タ 、 お も に 平面 か らく < 分 割 
_ 数 > で 指定 され た 面 数 で 回 転 体 を 生成 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 10 で す 。 





実行 例 rot glassp.mod 10 





| の 、 較 ポリ ゴン テー タ に 厚み を 付加 








THICK < モデ ルフ ァイル > < 厚み > 


THICK コマ ンド は 、< モ デル ファ イル > で 指定 され た ポリ ゴン デー タ を も と に < 厚み > で 指 
定 さ れ た 数 値 で 厚み の つい た ポリ ゴン デー タ を 生成 し ます 。 





THICK コマ ンド は 、< モ デル ファ イル > で 指定 され た ポリ ゴン デー タ 、 お も に 平面 か らく 厚 
み > で 指定 され た 数 値 で 厚み の つい た ポリ ゴン デー タ を 生成 し ます 。 





thick circle.mod 10 
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Appendix ト 


コマ ンド リフ ァ レ ン 


ーー マリ ドラ イブ が りつ うー 








| 機能 
オプ ジョ ン 


実行 例 
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イメ ー ジ ファ イル を 生成 


DRAW [一 x < 解像度 > < タイ ル サ イ ズ > 一 y < 解像度 >, < タイ ル サ イ ズ >] [一 f < フ 
レー ム A> 一 { < フレ ー ム 2Z>] [一 p く < パ ラメ ー タ ファ イル ・ ペー スネ ー ム >] [-g 
(画像 ファ イル ・ ベ ー ス ネー ム ] < モデ ルフ ァイル > 


DRAW コマ ンド は 、 く < モデ ルフ ァイル > と 各 引 数 か ら 画 像 ファ イル を 生成 、 表 示し ます 。 


RY 解像度 と タイ ル サ イ ズ の 指定 。 パ ラメ ー タ の デフ ォ ル ト 値 は 、「 一 x 213, 
う rt 133, 3 to 


a フレ ー ム の 指定 。「 一 f」 が 開始 する フレ ー ム で 、「 一 t」 が 終了 する フレ ー ム 。 
ーp パラ メー タフ ァイル の ベー スネ ー ム の 指定 。 
ーg 画像 ファ イル の ベー スネ ー ム の 指定 。 


DRAW コマ ンド を 実行 する と 「recalc all animation (y/n)?」 と 聞い て きま す 。 新た に デー 
タ を 作成 する と き は [Y| | 、 す で に ある デー タ を 表示 する と き は [N] [2 を 押し ます 。 い 
ずれ の 場合 も 画像 を 表示 し 続け る の で 注意 し て くだ さい 。[Q] を 押す と 終了 し ます 。 ま た 、 
画像 の 消去 に は CLS3 コマ ンド を 使い ます 。 

DRAW コマ ンド の 実行 に は DITHER、 RENDER、 GSAVE、 GLOAD お よび MODEL コ 
マン ド が 必要 で す 。 


draw 一 x 80, 3 一 y 50, 3 一 f sample.000 -t sample.010 一 p pic_ 
prm —g pic_g sample.mod 











Appendix 所 コマ ンド リラ アァ アレ ンス 一 一 ヨゴ マン ドラ イジ か 合う ツー テル 





DITHER 


RENDER が 出力 し た イメ ー ジ ファ イル を 画面 に 表示 





DITHER [一 x < 解像度 > < タイ ル サ イ ズ > 一 y < 解像度 >,。 < タイ ル サ イ ズ >] < イメ ー 





ジフ ァイル > 
| 機能 DITHER コマ ンド は 、RENDER が 出力 し た イメ ー ジ ファ イル を 画面 に 表示 し ます 。 
| オフ プ ション  -x、-y 解像度 と タイ ル サ イ ズ の 指定 。 パ ラメ ー タ の デフ ォ ル ト 値 は 、「 一 x 213, 


1 YN. まう の jo 


| - 解 説 DITHER コマ ンド は MODEL と RENDER に よっ て モデ ルフ ァイル か ら 作 られ た イメ ー 
ジフ ァイル を 画面 に 表示 し ます 。 オ プシ ョ ン に よる 指定 の 解像度 は 、 あ ら か じ め モ デル ファ 
イル の 中 で 指定 し た も の と 等 し く な けれ ば な り ま せん 。 


実行 例 dither 一 x 320, 2 一 y 200, 2 sample.pic 
dither 一 x 640, 1 一 y 400, 1 sample.pic 





1 コ ド | 5) コ 51 


MODEL コマ ンド が 出力 し た デー タ か ら イ メー ジフ ァイル を 生成 





RENDER < イメ ー ジ ファ イル > < <MODEL コマ ンド が 出力 し た デー タッ > 





RENDER コマ ンド は 、MODEL コマ ンド が 出力 し た デー タ か ら イ メー ジフ ァイル を 生成 
し ます 。 


RENDER は 、MODEL コマ ンド に よっ て 生成 し 出力 し た RENDER 用 の デー タ か ら イ 
メー ジフ ァイル を 生成 する ツー ル で す 。 MODEL コマ ンド が 出力 し た デー タ を あら か じ め 
ファ イル に し て お いて も よい で す が 、 パ イプ で つなげ て 一 括 し て 処理 し た ほう が よい で 
全 ま 者 








render sample.pic < sample.out 
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画面 上 の イメ ー ジ ファ イル の セー ブロ ー ド 





GSAVE 〈 仙 メー ジフ ァ アイゴ > 


GSAVE コマ ンド は 、 画 面 に 表示 さき れ て いる イメ ヌー ジフ ァイル を セー ブ し ます 。 


りり バイ メー ジジ アオ ルク 


GLOAD コマ ンド は 、GSAVE で セー ブ し た イメ ー ジ ファ イル を 画面 に ロー ド し ます 。 


GSAVE は 、 画 面 に 表示 され て いる グラ フィ ッ ク イ メー ジ を 指定 し た ファ イル に 保存 する 
ツー ル で す 。 ま た 、 フ ァイル に 保存 きれ た 画像 を 画面 に 再 表 示す る ツー ル が GLOAD で す 。 
GLOAD の ほう が DITHER より も 画像 を 画面 に 表示 する 速度 が 速い の で 、 も う 一 度 画面 
に 表示 し た い イ メー ジア ァイル は GSAVE で 保存 し て お く と よい で し ょ う 。 こ こ で REN- 
DER に よる イメ ー ジ ファ イル と GSAVE に より 保存 きれ た ファ イル は 異な る の で 注意 し 
な 





gsave sample.pic 





gload sample.pic 





グラ フィ ッ ク 画 面 の 消去 





CLS3 


CLS3 コマ ンド は 、 画 面 上 に 残っ た グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 し ます 。 





CLS3 コマ ンド は 現在 画面 上 に 表示 きれ て いる グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 する ツー ル で す 。 
テキ スト 画面 も 同時 に 消去 し ます 。 
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AppendixE コマ ンド リフ アァ アレ ンス 一 苦 入 ポラ イン かき 使 が ツマ 





モデ ルフ ァイル か ら RENDER 用 の デー タ を 生成 


MODEL [一 |] [一 p < パラ メー タフ ァイル >] < モデ ルフ ァイル >〉 …… 


MODEL コマ ンド は 、 モ デル ファ イル か ら RENDER 用 の デー タ を 生成 し て 標準 出力 に 出 
方 柏 ま すず 3 


3 画面 上 に ワイ ヤ フ レ ー ム で 表示 。 
ーD パラ メー タフ ァイル を 指定 。 


MODEL コマ ンド に よる 結果 は 標準 出力 に 出力 され ます の で 、 リ ダイ レク ト を 使っ て 結果 
を ファ イル に し た り 、 パ イプ を 使っ て 出力 結果 を 直接 RENDER に 渡し て イメ ー ジ ファ イ 
ル を 生成 で きま す 。 


model 一 | 一 p sample.001 sample.mod 
mode| 一 p sample.001 sample.mod | render sample.pic 





モー ショ ン フ ァイル か ら パ ラメ ー タ ファ イル を 作成 


MOTION < モー ショ ン フ ァイル > 


MOTION コマ ンド は 、 モ ーション ファ イル か ら モ ーション の パラ メー タフ ァイル を 作成 
ら 近 すず 。 


MOTION コマ ンド は あら か じ め 作 られ た モー ショ ン フ ァイル の 中 で 指定 され た パラ メー 
クタ に 基づき 、 指 定 さ れ た 数 の パラ メー タフ ァイル を 作成 し ます 。 こ と の と き 各 ファ イル の 変 
数 値 は 既存 の パラ メー タフ ァイル (モー ショ ン フ ァイル の 中 で 指定 し た も の ) の 変数 値 に 依 
存 し て 与え られ ます 。MODE の モー ショ ン エ ディ タ で モー ショ ン デ ー タ を 作成 し た 場合 
は 、 パ ラメ ー タ ファ イル は 自動 生成 され ます 。 


motion test.mot 
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レー ムル バッ フ ア 


これ か ら CG を 本 格 的 に 始め られ る 方 、 特 に 3 次 元 の 物体 を モデ リン グ 、 レ ンダ リン グ 
し 、 リ アル な 画像 を ディ スプ レイ 上 で 見 て みた い 方 に と っ て 「 フ レー ム バ ッ フ ァ 」 は 必需 品 
で す 。 一 度 、 フ ルカ ラー の 画像 を 体験 し て し まう と 、 フ ルカ ラー 以外 の 世界 に は も どれ な 
ゅ い ほ どの 魅力 が あり ます 。 そ の 「 フ レー ム バ ッ フ ァ 」 に つい て 、NEC の PC-9800 シリ ー ズ を 
例 に 説明 し ます 。 


| PC- ヨ B00 シ リー ズ と フル カラ ー 


画 PC-9800 シリ ー ズ の 画面 の 色 数 

NEC PC-9800 シリ ー ズ で は 、 標 準 で の 画面 の 色 数 は 黒 、 白 を 含む 原色 の 8 色 ( デ ジタル 
RGB 出力 時 )、 ま た は RGB それ ぞ れ 16 段階 で 指定 し た 任意 の 4096 色 中 16 色 ( ア ナ ロ グ 
RGB 出力 時 ) で す 。 ソ フト の 性 格 、 用 途 に よっ て は 色 数 を 多く する と か えっ て 操作 が 複雑 
に な り 、 使 い 勝 手 が 悪 く な る 場合 も ある の で 、 標 準 で の 色 数 は 多い 方 が よい ぃ と 一 概 に は い 
えま せん が 、CG の 出力 に は 決し て 十分 で は あり ませ ん 。 


時 フル カラ ー 画 像 

一 般 に CG に お いて フル カラ ー と は 、 光 の 3 原色 RGB それ ぞ れ を 256 段階 表現 で きる 
も の を いい ます 。 256 段階 と いう 値 は 、 コ ンピュータ の メモ リ の 節約 と 周辺 機材 の 性 能 、 人 
間 の 眼 の 識別 力 を 総合 し た 妥協 の 数 字 で す 。 世 の 中 の すべ て の 色 や 明る さ を 表 現 で きる わ 
け で は あり ませ ん が 、 一般に は 十分 な 色 数 を 表現 で きま す 。 RGB は 独立 し て 値 を 持ち ます 
の で 、 色 数 は 3 色 の 組み 合わ せ で 256 の 3 乗 (256X256X256= ニ 16777216) 、 約 1677 万 色 に 
交 表す gs 














Appendix F プー が 2 の RR 


画 フル カラ ー を 出力 する 方 法 

まず 、 フ ルカ ラー の 画像 デー タ を 出力 で きる ソフ ト で ある こと を 確認 し ます 。 も ちろ ん 
「MODE」 は フル カラ ー 対 応 で す 。「 画 像 表示 」 や 「 画 像 連続 表示 」 を 実行 し た 後に で きる 
*PIC*Y が フル カラ ー の イメ ー ジ ファ イル で す 。 

フル カラ ー の 画像 デー タ を PC-9800 シリ ー ズ の ディ スプ レイ に 出力 する 方 法 は 2 つ あ 
り ま す 。1 つ は 標準 の 色 数 を 用 いて 擬似 的 に 表す 方 法 、 も う 1 つ は フレ ー ム バッ ファ を 加え 
て 真 に フル カラ ー の 映像 信号 を ディ スプ レイ に 送る 方 法 で す 。 ] 
標準 の 色 数 を 用 いて 近似 する 方 法 の 1 つ に タイ リン グ 法 が あり ます 。3X3、4X4 ぐら い 
の ピク セル の 有志 目 を 想定 し 、 そ こ に 原色 を いか に 並べ る か で 見 た 目 の 色 を 中 間 色 に する 方 
法 で す 。 ま た 、 同 様 に 画像 の 解像度 を 犠牲 に し な いで ラン ダム な 要素 を より 多く 加え た ディ 
ザ リ ン グ 法 も あり ます 。 い ずれ の 方 法 $ も 、 あ くま で も 擬似 的 に 色 数 が 多い よう に 見 せ か け 
る 方 法 な の で 、 細 か い 模 様 な ど が つぶ れ て し まう な どの 欠点 が あり ます 。 た だ し 、 絵 柄 に 
よっ て は 独特 の ざら つい た 質感 が プラ ス の 要素 に な る の で 、 捨 て 難い 点 も あり ます 。 な に 
より も 特別 な 機器 が 必要 な い の で 、 こ れ ら の 方 法 は 手軽 に フル カラ ー を 確認 する に は よい 
で し ょ う 。 MODE で は 「 画像 表示 」 や 「 画 像 連続 表示 」 を 実行 する と 、 タ イリ ング と ディ ザ リ 
ジグ を 行っ で 表 滅 を すず 。 

フレ ー ム バッ ファ を 用 いる と 、 直 接 画 像 デー タ を フル カラ ー 画 面 で 見 る こと が で きま す 。 
また 、 各 種 ペ イン ト ソ フト を 併用 する と デリ ケー ト な 人 色 の 変換 や や 描き 加え が で きま す 。 た 
だ し 、PC-9800 シリ ー ズ で は オプ ショ ン に な り ま す の で 、 あ る 程度 の 出費 は 覚悟 し な く て 
は な り ま せん 。 


フレ ー ム バッ ファ の 機能 


較 メモ リ “ 

フレ ー ム バッ ファ (Frame Buffer) は どの よう な 働き を する の で し ょ うか 。 フレ ー ム バッ 
ファ は 別名 フレ ー ム メモ リ (Frame Memory) と も いわ れ 、 画像 メモ リ と し て の 機能 を 持ち 
ます 。 各 用 語 を 簡単 に 定義 むせ る と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


フレ ー ム (Frame) ・ 画面 

バッ ファ (Buffer) ・ 動作 の 異な る 2 つの 装置 の 間にあっ て 、 速 度 、 時 間 な どの 調 
整 を 行っ た り 、 両 者 を 独立 に 動作 させ た りす る た め の 記 憶 装 
直 

メモ リ (Memory) ・ 記憶 装置 
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ZU6 


フレーム バッ ファ と は コン ピュ ー タ 本 体 と 出力 用 ディ スプ レイ の 間 に 立 つ 、 画 面 の た め 
の 記憶 装置 の こと で す 。 

PC-9800 シリ ー ズ は 画面 表示 用 の メモ リ と し て 、 256K バイ ト を 持っ て いま す ( 一 部 機種 
を 除く )。 こ れ は VRAM と いわ れ 、 次 の よう に 使わ れ て いま す 。 


・ 画 面 の 解像度 は 横 640X 縦 400 ドッ ト 、 全 体 で 256000 の 画素 を 持つ 
・ そ れ ぞ れ の 画素 は 16 色 、 つ まり 4 ビッ ト の 議 別 が 可能 
・ 画 面 は 2 画面 


以上 を コン ピュ ー タ の 記憶 容 量 と し て 計算 する と 、256000X4X2 ニ 2048000 と な り 、 
2048000 ビッ ト の 情報 量 に な り ま す 。1 ビッ ト は 、0 か 1 か を 区 別 す る 最小 の 単位 で す 。 一 
般 に は 1 バイ ト (8 ビッ ト ) を 1 単位 と する の で 、2048000 エ 8 ニ 256000 バイ ト 、256K バイ ト 
と 数 えま す ( 厳 密 に は 1024 バイ ト で 1K バイ ト )。 

それ で は 、 フ ルカ ラー の 画像 を 表示 する た め の メ モリ 、 フ レー ム バ ッ フ ァ に は どれ くら 
い の 記 憶 容 量 が いる の で し ょ うか 。 以下 に 算出 し て み ま し ょ う 。 


・ 画 面 の 解像度 は 横 640 メ 縦 400 ドッ ト 、 全 体 で 256000 の 画素 を 持つ (標準 の 画面 出力 
と 同じ ) “ ] 

・ そ れ ぞ れ の 画素 は RGB ご と に 256 色 、 つ まり 8 ビット の 議 別 を RGB ご と に 8x3= 
24 ビッ ト 必 要 

・ 画 面 は 1 画面 


全体 の 容量 は 768K バイ ト (256000X24X1 そ 8 ニ 768000 ビッ ト ) に な り ま す 。 


田 [)/ 信 コン バー タ 

メモ リ と し て の フレ ー ム バッ ファ に 存在 し て いる 画像 は 単なる 0 と 1 の 並び いわ ゆる 
デジ タル 情報 で す 。 値 と し て 扱え て も 色 や 明る さ を 表 す 電 気 的 な 強弱 に は な っ て いま せん 。 
この デジ タル 情報 を 出力 機器 に 対応 する アナ ログ 量 に 変換 する こと を D/A コン バー ト と 
いい ます 。 アナログ 量 と は 連続 的 な 変化 を 持つ 、 数 値 で 直接 指示 で き な い 量 の こと で す 。 
人 間 が 感覚 器官 で 捉え て いる 刺激 は ほとん ど ア ナ ロ グ 量 で す 。 フ レー ム バ ッ フ ァ に は デジ 
タル 値 と し て の RGB の 段階 的 な 値 を アナ ログ 量 に 変換 する D/A コン バー タ の 機能 が あ 
り ま す 。 

デジ タル 値 は 絶対 不変 で す が 、 ア ナ ロ グ 量 に 同一 の も の は あり 得 ま せん 。 D/A コン バー 
タ の 性 質 に よっ て 、 ア ナ ロ グ 量 も 変化 する は ず で す 。 フ レー ム バ パ バッファ の メー カー、 あ る 
い は 調整 に よっ て 色 み や 明る さ が 僅 か に 異な る こと も あり ます 。 








AppendixF フレ ー ム バッ ファ 


一 映像 信号 出力 

ビーム バッ ファ の 第 3 の 機能 は 、 画 像 を デ ギィ スプ レイ に 表示 する 信号 に 変え る こと で 
。 電気 的 な アナ ログ 量 も 映像 信号 と し て 出力 し な いと 、 ディス プレ イ に 表示 で きま せん .。 

FC-9800 シリ ー ズ 対応 の ディ スプ レイ は 、 水平 同期 周波 数 が 24.83KHz の アナ ログ 
RGB 信 写 を 受像 する よう に 設計 され て いま す 。 水平 同期 周波 数 と は 、 映 像 信号 が 1 秒間 に 
貞 像 を 左 か ら 右 に 走査 する 回 数 の こと で す 。 一般 の テレ ビ な ど で の 映像 信号 (日 本 で は 
NTSC 規格 ) で は 15.75KHz で 、JPC-9800 シリ ー ズ と の 互換 件 は あぁ ありま a Ea 
RGB 信号 と は RGB の 各 信 号 を 独立 し た アナ ロ グ 量 で 伝え る 方 式 で す 。 輝度 か ら 色情 報 ま 
で を 1 本 の 信号 で 伝え る コン ポジ ッ ト ビデ オ 信 号 (一 般 の テレ ビ な どの 映像 信号 ) と の 互換 
性 は あり ませ ん 。 

市 販 の PC-9800 シリ ー ズ 用 フレ ー ム バッ ファ の は と ん ど は 、PC-9800 の 標準 アナ ログ 
NS RE Es 
て "ます 。 また 、 フ ルカ ラー の 映像 の 上 標準 の アナ ログ RGB 信号 ゃ アッ ケル po 
信号 を オー バー ラッ プ ( ス ー パ ー イ ン ボ ー ズ ) さ せ て 表示 する と と も で きま す 。 


周 お も な フレ ー ム バッ ファ 





、。 ご 9809 シリ ー ズ 対応 の フレ ー ム バッ ファ の 一 部 を 紹介 し ます - 
TM SN DG A 。 
NIR TTT ean 
す 。 


SUperFrame2/2 ミ (サビ エ シシ 
和信 気 の フル カラ ー ペ イン シア 小 「SuperTableau」 が 動作 する 7 か ムシ キッ プ ァ で す 。 
。 才 衣 巡 容 し 、 突 坪 し た 鬼 能 で 広い gー が ーz 作 6eaee 


HyPER-FRAME/ 十 (デジ タ ルアー ツ ) 
ペル カネ ニス イント ッッ ト W 珠 ま 富 2 
し "ペー ドウ ェ ア 上 の ズー ム 機 能 や スク ロー ル 機 能 を 人 する と 、 靖 単 ラ ーッ ー 
ジョ ン 測 力も 可能 で す 。 


写像 (キャ スト ) 


ed > 
EMG NY 4A EINEER SR +p 


207 























206 





| MUDE の フル カラ フー 出力 


前 述 し た よう に MODE で は 「 画 像 表示 」 や 「 画 像 連続 表示 」 を 実行 する と 、 フ ルカ ラー の 
イメ ー ジ ファ イル ^PIC” を 自動 的 に 作成 し ます 。 フ ルカ ラー で 表示 する と き は フレ ー ム 
バッ ファ に 付属 の ツー ル を 使い ます 。 以 下 に 例 を 示し ます の で 、 詳 し く は お 使い に な っ て 
いる タダ ビー お が パ め タデ デ の ツー ル の マニ ュ ア ル 参 了 じ で て だ きい ゆい 。 


園 SuperFrame ら > の ツー ル 
10 章 で 作成 し た 木 の デ ー タ を フル カラ ー 表 示し て み ま し じょう 。SuperFrame2% の ツー ル 
を 使っ て 表示 する と き は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


B>both [|  … パソ コン 画面 と スー パー フレ ー ム の 同時 表示 を 指定 
B>fil2sf j, 213, 133, 0, 0, pic | … 男 像 ファ イル の 内 容 を スー パー フレ ー ム に 


転送 、PIC は ファ イル 名 


田 Hy ピ E ロ -FHAME 二 の ツー ル 
同じ く 10 章 で 作成 し た 木 の デ ー タ を フル カラ ー 表 示し て み ま し ょ う 。HyPER 
-FRAME 十 の ツー ル を 使っ て 表示 する と き は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


B>hfon [| … ボー ド の 使用 開始 を 宣言 

B>hfsore 1|2| … フレ ー ム バッ ファ の ソフ トウ ェ ア リ セ ッ ト を 設定 

B>hfbnio 1|2| … TLI/O 方 式 の アタ セス 方 式 を 選択 

B>hfdisp 2[2| … 画面 表示 を スー パー イン ポー ズ に 指定 

B>hfload pic 0 0 213 133 0[2 … 画像 ファ イル の ロー ド 、PIC は ファ イ 
ル 名 








Appendix [ 
作品 例 こ 部 品 


付属 の ディ スク に は 本 文中 で 説明 し た も の の ほか に も 作品 例 ( グ ラス と 口絵 作品 「 雪 の 結 
昌 」) と 部 品 ( ア ルフ ァ ベ ッ ト ) が 収録 さき れ て いま す 。 


画 グラ ス 

グラ ス は 「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 の \GLASS ディ レク トリ に あり ます 。 使 用 する と き 
は \ ま GLASS ディ レク トリ の 内 容 を すべ て 別 の ディ スク に コピ ー レ て くだ さい ぃ い 。 mode 
glass3 [| を 実行 する と 、 グ ラス が 読み 込ま れ ま す 。 


一 口絵 作品 「 雪 の 結晶 」 

口絵 作品 ' 雪 の 結晶 」 が 「 保存 用 シス テム ディ スク 」 の \PICTURE ディ レク トリ に あり ま 
す 。 本 作品 は フル カラ ー の イメ ー ジ ファ イル な の で 、 フ レー ム バ ッ フ ァ が な いと お 使い に 
な れ ま せん 。 ファ イル は 圧縮 され て いま す の で 、 次 の よう な 人 準備 が 必要 で す 。 


① MS-DOS を 起動 し て 「 保 存 用 シス テム ディ スク 」 を ドラ イブ A、 初 期 化 済み の ディ スク 
を ドラ イブ B に 入れ (初期 化 の 手順 は 「 イ ンス トー ル 」 を 参照 )、 次 の よう に 入力 。 


B>copy a:\picture b: 


B>yuki [2 


※ YUKIEXE は LHA の 自己 解凍 形式 ファ イル で 、 実 行 す る と YUKILPIC が 作成 され ま 
す 。 画面 に 表示 する と き は フレ ー ム バッ ファ に 付属 の ツー ル を 使っ て くだ さい 。 





一 アル ファ ベッ ト 

アル ファ ベッ ト の モデ ルフ ァイル は 「 保存 用 シス テム ディ スク 」 の 壮 ALPHA ディ レク ト 
リ に あり ます の で 、 必 要 な も の を コピ ー し て 使っ て くだ さい 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 一 覧 ファ 
イル は ALPHA 一 C.MOD( 大 文字 一 覧 ) と ALPHA--S.MOD( 小 文字 一 覧 ) で す 。 
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光源 色 や や な な な も も も eS も も で な やる も な eS 149, 151 
光源 の 向 計 re 149, 151 
光源 モデ ル 用 コマ ンド 上 eee 149, 151 


コマ ンド テー ター ドド oo 106 
# コ マン ド ーー ドド ドド ドー 106, 108 
b コマ ンド ee 106, 151, 154 
Cc コ マン ドー… ド em 106, 151, 154 
{コマ ンド 0 eo で で に に ドド ーー 96, 106, 108, 134 
1 コマ ンド oh 106, 151 
ャ コマ ンド で で に だ やや や の ーー 104, 106, 107, 134 
s コ マン ド …… ee 100, 104, 106, 107, 134 
コモ マン 106 
t コマンド で emm 98, 104, 106, 134 
x コマ ンド ceceeeeeeeeeeeeeeeeeeeereeeeeeeee 106, 150 
ャ コマ ンド ii 106, 150 
コメ ント ii 106, 108 
コン シン パイル ドド 174 
EE IR ee iveie orcioeoieiotseiorererrere RR 53 
削除 PP アア アア CE ne si de 76, 78, 80 
座標 軸 ETRER TT RICIT EEE RART RNG TE 2 85 
三原 他 tt 53 
三面 図 SI GNI NE NAR 0 ER Ck Ue 65 
三面 図 と 透視 図 es ooo る で る で る る る 9 somees ゃ see で る eelee で ある 85 
シェ ー デ ィ Teeter 19, 4() 
シェ ー デ ィング 情報 番号 で ……… の ………… 151, 152 
シェ ー デ ィング 番号 ……………… ド 151, 152, 154 
ッッ ジイ ング 方 式 GE 152 
シェ ー デ ィング モデ ルコ ee 153 


05 ュー ディ ンダ フウ メー タグ 和 軒 用 コマ タ ド 


4.s 二 ene2NSHSRISYO7 和 の CERI の SNSN7G2SWewetfs: な : ま 計 さ ま 。 151 
時 間 軸 …… rete 59, 120 
時 間 軸 の 縮尺 の 変更 ナヤ す テテ ドド す トミ で 120, 125 
色相 ED RR NE CORR TOES CRE CA 5 7 
実行 用 ディ スク 20 
視野 の 角度 で 149 
視野 モデ ル 用 コマ ンド で … ド ーー 149. 150 
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上 下 左 右 移動 … ポ ーー ドー 86 
間組 間際 76, 85 
唱和 ya 76, 85 
シン ボル ・ 聞 … ド ドド ドド < トド トト トト トト トト で くし で で いこ いこ 171 
数 値 漂 微 如 理 プ ロ セ ッ サ meetoeee・ 19 
スケ ー ル 変更 < で oi ーー 87, 188 
スペ キュ ラー 成分 ti に ooo 153 
スペ キュ ラー の 鋭さ き ーー 155 
線 46 
前 後 移 動 … 上 ーー 88 
RY Mo eedee assemnne ssienneneeemene eases eleoes eosss 88 
選択 点 ee 78 
選択 点 ( ブ ロッ ク ) の 移動 ee 82 
MERC I I ER バー……ー… つ トヤマ マー 83 
選択 点 ( プ ロッ ク ) の 拡大 、 縮 小 ……… の の 84 
選択 点 ( ブ プ ブロック) の 複写 ee 82 
選択 点 解 除 ICN GNI ISRG tS TD aor a 76, 78, 80 
遇 駅 夫 か ら ポ り ゴ デシ を 作成 ……ーー……… 77 
昌和 76. 78, 80 
選択 点 に 対す る 麗 理 ee Q() 
選択 点 の 削除 te 78 
セン タリ ンプ ダー…ーー ド ドド ドド ドド ドド に に に に つて い いて 0() 
0 っ 2 も も ed 174 
が ゃ = NN ス ドロ ーー トー で 9 > 18 
側面 図 CO Ee EE HR ER EGR I UCAS SE さと し 76, 85 
EE GGG crib ie Fim icteric Ba us 200 
中 占 作成 ーー 81, 132 
の 101, 113 
り ) アレン スル ーー…ーーー………ー い の で この トミ 195, 200 
ツリ 人 エディタ coeeeeeereeeeseeeseeseeeeeereeeeeeeeee 65, 93 
の 153 
占 の 構成 OWN か 生ま 46 
還 参 】 欠 EEEESSSSSESSSGCCEECCSCCLCDCCEECYPPPPPESYP 46, 55, 152 


点 作 成 RC RE RT CRE 76, 86 
EE AN ets ss i Ri 115 
旨 を 作成 RE ERR CE RR I EES 77 
点 を 選択 RS ERR EIS SET ER RE SE RE REI EE ti ES 78 

動画 表示 OK 72、 92 

透視 図 0 a 0 Rd Saas RC 65, 76, 85 

透視 変換 etter 150 

EE TCSII EE EE at 44, 65 

背景 RR OCR RR RC RCO aR CE 31; 149, 151 

2 パッ アァ 95, 105 

表面 モデ グル 用 コマ ンド の ee eee… 149, 154 

いか セー iis tit tt i 

ファ イル の 保存 ttt 101 

ファ イル の 読み 込み te 96, 108 

フイ ッッ COCCCPCCPTPPPPPPCPPPPPPTPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP 88 

あお ee EE catia pili ides 153 

物体 色 ーー トド ドー ドド ーー 31, 149 

物体 の 移動 と 回 転 tt 43 

人 休 の の 統 夫 と 貫 和 tt oar ess a 49 

部 品 集 oes ee soe es ee noe os le eo ve tse oie evios de eee tas die 139 

ブリ ン シ ェ ー デ ィング 一 … ド ドド に に に に で ツー ツー 153 

フレ ー ム バッ ファ アー ・ 下 rt 19, 204 

EO NN aoi EE Gt i Ss 110 

ブロ ッ ク の 作成 Re 99 109 

ブロ ッ ク の 操作 RRR ST EE CR CI GS ER 101 

プロ ッッ ク の レベ ルル ereeeeeeeeeseeseeeesseeseeeeserneeesaes 94 

平行 移動 コマ ンド eter 106 

平行 光源 te 46, 55, 151 

平面 の 選択 eee 115 

半面 を 作成 や 上 ドド に に に に ツー 114 

NE TITRE SR FEISS ht ni 119 

編集 用 コマ ンド 
の ココ ド マ マン se PRESS ESR st sen i EB te Ea sws4 104 











el コマ ンド hi 134 
変数 人 8189)826 0 EE hd ES FEI 95 

変数 の 宣言 ete 2 9 
法 線 生成 の 7 の 0 89 
法 線 表示 OC 89 
法 線 変更 ett 90 
保存 用 ディ スク 19 
RT ER Rd 52 

ポリ ジン の 攻 指 定 や こい や テート こら に かく ・ 154 

ポリ ゴン の 削除 ee 78 

ポリ ゴン の 作成 ere 76, 77, 80 
ポリ ゴン エディ ター oo 65, 75 
マウ ス ょ ュー マル ドド に に 68, 76 
無 彩 EE a 2 た END AR XYOKKXKKEEPO 53 
上 明度 ttt 53. 157 
wy シシ a eee 77, 85 
面 46 
モー ショ ン エ ディ タ に で で で に に に em の 65, 119 


モー ショ ンカ ー ソ ツル … で ドド ドド に に に に の 124 
モー ショ ン デ ー タ EE NRE AER (の 65 
モー ショ ン シ フ アァ イイ ルド に に eee 65, 119 
モデ リ シッ ダ グ 本 yeasoiar か 6 40, 65 
モデ ル デ ー タ に 94 
モデ ル デ ヂ デー タラ アァ イル で で ee ee ee mmm 127 
モデ ルフ イイ ルド で oe ee ee 65 
彩色 誠人 の Ee TRE 53 
ラン バー トモ デル に に に ene 153 
リセ ッ ト Re REE A ER NS ET 87 
立体 の 構成 ete 49 
レツ ダリ ング eee 40, 172 
ワイ ヤラ エー の 70, 134 
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1959 年 11 月 19 日 生ま れ 
東京 大 学 理学 部 情報 科学 科 博士 過程 修了 
東京 工業 大 学 総合 情報 処理 セン ター 助手 


費 生 活 構造 研究 所 に て Lisp や C の 処理 系 を 作成 後 CG に 転向 、 費 SEDIC の 創立 メン バー の 1 人 
と な り 「 マ ンダ ラ 1983」 や ニュ ー ス セン ター9 時 の オー プ ニ ン グ を 手がけ る 。 由 フ ロッ グ ス お よび 
太陽 企画 内 に て 、 真 に フレ キシ ブル な CG シス テム の あり か た を 探 完 。 ネ ットワーク へ の 人 造語 も 深 
い 。 著書 に は 『 応 用 グラ フィ ックス 』( 共 著 、 弊 社 刊 ) が ある 。 

趣味 は まず な に より も コン ピュ ー タ だ が その ほか 料理 、 ロ ー ル プレ イン グ ゲ ー ム 、 ス キー な ども た 
し な む 。 き そり 座 、A 型 。 


古 原稿 執筆 
横山 弥生 (']1 章 数 値 と 感性 に よる CG デザイン 」、CG 作成 ) 
1960 年 3 月 8 日生 まれ 


武蔵 野 美 術 大 学 造形 学部 油絵 学科 卒業 
トキ ワ 松 学園 女子 短期 大 学 、 専 門 学校 桑沢 デザ イン 研究 所 、 文 化学 院 芸術 専門 学校 講師 


5 


造形 < デザ イン 教育 へ の コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 応用 研究 に 従事 。Digital Image 展 な ど で 
作品 発表 。 日 本 デザ イン 学会 会 員 。 日 本 図 学 会 会 員 。 
趣味 は 生け 花 、 熱 帯 魚 な ど 。 魚 座 、A 型 。 





島田 信吾 ('「2 章 アニ メー ショ ン 」、「AppendixF フレ ー ム バッ ファ 」) 


1959 年 11 月 25 日 生ま れ 
多摩 美術 大 学 美術 学部 建築 科 中 退 
| 青山 CG スク ー ル ・ メ ロン 教務 担当 





マル チ メ デ ィ ア の 実現 を 目指 し て 在学 中 に 開校 準備 中 の 青山 コン ピュ ー タ スク ー ル ・ メ ロン ( 現 ・ 
| 青山 CCG スク ー ル ・ メ ロン ) に 参加 。 現在 、 4D デザ イン 、 映 像 機器 ハー ドウ ェ ア 、CG アニ メー ショ 
| ン の 指導 の 傍ら 番組 タイ トル 、 企 業 内 VP な どの CG アニ メー ショ ン の 素材 作り を 行う 。 

| 趣味 は マル チ メ デ ィ ア クリ エー ト 、 ハ ー ド ウェ ア の 構造 解析 。 そ の ほか ピア ノ 、 自 転 車 乗り 、 星 を 
みる こと 。 射手 座 、A 型 。 

NIFTY ID : GBF02465 
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較 MODE プロ グラ ム 


丸川 一 志 
出口 暫 生 


較 ツー ルプ ログ ラム 


石井 秀治 濱野 高 人 
田口 景 介 打越 浩幸 
河村 博之 

画 CG 作成 

矢口 英男 飯田 恒夫 
渡辺 和 年 鈴木 敏 晃 
五島 理江 東海 徳 亮 
中 山 洋三 兼子 美弥 子 
森本 忠則 

園 編集 協力 

佐々 木 俊郎 

藤沢 克 樹 

青柳 貴洋 


八 ッ 代 裕美 子 











@ 本 書 の 内 容 に 関す る ご 質問 は 、 小 社 第 一 書籍 編集 部 まで 、 封 書 (返信 用 切手 
同封 の こと ) に て お 願い 致し ます 。 
電話 に よる お 問い 合わ せ に は 、 応 じ ら ちら れ ませ ん 。 
な お 、 本 書 の 範囲 を 越え る 質問 に 関し て は 、 お 答え で き な い 場合 も あり ます 。 
@ 沙 ] ・ 乱 本 は 、 送 料 当社 負担 に て お 取り 替え 致し ます 。 
お 手数 で す が 、 小 社 営業 部 まで ご 返送 くだ さい 。 
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を 3 次 元 CG ア ニメーション まで 作成 可能 

すぐ 楽し め る サン プル ファ イル を 収録 

市 央 の フレ ー ム バッ ファ に 対応 (1677 万 色 同 時 表示 可能 ) 
を を ソー スリ スト が 付属 し 、 シ ステ ム を 拡張 、 改 良 可 能 









| レレ ざさ ム ジル ニョ ジス ツ 】 ド 


*MODE” シ ステ ム と は 、「 応 用 グラ フィ ックス 」 (弊社 刊 ) で 紹介 し た 汎用 的 な 
CC ツー ババ MO | REZ シ ステ ム を 発展 させ た 3 次 元 CG 作 成 シ ステ ム で す 。 ポ リ ゴ 
ン を 作る "ポリゴン エディ タ ? 機能 、 作 っ た ポリ ゴン を 配置 する が" ツリ ー エ ディタ “ 
機能 、 動 き を 作 が モー ショ ン エ ディ タ /? 機能 な ど を 使っ て 編集 し 、 カ ラー アニ メー 
ショ ン 表 示 が で きま す 。 

*MODE^ シ ステ ム は 、 特 別 な が ハード ウェ ア を 用 意 し な く て も お 手持 ちの パソ F 
コン (PC-9801) で 手軽 に 本 格 的 CC が 楽し め ま す 。 た だ し 、 お 絵描き ツー ル と は 「 
違い 、CG の 基礎 的 な 知識 が 必要 で す 。 

付属 の ディ スク パッ ケー ジ に は 次 の よう な デー タ が 収録 され て いま す 。 

@ 背景 色 (10 色 ) と 物体 色 (10 色 ) フ ァイル 
@ アル ファ ベッ トロ ゴ の モデ ルフ ァイル (大 文字 、 小 文字 、 計 52 文 字 ) 
@ 作品 例 (5 点 ) 
@ ソー スコ ー ド 付き ツー ル (17 件 ) 
MODE シ ステ ム に は メイ ンプ ログ ラム の MODE” の ほか 、 上 単体 で 
使え る ツー ル が あり ます 。 


・ カ ラー エディ タ ・ 円 柱 を 作成 

・ 平 面 エ ディ タ ・ 立 方 体 の 角 を カッ ト 

・ 円 雛 を 作成 ・ 回転 体 を 作成 

・ 球 を 作成 ・ 厚 み を 付加 

・ 正 多面 体 を 作成 ・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 消去 
園 必要 な 機器 構成 





@ パ ソコ ン : NECPC-9800 シ リー ズ 用 。 た だ し 、 PC-9801/E/F/M/U/UV/ 
VM/DO/DO+、PC-9801 XA/LT/HA を 除く (な お 、 PC -9801XL/ 
XL2/RL お よび PC-H98 で は ノー マル モー ド で の み 利 用 可能 ) 。 
| 回 蜂 舞 製 間 語 @ メ x モリ: メモ リ の フリ ー エ リア が 380K バ イト 以上 必要 で す 。 
臣 ⑱ デ ィ ス プレ イ : 高 解像度 アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ で お 使い に な る こと を 
| お 勧め し ます (モノ クロ 表示 で は 利用 で き な い 機能 が あり ます )。 
@ マ ウス : バス マウ ス 、 シ リア ル マ ウ ス の どちら で も 使用 で きま す 。 
⑧ ソ フト ウェ ア : 日 本 語 MS-DOS (Ver.2.0、 3.1、3.3x) が 必要 に な り ま す 。 


ご 注意 くだ さい 。 








定価 7.800 円 (本 体 7.573 円 ) 
ISBN4-7561-0105-4 C3055 P7800E 





